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序 文

白糸原遺跡は，日置郡金峰町に所在し，主要地方道鹿児島・加世田

線の道路改良工事に伴い，平成６年度から８年度にかけて４次にわ

たって調査を行いました。

本遺跡は，古墳時代の集落と中世の墓地を中心とした遺跡です。発

掘調査は道路部分だけではありましたが，全部で19基の古墳時代の竪

穴住居跡が見つかりました。また，中世の土曠墓が24基見つかり，九

州本島では２例目となる素材としての夜光貝が出土しました。海外と

の交流を示す大陸（中国・朝鮮）製の陶磁器も見つかっております。

これらは，地域の歴史を考えるうえで重要な資料となることでしょう。

本報告書が十分に活用され，地域の歴史を解明する一助となること

を期待しています。

最後になりましたが，調査にご協力をいただいた県土木部をはじめ，

金峰町の関係部局，そして発掘調査に従事された地域の方々に対し，

厚く御礼申し上げます。

平成17年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター
所 長 木 原 俊 孝
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所 在 地
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市町村 |遺跡番号
■

■

■

■

０

北緯 東経 調 査 期 間
調査面積
㎡

調査起因

しろいとばるいせき

白糸原遺跡
か ご し ま け ん

鹿児島県
ひおきぐん

日置郡
きんぼうちよう

金峰町
みやざき

宮崎

46368 3５-１１１ Ｏ

〃

3１

２６
130

20 '

０ 1994.10.03
～12.16

1995.02.20
̅03.15

1995.05.21
̅10.27

1996.08.05
～10.08

5,200㎡

県道改良事
業に伴う緊
急発掘調査

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

白糸原遺跡 散布地

集落跡
墓地

縄文
草創期
早期

前期
古墳
中世

落とし穴１基
集石２基

竪穴住居跡19基
土擴墓24基
掘立柱建物跡３棟分

前平式土器，石坂式土器
下剥峯式土器，桑ノ丸Ⅲ類
楕円・山形押型文土器
曽畑式土器
成川式士器,U字形鍬・鋤先
青磁，白磁，陶器，夜光貝

中心となる
時代は古墳
と中世
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１本報告書は，平成６年度から平成８年度にかけて鹿児島県教育委員会が実施した主要地方道鹿児島加世
田線改良工事に伴う白糸原遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２本遺跡は，鹿児島県日置郡金峰町宮崎字白糸原に所在する。

３発掘調査は，鹿児島県土木部道路建設課（伊集院土木事務所）から鹿児島県教育委員会が受託し，鹿児
島県立埋蔵文化財センターが調査の任にあたった。

４発掘調査事業は，平成６年度から平成８年度にかけて４次にわたって行い，報告書作成事業は平成16年
度に実施した。

５遺物番号は通し番号とし，本文・挿図・図版の番号は一致する。

６本書に掲載した遺構・遺物の縮尺はそれぞれの挿図内に掲示してある。

７本書に用いたレベル数値は，全て海抜高である。

８現地調査に関する実測及び写真撮影は主として，井ノ上秀文・大久保浩二（平成６年度・１次)，倉元
良文・中原一成（平成６年度・２次)，青崎和憲・湯之前尚（平成７年度・３次)，栗林文夫・有馬孝一
（平成８年度・４次）が行った。

９整理作業に関する遺物の実測，遺構・遺物のトレース等は主として，寺原徹・中村ひろみ・辻田由美が
行った。

１０遺物の写真撮影は，鶴田靜彦・吉岡康弘・横手浩二郎が行った。

１１本遺跡出土の夜光貝について，熊本大学の木下尚子教授に分析を依頼し，結果を執筆していただいた。

１２本書の執筆・編集は，寺原が行った。

１３遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。
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企画・調整鹿児島県教育庁文化課
調査責任者鹿児島県立埋蔵文化財センター

所 長 内 村 正 弘
調査企画担当者鹿児島県立埋蔵文化財センター

次長兼総務課長川原信義
主任文化財主事兼調査課長戸崎勝洋

主任文化財主事新東晃一
発掘調査担当者鹿児島県立埋蔵文化財センター

文化財主事青崎和憲(文化課兼務）
文化財研究員湯之前尚

調査事務担当者鹿児島県立埋蔵文化財センター
主 査 成 尾 雅 明
主 事 追 立 ひ と み

第Ｉ章発掘調査の経過

第１節調査に至るまでの経過
鹿児島県土木部道路建設課（伊集院土木事務所）は，
日置郡金峰町宮崎地内において，主要地方道鹿児島・加
世田線改良工事を計画し，事業予定地内の埋蔵文化財の
有無について鹿児島県教育委員会文化課（平成８年４月
以降，文化財課，以下文化財課）に照会した。
平成３年５月文化財課が現地の分布調査を行ったとこ
ろ，工事計画区域内に白糸原遺跡が所在していることが
判明した。
そこで，文化財課，土木部道路建設課，伊集院土木事
務所道路建設課で協議を行った結果，埋蔵文化財の保護
と事業の推進を図るため，緊急発掘調査を行うことと
なった。発掘調査は，平成４年４月に発足した鹿児島県
立埋蔵文化財センターが担当することとなった。
本調査は，用地買収等の関係から４次にわたって行わ
れた。それぞれの調査期間は以下のとおりである。
１次平成６年10月３日～12月16日
２次平成７年２月20日～３月15日
３次平成７年８月21日～10月27日
４次平成８年８月５日～10月８日
整理作業・報告書作成業務は，平成16年度に行った。

平成８年度（本調査４次）
事業主体鹿児島県土木部道路建設課
調 査 主 体 鹿 児 島 県 教 育 委 員 会
企画・調整鹿児島県教育庁文化財課
調査責任者鹿児島県立埋蔵文化財センター

所 長 吉 元 正 幸
調査企画担当者鹿児島県立埋蔵文化財センター

次長兼総務課長尾崎進
主任文化財主事兼調査課長戸崎勝洋

調査課長補佐新東晃一
主任文化財主事兼第二調査係長立神次郎
発掘調査担当者鹿児島県立埋蔵文化財センター

文化財研究員栗林文夫
文化財研究員有馬孝一

調査事務担当者鹿児島県立埋蔵文化財センター
主 査 成 尾 雅 明
主 査 前 屋 敷 裕 徳
主 事 追 立 ひ と み

第２節調査の組織
平成６年度（本調査１次.２次）
事業主体鹿児島県土木部道路建設課
調 査 主 体 鹿 児 島 県 教 育 委 員 会
企画・調整鹿児島県教育庁文化課
調査責任者鹿児島県立埋蔵文化財センター

所 長 内 村 正 弘
調査企画担当者鹿児島県立埋蔵文化財センター

次長兼総務課長川原信義
主任文化財主事兼調査課長戸崎勝洋

主任文化財主事新東晃一
発掘調査担当者鹿児島県立埋蔵文化財センター

文化財主事井ノ上秀文（１次）
文化財研究員大久保浩二（１次）
文化財主事倉元良文（２次）
文化財研究員中原一成（２次）

調査事務担当者鹿児島県立埋蔵文化財センター
主 査 成 尾 雅 明
主 事 中 村 和 代

平成16年度（整理作業・報告書作成）
事業主体鹿児島県土木部道路建設課
作 成 主 体 鹿 児 島 県 教 育 委 員 会
企画・調整鹿児島県教育庁文化財課
作成責任者鹿児島県立埋蔵文化財センター

所 長 木 原 俊 孝
作成企画担当者鹿児島県立埋蔵文化財センター

次長兼総務課長賞雅彰
調 査 課 長 新 東 晃 一
調査課長補佐立神次郎

主任文化財主事兼第一調査係長池畑耕一
作成担当者鹿児島県立埋蔵文化財センター

文 化 財 主 事 寺 原 徹
作成事務担当者鹿児島県立埋蔵文化財センター

総 務 係 長 平 野 浩 二

平成７年度（本調査３次）
事業主体鹿児島県土木部道路建設課
調 査 主 体 鹿 児 島 県 教 育 委 員 会
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主
主
主

報告書作成検討委員会

査脇田清幸
事福山恵一郎
事竹之内有里

平成16年12月27日
所 長 ほ か ９ 名
平成16年12月21日
調査課長ほか４名
中村耕治・西園勝彦

また,A地点に含まれる１次調査の際にはグリッドの呼
称を，東から西に向かって１，２，…，１２区としていた
が，これを逆向きに西から東に向かって，２５区とするこ
とにした。したがって，旧12区→新１区，旧11区→新２
区，…，旧１区→新12区と呼称が変更された。この日誌
抄では旧称を用いているため，１次調査のグリッド呼称
は読み替えてもらいたい。

報告書作成指導委員会

企画担当者
〈平成６年度１次・平成６年10月３日～12月16日〉
10月１週（10月３日～７日）
調査内容・方法等を作業員へ説明｡B-1～７区,C
-５．６区，表土剥ぎ。グリッド設定（道路センター杭

のNo.43とNo.41を結ぶ線を基準としている。このとき
設定されたグリッドは，３次・４次調査の調査区域を考
慮して設定されていないため，３次調査の際にグリッド
名の変更が行われている)。B-2～４区，遺構面精査。
Ｂ-２区，竪穴住居跡２基検出。Ｂ-３区，溝状遺構３
条検出。
10月２週（10月１２日～１４日）
A-7･8区,B･C -6～８区，表土剥ぎ。Ｂ-４～
６区，Ⅱ層掘下げ。Ａ～Ｃ-４～８区，精査，ピット検
出。
10月３週（10月１７日～21日）
Ａ-１～８区,B -1～８区,C -1～８区，精査｡B
-２．３区，溝状遺構の調査（掘下げ)。Ａ～Ｃ-４～７

区，ピットの調査（半裁，掘下げ)。Ｂ・Ｃ-４．５区，
住居跡と思われる遺構の調査（ミニトレンチを設定)｡A
区北側を拡張する。
５区と６区の境界の土層断面図作成，ベルトをはずす。
中原一成（埋蔵文化財センター）来跡。
10月４週（10月25日～28日）
Ａ～C-8･9区，遺構検出状況写真撮影。Ａ～Ｃ-６

～９区,B・Ｃ-４．５区，ピットの調査（半分掘下げ，
実測，完掘)。Ｂ-２．３区，溝状遺構１～３の調査（掘
下げ，断面実測，写真撮影)。Ａ・B-7･8区，焼土遺
構の調査(掘下げ,写真撮影)。７区と８区の境界の士層
断面図作成，ベルトをはずす。
宮下貴浩氏（金峰町教育委員会）来跡。
10月５週．１１月１週（10月31日～11月４日）
４区～９区，精査（再度ピットを検出するため)。Ｂ-

２区，竪穴住居跡の調査（掘下げ)｡A･B-9区，表土
剥ぎ。Ａ-８区,B -5･6･8区，ピットの調査（掘
下げ，実測)｡B-2区，竪穴住居跡１号･2号の調査
(掘下げ，写真撮影)。Ｂ-２．３区，溝状遺構の調査（実
測)。調査区全体の遺構掘下げ状況，写真撮影。Ａ-７区，
Ｂ-８区,A･B-5区，下層確認トレンチ設定，掘下
げ｡B-8区のトレンチから押型文土器が数点出土。
川畑氏（伊集院士木事務所）来跡。

〈発掘調査指導者〉
河口貞徳先生（鹿児島県考古学会会長）３次・４次

〈発掘調査作業員〉
平成６年度（１次）
前田盛重，有元キミエ，平山美恵子，川口留夫，原口マ
サ子，伊野通夫，新川次雄，南シヅ子，東小薗テル子，
上薗光子，前野克昭，南ヨツエ，福留洋子，堂薗タエ子，
前薗和子，上堂薗サツキ，下堂薗みち，有薗洋子，下堂
薗キミ子，諏訪菌チエ子，栄国シナエ，坂元愛子，上大
田五月子，鶴東イッエ，宮本サツ子，上堂薗フサ，掛越
タネ，辺木薗昭男，馬場アキエ，東上床ミエ，北薗エイ
子
平成６年度（２次）
有元キミエ，平山美恵子，川口留夫，原口マサ子，伊野
通夫，新川次雄，南シヅ．，東小薗テル子，上薗光子，
前野克昭，南ヨツエ，福留洋子，前薗和子，上堂薗サツ
キ，下堂薗ミチ，有薗洋子，下堂薗キミ子，諏訪菌チエ
子，栄国シナエ，坂元愛子，上大田五月子，鶴東イツエ，
宮本サツ子，上堂薗フサ，掛越タネ，辺木薗昭男，馬場
アキエ，東上床ミエ，倉内麻子

｜
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平成８年度（４次）
大福一子，井手ケ原政美，原口シズ子，柚木近男，宮園
スミ子，藤原和代，新徳チエ，畠中茂孝，鮫島ミヨ子，
内門みどり，西野茂，藤田昭，東小薗テル子，東上床ミ
エ，中江イツ子，宇治野ミカ，大堀サダ子，橋口亘，宮
園武男，松崎國忠，鮎川小夜子，神野アキ子，田原好子，
末吉ユキエ，池田まり子
く整理作業員〉
中村ひろみ，辻田由美

第３節調査の経過
調査の経過については，日誌抄をもってこれにあてる。
なお，１次調査と２次調査の調査地点は，遺跡の両端
にあたり，調査起因の道路が中央部で屈曲している。こ
のため，グリッドをそれぞれ独自に設定していた。これ
を３次調査の際，調査区のほぼ中央を南北に走る農道を
境に，西側をＡ地点，東側をＢ地点とすることとした。

｜
’
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〈平成６年度２次・平成７年２月20日～３月15日〉
２月１週（２月20日～24日）
調査用器材・ベルトコンベアー等搬入。注意・案内板

設置。表土剥ぎ（重機による)。Ⅱ．Ⅲ層，掘下げ。B･
Ｃ-８～11区，遺構（ピット）検出｡C-9区，下層確認
トレンチ設定，掘下げ。
鶴田靜彦（埋蔵文化財センター）来跡。
２月２週．３月１週（２月28日～３月３日）
Ｃ-８～11･B-11区，下層確認トレンチ，掘下げ。Ⅲ
層上面，掘下げ。Ⅱ層出土遺物，平板実測。
宮下貴浩氏ほか（金峰町教育委員会）来跡。
３月２週（３月６日～１０日）
Ｂ-10～12区，Ⅲ層上面まで掘下げ。B-12区,溝状遺
構検出。B-11．Ｃ-８～11区，下層確認トレンチ，掘下
げ（Ⅶ層以下)。C-11区，落とし穴検出（Ⅶ層上面３
次調査の際に再検討されて遺構ではないと判断された｡)。
B-11･12区，ピット検出。Ｃ-９～11区，士層断面，写
真撮影及び実測。
宮下貴浩氏ほか（金峰町教育委員会)，川原信義･成尾雅
明（埋蔵文化財センター）来跡。
３月３週（３月１３日～１５日）
Ⅱ．Ⅲ層，掘下げ。遺構（ピット・溝）写真撮影。遺

構配置図作成。調査終了。

11月５日（士）現地説明会を実施
内村所長以下，戸崎，新東，井ノ上，湯之前，森田，

大久保，中原，西園で対応。参加者133名。
11月２週（11月８日～1旧）
Ａ・B-4．５区，竪穴住居跡３号の調査（掘下げ，
高坏や財が出土，写真撮影)。Ｂ-２区，竪穴住居跡２号
の調査（遺物出土状況実測，掘下げ)A･B-6･7区，
焼土遺構１．２号の調査（断面実測，写真撮影)｡A～Ｃ
-６区,B-6．７．９区，ピットの調査（実測)。Ｂ一

５区，掘立柱建物跡（２間３問）の調査（写真撮影)。Ａ
～Ｃ-８区,B-4･5･8区，下層確認トレンチ掘下げ。
Ａ・Ｂ-９区，拡張。４～８区，コンタ図作成。
万世中学校３年生20名来跡。
11月３週（11月１４日～１８日）
Ｂ-２区，竪穴住居跡２号の調査（遺物出土状況実測，
壁面掘下げ，写真撮影，実測)。Ｂ-４区，竪穴住居跡３
号の調査（遺物出土状況実測，壁面掘下げ，写真撮影，
実測)。Ａ・Ｂ-６区，中世の竪穴建物跡の調査（写真撮
影,実測)。Ｂ-６区,焼土遺構１号の調査(柱穴掘下げ，
断面図作成)。Ｂ-６区，掘り込み３号の調査（掘下げ)。
B･C-5･6区，ピットの調査（実測)。２～９区，Ⅲ
層上面コンタ図作成。８区，東壁土層断面図作成。
11月４週（11月2旧～25日）
Ａ・Ｂ-９～12区，表士剥ぎ。竪穴住居跡２．３号の
調査（掘下げ，遺物出土状況実測，写真撮影，実測)。竪
穴住居跡５．６号の調査（掘下げ，遺物出土状況実測)。
B-6区，掘り込み３号の調査（遺物出土状況実測，掘
下げ，写真撮影)。溝状遺構４の調査（掘下げ，写真撮
影)。８～12区，遺構検出状況写真撮影。Ａ-９．１１．１２
区，下層確認トレンチ掘下げ。
11月５週・１２月１週（11月29日～12月２日）
竪穴住居跡２．３．５～８号の調査。B-10,A-8･
１１区，確認トレンチ掘下げ。Ａ・B-5･6区，Ⅱb層掘
下げ。B-6区，土曠（近世）の調査（写真撮影，実測)。
溝状（道路状）遺構４号の調査。夜光貝入りの土坑の調
査。
甲元眞之氏（熊本大学)，本田道輝氏（鹿児島大学)，前
村真次氏（枕崎市教育委員会)，堂込秀人（埋蔵文化財セ
ンター）来跡。
12月２週（12月５日～９日）
竪穴住居跡１～３．５～８号の調査。溝状遺構４号の

調査。Ｂ-９区，下層確認。Ａ･Ｂ-９区，Ⅲ～Ｖ層掘下
げ。B-4．５区，ピット（中世）の調査。吉村氏（橿
原考古学研究所)，池畑耕一(埋蔵文化財センター)来跡。
12月３週（12月１３日～１６日）
竪穴住居跡の実測。B-9．10区，掘下げ。調査終了。

撤収作業。
永山修一氏（ラ・サール学園教諭）来跡。

〈平成７年度３次・平成７年８月21日～10月27日〉
８月１週（８月21日～25日）
グリッド杭設定。表土剥ぎ。精査，竪穴住居跡及び溝，

検出。竪穴住居跡９～11号の調査。
倉元良文・中村耕治･桑波田武志（埋蔵文化財センター）
調査支援。川原信義（埋蔵文化財センター）来跡。
８月２週．９月１週（８月29日～９月１日）
【Ａ地点】C･D-1．２区，Ⅱ層掘下げ。C･D-2区，
溝状遺構検出。竪穴住居跡10号の調査。
【B地点】B-11．12区，Ⅵ層掘下げ，遺構・遺物は検出
されず。B･C-4～11区，Ⅱ層掘下げ。ピット群検出。
上東氏・福永氏（加世田市教育委員会)，新東晃一（埋蔵
文化財センター）来跡。
９月２週（９月４日～８日）
【Ａ地点】竪穴住居跡９．１０．１１号の調査。B-13区士
層断面図作成。表土剥ぎ。
【B地点】Ⅲ層上面精査。掘立柱建物跡検出。
９月３週（９月１１日～１４日）
【Ａ地点】Ｂ-２０区，掘下げ。竪穴住居跡11号の調査。
【Ｂ地点】Ｂ・C-5･6区，精査。B･C-１～４区，
コンター図作成。C-11区,2～４トレンチ掘下げ。
河口貞徳先生（鹿児島県考古学会会長)，現地指導。
内村正弘・川原信義・宮田栄二・成尾雅明（埋蔵文化財
センター）来跡。
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９月４週（９月１８日～21日）
【Ａ地点】竪穴住居跡９．１１号の調査。
【B地点】Ｂ・Ｃ-４～６区,C･D-2区，ピット群の
調査｡C・Ｄ-２区，溝状遺構の調査。Ｂ・C-7･8区，
Ｂ-９区，表土剥ぎ，掘下げ，古道検出。
９月５週（９月25日～29日）
【Ａ地点】竪穴住居跡９～12号の調査。
【B地点】Ｂ･Ｃ-７～９区，掘下げ。表土剥ぎ。古道検
出。Ｂ-８区，Ⅱc層から曽畑式土器出土。土層断面図作
成。溝状遺構７の調査。コンター図作成。ピット群実測。
10月１週(10月２日～６日）
【Ａ地点】竪穴住居跡９．１１．１２号の調査。全体写真撮
影。確認トレンチ設定，掘下げ。
【B地点】Ｂ-７～９区･C-8．９区，掘下げ◎土層断
面図作成。Ｂ地点終了。
10月２週（９日～１３日）
【Ａ地点】竪穴住居跡13号の調査。A-24区，掘下げ。
溝状遺構８の調査。土層断面図作成。試掘トレンチ設定，
掘下げ。
10月３週（１６日～１９日）
【Ａ地点】現道下の調査開始。B-20区．C-20･21区，
掘下げ・精査。竪穴住居跡14号の調査。溝状遺構９号の
調査。
10月４週（23日～27日）
【Ａ地点】B-20区．C-20･21区の調査。竪穴住居跡14
号の調査。溝状遺構９号の調査。ピット群の調査。下層
確認トレンチ設定，掘下げ。土層断面図作成。撤去作業。
調査終了。

号の調査。先行トレンチ掘下げ。土層断面図作成。
宮下貴浩氏（金峰町教育委員会)，戸崎勝洋・立神次郎・
倉元良文・肱岡・前屋敷祐徳（埋蔵文化財センター）来
跡。
９月１週（９月２日～６日）
【Ａ地区】拡張部分の調査。遺構検出。
【B地区】表土剥ぎ。Ⅱ層掘下げ。竪穴住居跡17･18号
の調査。土擴１～７号の調査。
福永氏･上東氏（加世田市教育委員会)，倉元良文･湯之
前尚（埋蔵文化財センター）来跡。
９月２週（９月９日～１３日）
【B地区】竪穴住居跡17.18号の調査。土壌１～７号の
調査。ピット群の調査。先行トレンチ掘下げ。
河口貞徳先生（鹿児島県考古学会会長)，平美典氏（金峰
町教育委員会)，相美伊久雄氏（鹿児島大学学生)，鹿児
島大学埋蔵文化財調査室の方々（４名)，青崎和憲・倉元
良文・冨田・中村和美（埋蔵文化財センター）来跡。
９月３週（９月１７日～20日）
【B地区】竪穴住居跡１７．１８号の調査。調査終了。
【C地区】表土剥ぎ。Ⅱ層掘下げ。Ⅲ層上面精査。竪穴
住居跡19号の調査。土曠８号の調査。溝状遺構の調査。
吉元正幸・尾崎進・立神次郎・青崎和憲・八木澤一郎
(埋蔵文化財センター）来跡。
９月４週（９月24日～27日）
【C地区】竪穴住居跡19号の調査。ピット群，土壌９．
１０号の調査。先行トレンチ掘下げ。
上村俊雄氏・本田道輝氏（鹿児島大学)，上東氏（加世田
市教育委員会）来跡。
10月１週（10月１日～４日）
【D地点】表土剥ぎ。掘下げ。先行トレンチ掘下げ。土
層断面図作成。調査終了。
【E地点】表土剥ぎ。先行トレンチ掘下げ。土層断面図
作成。調査終了。
河口貞徳先生（鹿児島県考古学会会長）現地指導。
前屋敷祐徳（埋蔵文化財センター）来跡。
10月２週（10月７日～８日）
発掘器材搬出。伊集院土木事務所へ遺跡を引き渡す。
調査終了。
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〈平成８年度４次・平成８年８月５日～10月８日〉
８月１週（８月５日～９日）
調査器材搬入。住宅の浄化槽の掘下げ，遺構検出。表
土剥ぎ。グリッド設定。車庫の掘下げ，ピット検出，完
掘。Ａ地区（４次調査は未買収地等の関係で調査区を分
割して調査を行った）の調査。
文化財少年団（阿多小学校６年生）２０名来跡。
８月２週（８月１６日）
台風12号接近のため調査不能日があった。台風の後片

付け。
【Ａ地区】Ⅱ層掘下げ。
常田氏（吹上町教育委員会）来跡。
８月３週（８月１９日～23日）
【Ａ地区】Ⅱ層掘下げ。先行トレンチ掘下げ。グリッド
設定。竪穴住居跡１５．１６号の調査。溝状遺構１～３号の
調査。
倉元良文・中村耕治（埋蔵文化財センター）来跡。
８月４週（８月26日～29日）
【Ａ地区】溝状遺構１～３号の調査。竪穴住居跡1５．１６

Ｊ
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ている。平成11年から14年にかけて，隣接する上焼田
Ａ・Ｂ遺跡の調査を金峰町教育委員会が行い，縄文時代
早期から中世にかけての遺構・遺物を検出している。特
に縄文時代後期・晩期を主体として，吉田式・石坂式・
篝Ｂ式・深浦式系・春日式・並木式・阿高式・出水式・
指宿式・市来式・南島系・納曽式・入佐式・黒川式・夜
臼式・高橋式・入来式・黒髪式・松木薗式などが出土し
ている。また，白糸原遺跡でも検出されている中世の方
形竪穴遺構を検出している。
２９の阿多貝塚は，昭和初期に寺師見國氏などにより調

査が行われた貝塚である。昭和52年に国の史跡に指定さ
れるのに伴って金峰町教育委員会が調査を行った。縄文
時代前期を主とする貝塚で，阿多Ｖ式土器や塞ノ神式・
驫式・曽畑式などが出土している。
５０の小中原遺跡では，古代の掘立柱建物跡が12棟検出
されており，「阿多」とへラ書ききれた土師器や青銅製
の帯金具，焼塩壺，多量の黒色土器などが出土し，郡衙
である可能性が高いことが指摘されている。
５９持躰松遺跡・６０渡畑遺跡・６１芝原遺跡は，万之瀬川
の河川改修に伴って調査が行われた。現在整理中である
ので詳細は報告書の刊行を待ちたいが，簡単に触れると，
持躰松遺跡では中国陶器が大量に出土している。渡畑遺
跡では中世の建物群が検出されている。芝原遺跡では，
古代の多口瓶が出土している。

第Ⅱ章遺跡の位置と環境

第１節遺跡の位置及び地理的環境
本遺跡の所在する金峰町は，九州島南端，薩摩半島の
中央部にある日置郡南端の町である。
西には日本三大砂丘のひとつともいわれる吹上浜を擁
し，東シナ海に面している。
薩摩半島は，南北に縦断する形で大小の山が連なって
いる。金峰町においても金峰山(636.3m)をはじめ，
中岳(287.5m)などがあり，町の東部は，標高200mを
越える山系が連なる。北に隣接する吹上町十郎田を源と
する万之瀬川水系の長谷川が，北東から東部の山系を貫
いて南流し，町南部で万之瀬川と合流する。万之瀬川は，
南に隣接する加世田市との境をなしつつ西流し，吹上浜
南端で東シナ海に注ぐ。
吹上浜と山系にはさまれた中央部は平野で，万之瀬川
の支流である堀川流域が水田地帯となっている。北部は，
台地を形成し畑作が行われている。
本遺跡は，金峰町宮崎字白糸原に所在する。本遺跡が

所在する宮崎台地は，中岳（須恵器の窯跡・荒平古窯跡
がある）から田布施平野に約2km突き出した幅約1km,
標高20m前後の舌状台地である。本遺跡は宮崎台地の先
端よりに位置し，東シナ海からの距離は約3km,大きく
蛇行している万之瀬川の西岸にあたる。

引用文献
青崎和憲・戸崎勝洋「阿多貝塚」金峰町埋蔵文化財発掘調査

報告書（１）金峰町教育委員会1978年
牛ノ濃修「小中原遺跡」鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書

（57）鹿児島県教育委員会1991年
河口貞徳「鹿児島県高橋貝塚」考古学集刊３-２１９６５年
中村明蔵「隼人・南島関係文献資料」「東アジアの古代文化・

特集西南日本の古代文化』大和書房1977年
中村明蔵「隼人の考古学」長期研修講座資料

鹿児島県立埋蔵文化財センター2003年
宮下貴浩「平畑遺跡」金峰町埋蔵文化財発掘調査報告書（８）

金峰町教育委員会1996年
宮下貴浩・藤崎周太郎・相美伊久雄・北村勇人「上焼田Ａ遺

跡・上焼田Ｂ遺跡」金峰町埋蔵文化財発掘調査報
告書（15）金峰町教育委員会2003年

宮下貴浩「筆付遺跡」金峰町埋蔵文化財発掘調査報告書(17）
金峰町教育委員会2004年

第２節遺跡周辺の史的環境
本遺跡の所在する宮崎台地には「阿多」の地名が残る。
「阿多」の歴史は古く，日本耆紀の天武天皇11年（682
年）の条に「秋七月壬辰朔甲午，隼人多来，貢方物。是
日，大隅隼人与阿多隼人，相撲於朝庭。大隅隼人勝
之｡」とある。この頃の阿多は，薩摩半島全体を表して
いたらしい。930年ごろに書かれたとされる「和名類聚
抄」によると薩摩国には阿多郡を含めて13郡35郷が設置
されている。阿多郡には膳屋・葛例・田水・阿多の４郷
があり，薦屋は今の加世田，葛例は勝目，田水は田布施
が比定されている。
本遺跡周辺には，多くの遺跡が所在している。宮崎台

地上の遺跡や本遺跡と関連する遺跡を中心に紹介する。
２４の高橋貝塚は，昭和37年に河口貞徳氏によって調査

が行われた。弥生時代前期を主体とする貝塚である。夜
臼式土器と高橋Ｉ式土器が共伴している。南海産の貝を
素材にした貝輪や南海産の貝も出土しており，白糸原遺
跡出土の夜光貝の源流ともいえる交易が行われていたこ
とを示している。
２７の上焼田遺跡は，昭和50年に調査が行われ，縄文時

代の人骨２体を検出し，縄文前期の驫式土器を主体とし
て塞ノ神式・春日式・黒川式・夜臼式土器などが出土し

-５-
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第２図周辺遺跡位置図（１：25,伽）
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番号 遺跡名 遺跡番号 所在地 地形 時代 備考
１ 白糸原 3５-１１１ 金峰町宮崎 台地 縄文～中世 平成７．８年発掘調査

２ 浜潟 3５-７２ 金峰町高橋
浜潟 砂丘 古墳・古代 平成６年サン・オーシャン

リゾート分布調査
３ 萩ノ上 3５-１２３ 金峰町池辺 台地 古墳 平成11年農政分布調査
４ 地頭堀 3５-１２６ 金峰町池辺 台地 古墳・古代 平成11年農政分布調査
５ 玄同掘 3５-１０４ 金峰町池辺 古墳・中世 平成10年農政分布調査
６ 主水掘 3５-１２２ 金峰町池辺 台地 弥生・古墳 平成11年農政分布調査
７ 稲葉下 3５-１０３ 金峰町池辺 古墳 平成10年農政分布調査
８ 島田 3５-１０２ 金峰町池辺 古墳 平成10年農政分布調査
９ 牟礼ヶ城跡 3５-２４ 金峰町池辺

向江 丘陵 中世（鎌倉） 二階堂氏の居城跡
平成４年発掘調査

1０ 古城田 3５-１１７ 金峰町池辺 低地 縄文 平成11年農政分布調査
1１ 宮の前 3５-１１６ 金峰町池辺 低地 縄文・古代 平成11年農政分布調査
1２ 上ノ山後 3５-７１ 金峰町高橋

上ノ山後 砂丘 弥生～中世 平成６年サン・オーシャン
リゾート分布調査

1３ 上ノ山 3５-８ 金峰町上ノ山 砂丘 弥生（後）

1４ 牟田城跡 3５-３８ 金峰町高橋
字真門砂入 低地 中世 中世城館跡・二階堂氏

1５ 篠田 3５-１０１ 金峰町尾下 台地 古代 平成10年農政分布調査
1６ 尾下 3５-１２ 金峰町尾下 丘陵 弥生（後）
1７ 松木菌 3５-１３ 金峰町尾下松木薗 台地 弥生（後） 昭和53年発掘調査
1８ 山野原 3５-７ 金峰町尾下字山野原 台地 縄文～近世

1９ 鳥追菌 3５-３６ 金峰町尾下
鳥追菌 台地 縄文・弥生（後）

古代 平成11年発掘調査
20 田布施 3５-５３ 金峰町野首他５ 台地 縄文・古墳・中世 平成２年分布調査
2１ 亀ヶ城跡 3５-２５ 金峰町尾下

麓 台地 中世（室町） 相州島津家友久・運久・忠良
3代の居城跡

2２ 筆付 3５-１４ 金峰町尾下
筆付 低地 縄文（後）

弥生（後）・古代 平成12年発掘調査
2３ 下小路 3５-１１ 金峰町高橋下小路 台地 弥生（中）

2４ 高橋貝塚 3５-９ 金峰町高橋 台地
丘陵 弥生 ｢九州考古学」１８

昭和37年８月１～12日発掘調査
2５ 草原町 3５-１２１ 金峰町宮崎 段丘 古墳 平成11年農政分布調査
2６ 天神原 3５-５ 金峰町宮崎天神原 台地 縄文～古墳

2７ 上焼田 3５-６ 金峰町宮崎
上焼田 台地 縄文～中世 昭和50年５月

平成12年発掘調査
2８ 堀川貝塚 3５-４５ 金峰町宮崎 台地 縄文（中～晩） ｢鹿児島考古」１0号
2９ 阿多貝塚 3５-１ 金峰町宮崎

上焼田 台地 縄文（前）
弥生・古墳

｢人類学史講座」第１巻
昭和53年発掘調査

3０ 下堀 3５-４ 金峰町宮崎下堀 台地 縄文～古墳 工事中弥生完形土器発見
3１ 立石原 3５-７６ 金峰町宮崎 古墳 平成７年農政分布調査
3２ 中津野下原 3５-２２ 金峰町中津野

下原 台地 縄文（前・晩） 昭和53年発掘調査

3３ 平畑 3５-４３ 金峰町中津野 台地 縄文（後）・弥生
古墳・中世 平成10年発掘調査

3４ 江田城跡 3５-４４ 金峰町中津野 台地 中世 平山城跡報
3５ 上山野 3５-３７ 金峰町中津野上山野 台地 縄文・古代 平成11年発掘調査
3６ 加治屋坂 3５-２０ 金峰町加治屋坂 台地 弥生 道路建設の際出土．やや消滅
3７ 中津野 3５-１５ 金峰町中津野1119 台地 弥生（後） 昭和25年発掘調査
3８ 中津野城跡 3５-３０ 金峰町新山 台地 中世（室町） 別称「江田城」
3９ 貝曲り 3５-１１４ 金峰町浦ノ名 段丘 古墳・古代 平成11年農政分布調査
40 川ノ畑 ４-８５ 加世田市益山川ノ畑 低地 弥生・古墳
4１ 上山野 ４-８４ 加世田市益山上山野 低地 弥生・古墳 平成７年８月分布調査
4２ 万之瀬川 ４-１５ 加世田市万之瀬川川床 河川 弥生
4３ 万之瀬川床 3５-４２ 金峰町益山万之瀬川 川床 弥生・古墳 ｢鹿児島考古」１２号
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4４ 上川原 3５-６６ 金峰町宮崎上川原 低地 弥生・古墳 平成８年発掘調査
4５ 古城跡 3５-２９ 金峰町宮崎西 台地 中世（室町） 別称「古ノ城」
4６ 上花立 3５-６４ 金峰町
4７ 塘 3５-１０ 金峰町塘 台地 弥生（中）
4８ 新山北の堀 3５-１６ 金峰町新山2113 台地 弥生（後）・古代
4９ 野村原 3５-７４ 金峰町中津野 古墳 平成７年農政分布調査

5０ 小中原 3５-４１
金峰町新山
小中原 台地 旧石器～古代

中世 平成元・２年発掘調査

5１ 立野原 3５-１１２ 金峰町新山 古墳 平成11年農政分布調査
5２ 三反田 3５-１１３ 金峰町新山 弥生・古墳 平成11年農政分布調査
5３ 竹屋 ４-１７ 加世田市宮原萬一畑 台地 弥生 竹屋の字名はない
5４ 陣跡 ４-４８ 加世田市益山陣 低地 中世

5５ 内ノ田 ４-９０ 加世田市益山内ノ田 台地 旧石器・古墳
中世・近世 平成11年７月分布調査

5６ 中小路 ４-１６ 加世田市益山 低地 弥生・古墳 平成元年５～６．１０～11月
中小路・屋郷 中世・近世 発掘調査・市埋文報（19）

5７ 上宮寺跡 3５-３４ 金峰町松田南 台地 中世（鎌倉） 坊津一乗院の末寺

5８ 松田南 3５-５０ 金峰町花瀬 台地 縄文（早）
古墳・中世

上加世田遺跡
平成５年７月範囲拡大

5９ 持躰松 3５-１３０ 金峰町松田南 低地 縄文～中世 平成６年発掘調査・万之瀬川改修

6０ 渡畑 3５-８０ 金峰町松田南 低地 縄文・古墳
古代・中世 万之瀬川改修

6１ 芝原 3５-８１ 金峰町松田南 低地 縄文・古墳
古代・中世 万之瀬川改修

6２ 市薗 3５-７５ 金峰町宮崎 台地 縄文・中世
6３ 阿多城跡 3５-２６ 金峰町阿多 低地 中世（室町） 阿多平四郎忠景
6４ 鶴之城跡 3５-３３ 金峰町花瀬鶴之城 台地 中世（室町） 阿多城の出城か
6５ 大年寺跡 3５-３５ 金峰町花瀬 丘陵 中世（室町） 池辺常珠寺の末寺
6６ 新山南 3５-１７ 金峰町新山南 台地 弥生（後）

6７ 西荒田 ４-５１ 加世田市益山西荒田 台地 縄文～古代 平成元年５月分布調査・平成２年
5～６月発掘調査・市埋文報（７）

6８ 田武平 ４-５２ 加世田市益山田武 台地 縄文・古墳 平成元年５月分布調査

6９ 下東堀 ４-４５ 加世田市宮原
下東堀 台地 旧石器

縄文(草．早)･古墳 平成12年９月発掘調査

70 大迫田 3５-１００ 金峰町花瀬 低地 中世 平成10年農政分布調査
7１ 今城跡 3５-３２ 金峰町花瀬今城 台地 弥生・中世 花瀬付近か
7２ 花瀬今城原 3５-４７ 金峰町花瀬今城原 台地 縄文・弥生・古墳 上加世田遺跡
7３ 荒平古窯跡 3５-２３ 金峰町花瀬荒平 山腹 平安（前） ｢古文化談叢」１４．１５号

7４ 尾守城跡 ４-９７ 加世田市村原
栫ノ原 台地 中世 別称「大森城」

昭和５１．６１年発掘調査・消滅
7５ 森山 3５-９９ 金峰町花瀬 低地 縄文～中世 平成12年発掘調査
7６ 上水流 3５-９８ 金峰町花瀬 低地 縄文～近世 平成７年発掘調査
7７ 花瀬 3５-４８ 金峰町花瀬 台地 古墳・近世 上加世田遺跡

7８ 上水流Ｂ 3５-９７ 金峰町花瀬 河岸段丘 旧石器・縄文（早）
古代・近世 平成10年農政分布調査

7９ 弥ナ山 3５-９６ 金峰町花瀬 河岸段丘 縄文 平成10年農政分布調査
8０ 内田城跡 ４-４３ 加世田市 丘陵 中世
8１ 杉本寺 ４-１８ 加世田市川畑杉本寺 低地 弥生 消滅
8２ 永田 ４-４９ 加世田市川畑永田 低地 古墳

8３ 加治屋 ４-１２ 加世田市川畑岩山 丘陵 縄文・弥生
古墳・古代

8４ 郷ノ原 3５-４９ 金峰町花瀬 台地 古墳 上加世田遺跡・平成５年
７月範囲拡大



第２節遺跡の層序
遺跡の基本層序については，調査区の長さが400m近
いため場所によりやや変動があるが，１次調査の際に作
成された基本土層の中のⅢ層（鬼界・アカホヤ火山灰，
約6,300年前）とⅥ層（桜島・薩摩火山灰，約11,500年
前）を鍵層として各調査で土居を対応させて，同一の数
字を用いている。４次調査ではⅣ層以下に独自の数字を
当てているが，当該層中に遺構・遺物が検出されていな
いため支障は生じない。
以下に基本土層について説明する。

第Ⅲ章発掘調査の概要

第１節発掘調査の方法
県道の工事用基準杭を元に10m×10mのグリッドを調

査区内に設定したが，調査区内で道路計画路線が大きく
カーブをなすことから，平成７年度に実施された３次調
査の際に，調査区の中程を南北に走る農道を境として，
西側をＡ地点，東側をＢ地点とした。
Ａ地点の調査は，１次調査（平成６年度）・３次調査
（平成７年度）・４次調査（平成８年度）の際に実施し，
Ｂ地点の調査は，２次調査（平成６年度）・３次調査
（平成７年度）の際に実施した。
各調査に共通して現耕作士を重機によって除去してみ
ると，遺物包含層であるⅡ層は調査区のほぼ全面に渡っ
て削平され，ごく一部に残存しているのみであった。そ
こで発掘作業員によってⅢ層上面での精査を行うとすく’
に遺構が検出された。このために遺構数に比して遺物量
は少なく，パンケース110箱（約50,000点）であった。
Ａ地点の調査では，縄文時代早期・前期・古墳時代・

古代・中世・近世の遺構，遺物が検出され，多時期に渡
る複合遺跡であることが判明した。
特に古墳時代と中世が主体的な時期である。
古墳時代では，竪穴住居跡が１次調査８基，３次調査
６基，４次調査５基の計19基検出され，パンケース約
100箱分（約45,000点）の遺物が出土している。注目さ
れる遺物として鉄製鍬・鋤先や須恵器が竪穴住居跡内か
ら出士した。丹塗りの高坏や鉢が多く出土しているのも
特徴である。その中には線刻が施されたものもみられた。
高坏の製作技法の一端を示す坏部と脚部の接合資料も得
られた。成川式の中の終末期である笹貫式を主体とする
集落跡である。
中世では，１次調査で土曠墓が13基検出された。その
うちの１基から製品を切り取ったあとの残津と思われる
夜光貝が出土した。その他に形状からは積極的に士墳墓
と認定することができない土坑３基から夜光貝が出土し
た。４次調査の際にも土墳墓を11基検出した。掘立柱建
物跡１棟，竪穴建物跡１基なども検出している。注目さ
れる遺物として，双魚文が貼付された青磁の坏が１点出
土している。
近世の遺物になるが，土瓶の巻口の注口が出土してい
る。土瓶の注口の初期形態を示している可能性があり注
目きれる。
Ｂ地点の調査では，縄文時代早期・前期・古墳時代・

中世の遺構・遺物が検出された。
主体となる時期は中世で，掘立柱建物跡２棟や溝状遺

構などが検出されている。注目される遺物として朝鮮白
磁の皿が１点出土している。

引用文献
栞畑光博・東和幸「南九州の火山灰と考古遺物」『南九州の火

山噴火と遺跡の年代」月刊地球通巻214号海洋出版
社1997

森脇広「姶良カルデラ周辺における最終氷期最盛期遺構の
海水準変化に伴う古環境変化と火山噴火」『南九州
の火山噴火と遺跡の年代』月刊地球通巻214号海洋
出版社1997

-９-

層序 色調等 備 考
I 層 表層 旧水田・盛土を含む
Ⅱａ層
Ⅱｂ層
Ⅱｃ層

淡黒褐色
灰黒色
黒缶

Ⅱ層は古墳時代から近世にかけ
ての遺物包含層であるが，一部
しか残存していない。

Ⅲａ層 明黄褐色
アカホヤ火山灰の２次堆積。榿
色のパミスを多く含む。縄文時
代前期の遺物包含層。

Ⅲｂ層 暗黄榿色 アカホヤ火山灰
Ⅳ層 灰褐色 縄文時代早期の遺物包含層
Ｖ層 黒褐色

Ⅵ層 榿色
薩摩火山灰,V層下部にブロッ
ク状に入る。残存しない地点も
ある ○

Ⅶａ層 明黄褐色 粘質土層，粘質がやや弱い。
Ⅶｂ層 茶褐色 強粘質土

Ⅶｃ層 暗茶褐色 粘質土，Ⅶ層には，径２～３cm
の小礫が混入している。

Ⅷ層 明黄色 砂礫層。AT(姶良丹沢）火山
灰の２次堆積。別名シラス。
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第11図縄文時代草創期落とし穴位置図(B地点）

第３節発掘調査の成果
１縄文時代（Ⅶ層．Ⅳ層。Ⅲ層）の調査
縄文時代の遺構･遺物は，基本的にはⅦ層（草創期）．
Ⅳ層（早期）とⅢ層（前期）から検出・出土した。一部
の遺物については，Ⅱ層・Ｉ層中から出土しているが，
一括して縄文時代のものとして掲載する。

（１）遣構
縄文時代草創期の遺構として落とし穴を１基検出した。
２次調査の際に検出し，３次調査では遺構である可能性
に疑問も提示されたが，２次調査に携わった調査員の認
定に従う。
【落とし穴】（第12図）
C･D-11区で検出した。逆茂木の跡と思われるピッ
トが床面に３か所残る。全掘していないため詳細は不明
であるが長径約1.15mを測る。断面は士層断面にかかっ
ているもので，図の長軸とは一致しない。Ⅶａ層の上面
から掘り込まれている。埋土はＶ層に類似するが，径２
cmほどの薩摩火山灰のパミスがＶ層中より多く観察され，
床面にもパミスが入る。類似の遺構が周辺では検出きれ
ていないが，トレンチで調査したためと思われる。落と
し穴の検出には全面を剥ぐ調査が必要である。
縄文時代早期の遺構として，集石を２基検出した。い
ずれもＡ地点Ｂ-４区のⅣ層下部,V層直上で検出した。
【集石１号】（第14図）
70cm×45cmほどの範囲に散布し,25個の角礫で構成さ
れている。被熱した痕跡は見られず，炭化物もみられな
かった。掘り込みは確認されていない。
【集石２号】（第15図）
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７0cm×55cmほどの範囲に散布し,３９個の角礫で構成さ
れている。掘り込みは確認されていない。
（２）遺物（土器）
縄文時代早期と前期の遺物は出土量が少ないため，一

括して掲載することとした。Ｉ類～Ｖ類がⅣ層（早期）
に属し，Ⅵ類土器がⅢ層（前期）に属する。出土位置に
ついては，１次調査の図面しか残されていないため，全
てを網羅することはできなかった。
【Ｉ類土器】（第17図，１）
器形は円筒形を呈する。外面に横位の貝殻条痕を施し，
その後斜位の６～８Hmの条痕が横方向に並んで施される。
内面は丁寧なナデ調整が施されている。胎土に１～２mm
大の白い粒と角閃石を多く含む。
【Ⅲ類土器】（第17図，２）
器形は口縁部が外反する。口唇部にキザミ目を施し，
口縁部に貝殻刺突文が斜位に施される。内面は丁寧なナ
デ調整が施される。
【Ⅲａ類土器】（第17図，３）
器形は円筒形を呈する。外面には２本を１組とした羽

状の条痕文が施される。内面は荒いケズリ状のナデ調整
が施されるが，口唇部は，丁寧なナデ調整が施されてい
る。
【Ⅲｂ類土器】（第17図，４）
器形は不明。外面には羽状の貝殻刺突文が施される。
内面はナデ調整が施されている。
【ⅢＣ類土器】（第17図，５．６）
器形は円筒形を呈する。口縁部にややふくらんだ部分
を有する。口縁部に文様帯を有し，２個を１組とした円
形の回転刺突文が，器面に対して斜めの方角から横位に
３～４段施されているが，上部は配置の規則性がくずれ
ており，形状も半円形ほどで回転を止めている。胴部に
は貝殻刺突文が施される。内面は丁寧なナデ調整が施さ
れる。
【Ⅳ類土器】（第17図，７）
器形は円筒形を呈する。口縁部がやや内湾する。口縁

部に５条の横位の流水文を施し，胴部には縦位の流水文
を施す。口唇部と内面には，非常に丁寧なナデ調整が施
される。
【Va類土器】（第17図,８～16)
器形は口縁部が外反し，平底を呈する。口縁部内面か
ら口唇部，外面の全体に長軸５mm短軸２nn程の楕円押型
文を施すが，一部を磨り消している。内面には，丁寧な
ナデ調整が施される。
８．９．１０．１３．１４は，同一の原体を使用しており，

原体の円周は約12mである。したがって直径約3.8mmの
原体を使用していることが分かる。８と９はどちらも口
縁部であるが，原体の向きが逆になっている。
【Vb類土器】（第17図,１７～19)
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第18図縄文時代出土遺物（石器１）

クサビとしての置き方で作図してある。
【磨石・叩石・凹石】（第19～20図，３１～35）
３１～35は，磨石・叩石・凹石である。いずれか，一つ
の機能しか有していないものもあるが，一括して掲載す
る。３１．３３～35は，砂岩製，３２は花崗岩製である。
３１は，磨石である。
３２は，叩石である。側面を中心に敲打されており，上
面にも敲打痕が残る。
３３は，叩石・凹石である。側面に擦痕と細かい敲打痕
が残り，上面・下面がくぼんでいる。
３４．３５は，磨石・叩石・凹石である。３５は，一部欠損
しており，その部分も含めて赤化している。
引用・参考文献
黒川忠広「南九州貝殻文系士器１～鹿児島県～」

南九州縄文研究会2002
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B-11区で検出した。4.35m×4.34mの方形を呈して
いる。竪穴内に13基のピットを検出した。ピット７は深
さ34cm,ピット10は深さ44cmを測り,2本柱の主柱穴と
なる可能性がある。検出面から26cmを残す。
【竪穴住居跡２号内出土遺物】（第26図，４２～57）
竪穴住居跡２号内からは，パンケース３箱ほどの遺物
が出土している。このうち16点を図化した。
４２～56は成川式土器，５７は須恵器である。
４２～46は，甕である。
４２．４３は，甕の口縁部～胴部である。口縁部は内湾し，
胴部にキザミ目を施した突帯が１条廻る。内外面の全面
に粗いハケ目が残る。外面にススが付着している。
４４～46は，甕の底部である。４４．４５は，脚部の内面天
井部が平坦であり，４６は，下方に膨らんでいる。４４．４５
は，内外面にハケ目が残る。４６は，外面のみにハケ目が
残る。
４７～52は，壺である。
４７は，壺の完形品である。口縁部はやや内湾して立ち
上がる。底部は丸底である。外面にわずかにハケ目が残
るが，器壁の剥落が激しい。胴部中ほどから口縁部にか
けての部分が半分ほどかけている。比較的大きな破片が
接合している。
４８～51は，壺の口縁部である。
48は，口縁部がゆるやかに外反している。内外面に浅い
ハケ目が残る。

２弥生時代の調査
弥生時代のものと思われる遺物が，古墳時代の竪穴住
居跡から出土している。いずれも小片であり，出土量も
少ない。
（１）遣物（第21図，３６～38）
弥生時代の遺物として，３点を図化した。
３６．３７は，甕の口縁部である。内外面ともナデ調整が

施されている。形状から見て36は口唇部がやや下向きに
なり，３７はやや上向きになるようであるが，小片のため
詳細は不明である。２点とも竪穴住居跡８号から出土し
た。
３８は，壺の口縁部である。口唇部をやや引き上げて，
キザミ目を施している。竪穴住居跡19号から出土した。

R｡ 蜜Ⅱ雪一二一辰辰
扉ア 0 1 0 c m

目 １ - Ｆ 件 声 声 F I

第21図弥生時代出土遺物

３古墳時代（Ⅱ層）の調査
本遺跡の主体となる時代である。竪穴住居跡が計19基
検出され，成川式土器や須恵器，鉄製Ｕ字型鍬・鋤先な
どが出土している。ただし，遺物包含層であるⅡ層が，
調査区のほぼ全面に渡って削平を受けていたため，遺物
の出土量はパンケースで約100箱であった。

マ

’（１）遺構・遺構内出土遺物
古墳時代に属すると認定した遺構は，竪穴住居跡が１９
基である。１次調査で８基，３次調査で６基，４次調査
で５基を検出した。全てＡ地点で検出している。Ⅱ層が
削平されているために，検出面からの深さが浅いものが
多い。
【竪穴住居跡１号】（第22図）
B-11区で検出した。調杳区内では，一部のみの検出

であるため詳細は不明であるが，方形を呈すると思われ
る。３基のピットが検出されたが，埋土の観察などから，
後世の撹乱であると認定した。検出面から19cmを残す。
【竪穴住居跡１号内出土遺物】（第23図３９～41）
竪穴住居跡１号からは全部で16点の遺物が出土し，そ
のうちの３点を図化した。全て成川式土器である。
３９は，甕の底部である。脚部の内面天井部が下方に膨
らんでいる。脚部が成形時の接合箇所ではずれている。
40は，壺の口縁部である。ゆるやかに外反している。

内外面とも丁寧なナデ調整が施されている。
４１は，壺の口縁部である。直線的に外反している。内

外面とも丁寧なナデ調整が施されている。
【竪穴住居跡２号】（第25図）

戸仁○の．トー

Ａ′

１７．９０ｍ

0 1 m
陰 一 一 一 斗

第22図竪穴住居跡１号実測図
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第23図竪穴住居跡１号内出土遺物
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第25図竪穴住居跡２号実測図

４９は，口縁部が直線的に立ち上がる。内外面にハケ目
が施されている。外面は幅２cmほど磨り消されており，
内面も頸部以下はナデ調整が施されている。
５0は，口縁部が直線的に立ち上がる。外面にハケ目が

残り，その上から，ナデ調整が施されている。内面調整
はローリングのため，不明である。
５１は，口縁部が直線的に立ち上がる。内外面にハケ目

が残る。工具の幅は,1.9cmである。胎土が白色を呈し
ている。
５２は，壺の胴部である。２条のキザミ目を施した突帯
が廻る。外面にはハケ目が施されている。
５３．５４は，高坏である。
５３は，高坏の坏部である。下部に段を持ち，ゆるやか
に内湾しながら口縁部まで立ち上がる。内外面はミガキ
が施されている。器面が赤いが，丹塗りではない。胎土
に茶粒を多く含む。
５４は，高坏の脚部である。内部の空洞は削り出しで成
形している。外面は丹塗りされたあとミガキが施されて

いる。
５５は，脚付の鉢である。５５は，脚付の鉢である。胴部はわずかに外反しながら

立ち上がり，口唇部を下方に引き出している。脚部は欠
損している。外面下部と内面の一部にハケ目が施されて
いる。
５６は，手づくねの鉢である。外面は全面に丹塗りされ
ている。内面は指頭大の水玉様に丹塗りされている。丹
の色が，くすんでいる。
５７は，須恵器坏である。体部はゆるやかに内湾しなが
ら立ち上がる。
【竪穴住居跡３号】（第27図）
Ａ・B-8･9区で検出した。5.64m×5.23mの方形

を呈している。北側の隅が調査区外にはみだしている。
竪穴内から22基のピットを検出した。このうち，３．
５．１６．２０のみが50cm以上の深さを有している。配置か
ら４本柱の主柱穴である可能性が高い。検出面から50cm
を残す。
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番号 色調 備 考 番号 色調 備 考
１ 淡黄褐色 ８ 淡褐色
２ 淡黄褐色 アカホヤブッロク混 ９ 淡黄褐色
３ 淡黄褐色 アカホヤ極少量混 1０ 淡黄褐色
４ 淡黒褐伝 ブロックやや多い 1１ 淡黒褐色 やや明るい
５ 淡黒褐色 1２ 淡黄褐色
６ 淡褐色 1３ 淡黒褐伍
７ 淡褐色 アカホヤブッロク混軟質 1４ 淡褐色 アカホヤブロックやや多い



６３は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がり口縁部
付近でやや外反する。内外面とも丹塗りされたのちミガ
キが施されている。
６４．６５は，内外面とも丹塗りである。
６６～69は，鉢である。
６６は，鉢である。口縁部にわずかな欠損があるのみで，
ほぼ完形品で出土している。底部からゆるやかに立ち上
がり，口縁部で外反する。内外面とも丹塗りされたのち
ミガキが施されている。
６７は，鉢である。底部からゆるやかに立ち上がり，口
縁部で直立する。外面は丹塗りされたのちにミガキが施
されている。内面は丁寧なナデ調整である。
６８は，鉢の口縁部付近から底部である。ゆるやかに立
ち上がり口縁部付近で内湾する。外面は丹塗りで，ミガ
キが施されている。内面は丁寧なナデ調整が施されてい
る。
６９は，鉢の底部である。内面が膨らんでおり，不規則
なキザミ目が残っている。外面は丹塗りされている。鉢
ではない可能性もある。
７０～74は，財である。７１～74は，破片のためハソウで
ある可能性もある。
７０は，財である。平底で外面は丹塗りののちミガキが
施されている。内面は頸部より上部は丁寧なナデ調整が
施されている。完全な形で出士しているが，胴部の屈曲
部で上下２つに分離している。
７１～73は，増の口縁部である。３点とも内外面丹塗り
である。
７１は，外面はミガキ，内面はハケ目が施きれている。
７２は，外面はミガキ，内面はナデ調整が施されている。
７３は，外面はミガキ，内面上部はハケ目，下部はナデ
調整が施されている。
７４は，財の頸部付近である。外面のみ丹塗りのあとミ
ガキが施され，内面はナデ調整が施されている。
７５は，ハソウである。平底で口縁部はまつすぐに立ち
上がったあと口唇部付近で外反する。胴部の稜より上部
に直径13mの単孔が穿たれている。外面全面と内面頚部
より上位は，丹塗りのあとミガキが施されている。内面
下部には成形時に粘土を絞った痕跡が残っている。口唇
部がわずかに欠損しているだけで，ほぼ完全な形で出土
している。
７６は，須恵器のハソウである。小片であるため詳細は
不明であるが，頸部付近である。９条の櫛描き波状文が
施されている。内面は上部を中心に灰釉が付着している。
【竪穴住居跡４号】（第28図）
Ｂ-７区で検出した｡2.63m×2.36mの略方形を呈し

ている。竪穴内および周辺部に配置が不規則な９基の
ピットを検出している。検出面から深さ20cmを残す。

ml

、

Ｅ
ｑＲ・望Ａ′Ａ

１８．２０-
ｍ

ｍ

’
１

Ⅶ
７

Ｕ
Ｏ

６ふｖＨ
４

Ｕ９
Ｖ

３４Ｕ-ｒＵ

十Ｖ４
０

ｍ

Ｏ

ｍ

ｌ

ｌ

８

８

１

１

第28図竪穴住居跡４号実測図

【竪穴住居跡３号内出土遺物】（第29図，５８～76）
竪穴住居跡３号内からは，パンケース３箱ほどの遺物

が出土している。そのうちの19点を図化した。
５８～75は成川式土器，７６は須恵器である。
５８～60は，甕である。
５８は，甕の口縁部である。口縁部がやや内湾し，胴部
にキザミ目が施された突帯が廻る。内外面にハケ目が施
されている。
５９は，甕の口縁部付近である。口縁部に向かってやや
内湾しながら立ち上がるが，上下が欠損しているため詳
細は不明である。胴部にキザミ目が施された突帯が１条
廻る。内外面にハケ目が施されている。
６０は，甕の底部である。脚部の内面天井部が下方に膨
らんでいる。内外面はナデ調整が施されている。脚部は
欠損している。
６１．６２は，壺である。いずれも頸部付近である。
６１は，頸部より上には内外面とも条痕が残る。屈曲部
内面に指頭圧痕が廻る。
６２は，頚部にキザミ目を施された１条の突帯が廻る。
ローリングを受けている。
６３～65は，高坏である。いずれも坏部である。
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第30図竪穴住居跡５号実測図’
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【竪穴住居跡４号内出土遺物】（第29図，７７～79）
竪穴住居跡４号内からは，全部で11点の遺物が出土し
た。そのうちの３点を図化した。
７７．７８は成川式土器，７９は須恵器である。
７７は，甕の口縁部である。外面にススが付着している。
７８は，壺の頸部である。外面にはハケ目が残り，内面
はナデ調整が施されている。
７９は，須恵器のハソウである。頸部から口縁部にかけ
てラッパ状に開きながら二重口縁を呈して立ち上がる。
頚部と胴部最大径部分に櫛描き波状文が施される。体部
の単孔は，櫛描き波状文の施文後に穿たれている。口縁
内面と体部外面に灰釉が付着している。底部内面は棒状
工具により突いて整形されている。櫛描き波状文の施文
具は12条の櫛歯を有する。頚部以下は破損がみられない
が，頚部より上位は１／10ほどしか残存していない。
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第31図竪穴住居跡５号内出土遺物

が残る。外面にススが付着している。
８１は，口縁部がほぼ直線状に立ち上がる。胴部にキザ
ミ目を施された突帯が１条廻る。内外面にハケ目が残る。
外面にススが付着している。
８２は甕の底部である。脚部は，直線的にのび端部は，
ほぼ平坦に仕上げられている。脚台内面天井部が，下方
に膨らんでいる。外面にハケ目が残る。
８３～86は，高坏である。
８３．８４は，高坏の坏部である。
８３は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がり直線的
に口縁部に至る。内外面とも丹塗りされたのちミガキが
施されている。
８４は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がる。内外

面とも丹塗りされたのちミガキが施されている。内面は
器面の剥落が激しい。
８５．８６は，高坏の脚部である。

【竪穴住居跡５号】（第30図）
Ｂ-３．４区で検出した｡4.57m×4.37mの方形を呈

している。後世の撹乱のために削平を受けている部分が
あり断定できないが，２本柱の竪穴建物跡である。検出
面から深さ25cmを残す。
【竪穴住居跡５号内出土遺物】（第31図，８０～91）
竪穴住居跡５号内からは，パンケース約１箱分の遺物

が出土している。そのうちの12点を図化した。
８０～91は，全て成川式土器である。
８０～82は，甕である。
80．81は甕の口縁部から胴部である。
８０は，口縁部に向かってやや内湾しながら立ち上がる。
キザミ目を施された突帯が口唇部と胴部の２条貼付され
ている。口唇部の突帯は，端が下方を向き，終結してい
る（あるいは始点か）が，破片のため，どこが始点にな
るか確認できない。外面はナデ調整，内面は浅いハケ目

’
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第34図竪穴住居跡６．７号内出土遺物

８５は，空洞の上部に坏部との接合に関係すると思われ
る粘士塊が残っている。外面は丹塗りされたのちミガキ
が施されている。接地面にはハケ目が残る。
８６は，上部にわずかに坏部がのっていた痕跡がみられ
ることから，小型で脚が短いタイプの高坏である。外面
は丹塗りされたのちミガキが施されている。内面の一部
にも丹が付着している。接地面にはハケ目が残る。
８７～90は，鉢である。
８７は，脚付の鉢である。脚部内面は浅く平坦にくぼみ，
高台状を呈している。体部はゆるやかに内湾しながら立
ち上がる。内外面とも丹塗りのあとミガキが施されてい
る。脚部内面は丹塗りのみでミガキは施されていない。
割れているが，口唇の一部が欠けるのみで，ほぼ完形に
復元することができた。
８８は，丸底の鉢である。体部はゆるやかに内湾しなが
ら立ち上がる。内外面とも丹塗りのあとミガキが施され，
内面上部には，ハケ目も残る。口縁部から胴部下方にか
けて,"4Cmほど欠損しているが，ほぼ完形の状態で出
土している。

８９は，平底の鉢である。底部はやや上げ底で，碁笥底
状を呈している。外面にはミガキが施されている。内面
は器壁が剥落しており，調整の詳細は不明である。
９０は，平底の鉢である。体部はゆるやかに立ち上がっ
たあと直線状にのびる。内外面にハケ目を施したあと口
唇部に粗いナデ調整が施されている。粗製の鉢である。
９１は，手づくねの壺である。底部がほぼ欠損している

が平底を呈すると思われる。胴部は中ほどで内湾したの
ち頚部で直に立ち上がる。胴部最大径部分に，粗いキザ
ミ目が施された突帯が１条廻る。内外面にハケ目が残る。
粗製の土器である。
【竪穴住居跡６号】（第32図）
Ａ・Ｂ-３区で検出した。3.88m×3.42mの方形を呈
している。二本柱の竪穴住居跡である。検出面から深さ
11cmを残す。
【竪穴住居跡６号内出土遺物】（第34図，９２～94）
竪穴住居跡６号内からは，全部で７点の遺物が出土し
ている。そのうちから３点を図化した。
９２～94は，全て成川式土器である。

-３４-
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に立ち上がる。胴部に指頭圧痕が施きれた突帯が１条廻
る。内外面にナデ調整が施されている。
９７は，甕の底部である。脚部は直線的にのびる。脚台
内面天井部が，下方に膨らんでいる。外面に条痕が残る。
脚台内面下部に横位のハケ目が残る。
９８は，壷の口縁部である。口縁部は外反し，口唇部は
平坦である。外面に縦位のハケ目，内面には横位のハケ
目が残る。
９９．100は，高坏の脚部である。
９９は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面は
丹塗りされたあとミガキが施されている。接地面にほぼ
円形にハケ目が残る。
100は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面

は丹塗りされたあとミガキが施されている。接地面は丁
寧なナデ調整が施されている。
【竪穴住居跡８号】（第35図）
A･B-7区で検出した。調査区外に広がっているた

め全容は不明であるが，残存部では3.46mを測る。二本
柱の竪穴住居跡の可能性がある。検出面から深さ17cmを
残す。
【竪穴住居跡８号内出土遺物】（第36図，101～113）
竪穴住居跡８号内からは，パンケース約１箱分の遺物
が出土した。そのうちの13点を図化した。
101～113は，全て成川式土器である。
101～103は，甕である。
101は，甕の底部である。脚部は直線的にのびる。脚

台内面天井部が，やや下方に膨らんでいる。外面にハケ
目が残る。脚台内面下部に斜位のハケ目が残る。
102は，甕の口縁部である。小破片のため詳細は不明。
内面に横位のハケ目が残る。
103は，甕の底部である。脚部は粘土の接合面ではず
れている。脚台内面天井部が，下方に膨らんでいる。内
外面にハケ目が残る。外面にススが付着している。
104は，壺の胴部である。胴部最大径付近にキザミ目
を施された突帯が１条廻る。内外面の一部にハケ目が残
る。
105～110は，高坏である。105.106は坏部，107～
110は脚部である。
105は，小破片のために詳細は不明。下部に段を持ち，
ゆるやかに立ち上がる。内外面とも丹塗りされたのちミ
ガキが施されている。
106は，下部の段のところで欠損し，円形を呈してい
る。円盤状土製品（通称：メンコ）に転用された可能性
もある。内外面とも丹塗りされたのちミガキが施されて
いる。器壁の丹が，かなり剥落している。
107は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面
は丹塗りされたあとミガキが施されている。接地面にナ
デ調整が施きれる。内面の一部には丹が付着している。
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第35図竪穴住居跡８号実測図

９２は，壺の口縁部である。小破片のため器形の詳細は
不明である。外面はナデ調整，内面にはハケ目が残って
いる。
９３．９４は，財の底部片である。いずれも小片のため器
形の詳細は不明であるが，平底を呈している｡93は，外
面に丹塗りのあとミガキが施されている。９４は，外面に
粗いナデ調整が施されており，内面が黒色化しているこ
とから，財ではない可能性もある。
【竪穴住居跡７号】（第33図）
Ｂ-７区で検出した。3.95m×3.73mの方形を呈して

いる。三本柱の竪穴住居跡である。検出面から深さ24cm
を残す。
【竪穴住居跡７号内出土遺物】（第34図，９５～1伽）
竪穴住居跡７号内からは，パンケース約１箱分の遺物
が出土した。そのうちの６点を図化した。
９５～100は，全て成川式土器である。
９５～97は，甕である。
９５は，甕の口縁部から胴部である。口縁部がやや内湾
しながら立ち上がる。胴部にキザミ目を施された突帯が
１条廻る。外面はナデ調整，内面にはハケ目が残る。外
面全体と内面の一部にススが付着している。
９６は，甕の口縁部付近である。口縁部は，ほぼ直線的
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第36図竪穴住居跡８号内出土遺物

108は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面
は丹塗りされたあとミガキが施されている。色がくすん
でいる。接地面に丁寧なハケ目が残る。
109は，上部の坏部との接合面にくぼみを有する。外

面は丹塗りされたあとミガキが施されている。内面下半
部に丁寧なナデ調整が施されている。
110は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面
は丹塗りされたあとミガキが施されている。内面下半部
に丁寧なナデ調整が施されている。・
111は，鉢の底部と思われるが，小破片のため詳細は

不明。脚部内面がややくぼんでいる。内外面ともナデ調
整が施されている。胎土に茶粒を多く含み赤色を呈して
いるが，丹塗りは施されていない。
112は，財の胴部～底部である。外面は丹塗りされた
あとでミガキが施されている。内面はナデ調整が施され
ている。
113は，手づくね甕である。底部は円盤状を呈する平

底で，体部がやや内湾しながら立ち上がる。胴部に指頭

圧痕が施された突帯が１条廻る。内外面ともナデ調整が
施されている。
【竪穴住居跡９号】（第37図）
C･D-23･24区で検出した。調査区外に広がってい

るため全容は不明である。建て直しが行われたらしく，
高低差約10cmの段差が床面についている。内側の竪穴は
4.72m×4.61mの方形を呈している。外側の竪穴は残存
部で6.33mを測る。どちらも四本柱の竪穴住居跡である。
検出面から深さ20cmを残す。
【竪穴住居跡９号内出土遺物】（第39～40図，114～1“）
竪穴住居跡９号内からは，パンケース約６箱分の遺物

が出土した。そのうちの31点を図化した。
114～141は成川式土器，142～144は須恵器である。
114～118は，甕である。
114は，甕の口縁部～胴部である。口縁部はやや内湾
して立ち上がる。胴部にキザミ目が施された突帯が１条
廻る。内外面にハケ目が残る。内外面の一部にススが付
着している。
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第38図竪穴住居跡９号遺物出土状況

115は，大型の甕の胴部下半である。外面全体と内面
上部にハケ目が残る。外面にススが付着している。
116は，甕の口縁部である。口縁部は，ほぼ直線的に
のびる。胴部に指頭圧痕が施された突帯が１条廻る。内
外面にハケ目が残る。外面にススが付着している。
117は，甕の胴部である。小破片のため詳細は不明。
キザミ目の施された突帯が廻る。内外面にナデ調整が施
されている。外面にはススが付着している。
118は，甕の底部である。脚部は欠損している。脚台

内面天井部は平坦に調整されている。外面にはわずかに，
内面には厚くススが付着している。
119～121は，壺である。
119は，壺の口縁部～胴部である。体部は頚部で大き
く屈曲したのち，口縁部付近でやや内湾する。頚部にキ
ザミ目の施された突帯が１条廻る。外面にハケ目が残る。
ローリングを受けている。

120は，壺の胴部である。小破片でローリングを受け
ているため詳細は不明である。キザミ目を施された２条
の突帯が廻る。内面にはハケ目が残っている。
121は，壺の底部である。小破片のため詳細は不明で

ある。丸底を呈すると思われる。内外面はナデ調整が施
されている。
122～136は，高坏である。122～128は坏部，129～

136は脚部である。
122は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がる。内

外面とも丹塗りされたのちミガキが施されている。外面
にススが付着している。
123は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がり口縁

部でやや外反する。内外面とも丹塗りされたのちミガキ
が施されている。
124は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がる。内

外面にミガキが施されているが，丹塗りされていない。
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ち上がったあと内湾する。外面には丹塗りのあとミガキ
が施されている。内面にはハケ目が残る。
142は，須恵器甕である。外面は平行な条痕状の叩き
目が残り，内面には同心円状の当て具痕が残る。断面が
赤紫色を呈している。外面に灰釉が付着している。
143は，須恵器坏である。体部は底部からやや外反し
ながらのびて，口縁部近くで直立する。底部外面の調整
が粗い。底部内面には指頭圧痕が４か所残る。
144は，須恵器の大型ハソウである。胴部はゆるやか
に立ち上がり，最大径部でゆるやかに内湾する。内外面
ともナデ調整が施されている。底部内面は棒状の工具で
突いている。外面上部と内面下部に灰釉が付着している。
【竪穴住居跡10号】（第41図）
C-23区で検出した。5.32m×5.31mの方形を呈して

いる。四本柱の竪穴住居跡で，竪穴外に１対の棟持柱を
持つ。竪穴内外周近くにも１対の柱穴が検出されている
が，性格は不明である。検出面から深さ18cmを残す。
【竪穴住居跡10号内出土遺物】（第42図，145～157）
竪穴住居跡９号内からは，パンケース約２箱分の遺物
が出土した。そのうちの13点を図化した。
145～157は，全て成川式土器である。
145～148は，甕である。
１４５．１４６は，甕の口縁部～胴部である。
145は，口縁部はやや内湾して立ち上がる。胴部に指

頭圧痕が施されたすれ違いの突帯が１条廻る。内外面に
ハケ目が残る。
146は，口縁部はほぼ直立するが，口唇部付近でやや
内湾する。胴部にキザミ目が施された突帯が２条廻る。
147.148は，甕の底部である。
147は，脚部は欠損している。脚台内面天井部がやや
下方に膨らむ。
148は，脚部は直線的にのびる。脚台内面天井部がや

や下方に膨らむ。内外面にハケ目が残る。
149～154は，高坏である。
149は，坏部である。下部に段を持ち，ゆるやかに立
ち上がり，口縁部でやや外反する。内外面とも丹塗りさ
れたのちミガキが施されている。内面は器壁の剥落が激
しい。
150～154は，高坏の脚部である。
150は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面
は丹塗りきれたあとミガキが施されている。接地面には
丁寧なナデ調整が施される。内面の一部には丹が付着し
ている。
151は，外面には縦位のミガキが施される。
152は，外面は丹塗りきれたあとミガキが施されてい
る。内面下半部にハケ目が残る。
153は，外面は丹塗りされたあとミガキが施されてい
る。接地面には丁寧なナデ調整が施される。

125は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がる。内
外面とも丹塗りされたのちミガキが施されている。
126は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がる。内

外面とも丹塗りされたのちミガキが施されている。口径
が10.5cmと小さい。
127は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がる。内

外面は丁寧なナデ調整が施されている。丹塗りされては
いない。
128は，下部に段を持つ。内外面とも丹塗りされたの
ちミガキが施されている。内面は器壁の剥落が激しい。
129は，坏部との接合面にくぼみが残る。外面は丁寧
なナデ調整が施されている。接地面に円形のハケ目が残
る。
130は，脚部外面と坏部の内外面は丹塗りされたあと
ミガキが施されている。内面の一部には丹が付着してい
る。
131は，内部の空洞は巻き成形である。外面は丹塗り
されたあとミガキが施されている。内面下半部にハケ目
が残る。内面の一部には丹が付着している。
132は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面
は丹塗りされたあとミガキが施されている。丹の剥落が
激しい。
133は，外面は丹塗りされたあとミガキが施きれてい
る。ローリングを受けており丹はほとんど剥落している。
134は，外面は丹塗りされたあとミガキが施されてい
る。内面の一部には丹が付着している。
135は，内部の空洞は貫通している。外面は丹塗りき
れたあとミガキが施されている。内面にも丹が全面に付
着している。
136は，内部の空洞は巻き成形である。外面は丹塗り
されたあとミガキが施されている
137は，鉢である。体部はゆるやかに内湾しながら立
ち上がり，口縁部で外反する。内外面に丁寧なナデ調整
が施される。
138は，鉢である。底部からゆるやかに立ち上がり，
口縁部で直立する。外面は丹塗りされたのちにミガキが
施されている。内面は丁寧なナデ調整である。外面の一
部にススが付着し，被熱のために丹の色がくすんでいる。
接合部で変化していることから，廃棄後の被熱である。
139～141は，端である。
139は，平底で，大きな胴部とそれより小さい外開き
の口縁部を有する。ローリングを受けているため，調
整・丹塗りの有無が不明。
140は，口縁部である。口縁部はなだらかに立ち上が
り，口唇部近くでやや外反する。外面には丹塗りのあと
ミガキが施されている。内面は丁寧なナデ調整が施され
ている。
141は，胴部～底部である。丸平底で，なだらかに立
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第41図竪穴住居跡10号実測図

２面に約15cmの段差を有している。調査区外に広がって
いるため断定はできないが，内側の竪穴は5.09m×4.87
ｍの方形を呈している。外側の竪穴は6.39m×6.28mの
方形を呈している。内側の竪穴は四本柱の竪穴住居跡で
ある。建て直しの際に，柱を抜き取ったらしい痕跡が柱
穴に残る。検出面から深さ24cmを残す。
【竪穴住居跡11号内出土遺物】（第45～47図，158～188）
竪穴住居跡11号内からは，パンケース約５箱分の遺物
が出土した。そのうちの31点を図化した。
158～185は，成川式土器，186～188は須恵器である。
158～161は，甕である。
１５８．１５９は，甕の口縁部～胴部である。
158は，口縁部はやや外反して立ち上がる。胴部にキ

ザミ目が施されたすれ違いの突帯が１条廻る。内外面は
ナデ調整が施される。外面下部にススが付着している。
159は，口縁部はやや内湾して立ち上がる。胴部に指

頭圧痕が施された突帯が１条廻る。内外面にハケ目が残

154は，内部の空洞は削り出しで成形している。脚部
外面と坏部の内外面は丹塗りされたあとミガキが施され
ている。
155は，鉢である。底部は平底でゆるやかに内湾しな

がら立ち上がる。外面は丹塗りされたあとミガキが施さ
れている。内面はローリングを受けているため不明。
156.157は，財である。
156は，平底で張り出した胴部とそれより小さいやや

外開きの口縁部を有する。外面には丹塗りのあとミガキ
が施されている。内面は頸部より上位は丁寧なナデ調整
が施され，頚部より下位はほぼ無調整である。頸部より
下は欠損せずに出土している。口縁部が半分ほど欠損し
ている。
157は，胴部である。張り出した胴部を有する。外面
には丹塗りのあとミガキが施されている。
【竪穴住居跡11号】（第43図）
Ｂ・C-22区で検出した。建て直しが行われたらしく，

１
１

-４２-



薑壹寺
、>ヘ ニ

､､、

／ 、／ 、

｜）へ勺（ ～ へ -

）罰二二才
1４５

1４６ 1４８

／

1５１

』
1５３ 1５４1５２

1５５

1５７ ０ 10cm

第42図竪穴住居跡10号内出土遺物

-４３-



⑲ ③③
②蕊鮭 四’

（。鉦 Ａ′
Ａ

鱈’１１１⑥．●
蝿二℃
１４ ．．●。．●

⑤ 礒
◎

1７ ＠別、撚嘘唾1６ 、

Ｉ

ｌ
Ｅ
ｏ
①
・
ト
Ｆ

、

パー

四・

1790A
、 一

1 7 . 7 0 - - - ４ - - ５ - -１ ２ ３ ６ - - ７ - - ８ - - ９ - _ 1 0 - - 1 1 - - 1 2 . _ 1 3 _ _ 1 4 _ _ _ 1 5 _

I ry"ﾉVvU-||､ノｖ肋Ｕー
ｍ

ｒ ＵＶ 0 1 m

け -
1 7 . 7 0 - 1 6 - - 1 F 1 8 - - 1 9 -” 暗 ノ V v U

第43図竪穴住居跡11号実測図

-４４-

｜



島 ＠、。
⑤ 急B′

。Ｇ〉 Ｏ〔閏〉何川ｕ

ｅ

一 ④

ｓ
ＯＯ
’。◇幻

参 ． ぴ
、

ＯＧ 。

醗弼：→
Ｂ

Ａ Ａ′

⑤
ワ

①一電塁
心到

麹
０ １ ｍ
̅ 一 F - 斗

Ｂ

第44図竪穴住居跡11号遺物出土状況

167は，壺の頚部である。キザミ目の施された突帯が
廻る。
168～179は，高坏である。168～172は坏部，173～179
は脚部である。
168は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がる。内

外面とも丹塗りされたのちミガキが施されている。
169は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がり口縁
部でやや外反する。外面と内面口唇部付近が丹塗りされ
たのちミガキが施されている。内面下部は丁寧なナデ調
整が施されているようにみえる。
170は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がる。内

外面とも丹塗りされたのちミガキが施されている。外面
にススが付着している。
171は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がる。外
面の口唇部付近が丹塗りされている。内外面とも丁寧な
ナデ調整が施されている。
172は，下部に段を持ち，ゆるやかに立ち上がる。外
面は丹塗りされている。内外面ともミガキが施されてい

る。
160は，器形は鉢であるが，外面にススが付着してい
るため甕として使用された可能性があると判断した。
161は，甕の底部である。脚部は欠損している。脚台
内面天井部がほぼ平坦になる。内面にハケ目が残る。
162～167は，壺である。
162は，底部は丸底を呈する。体部は頸部で屈曲して
ほぼ直立し，口縁部でやや外反する。内外面にハケ目が
残る。
163は，底部は丸底を呈する。体部は頸部で屈曲して
まつすぐにのびる。内外面にハケ目が残る。
164は，底部は欠損している。体部は頸部でゆるやか
に外反する。外面にハケ目が残る。
165は，大型の壺の胴部である。胴部にキザミ目の施
された３条の突帯が廻る。
166は，胴部である。胴部にキザミ目の施された２条
の突帯が廻る･内面最大径より上位は丁寧なナデ調整が
施されている。
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第47図竪穴住居跡11号内出土遺物(3)

る。外面のミガキは丹塗りの前である。
173は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面
は丹塗りされたあとミガキが施されている。接地面には
丁寧なナデ調整が施される。
174は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面
は丹塗りされたあとミガキが施されている。内面下半部
にハケ目が残る。外面に線刻が１条残る。
175は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面
は丹塗りされたあとミガキが施されている。内面下半部
にハケ目が残る。内面の一部には丹が付着している。

176は，外面は丹塗りされたあとミガキが施されてい
る。接地面が擦れたためか輪状に器壁が剥落している。
177は，内部の空洞は巻き成形である。外面は丹塗り
されたあとミガキが施されている。内面下部は丁寧にナ
デ調整が施されているが，接地面が輪状にざらついてい
る。
178は，脚部端部がやや上方を向く。外面は丹塗りさ
れたあとミガキが施されている。
179は，内部の空洞は削り出しで成形している。削り
出しが粗く，ハケ目が残る。外面は丹塗りされたあとミ

-４８-
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第49図竪穴住居跡13号実測図
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ｍWVVEJVU ガキが施されている。外面底部に線刻がみられる。

184は，手づくねの鉢である。底部は丸平底を呈184は，手づくねの鉢である。底部は丸平底を呈する。
胴部はまつすぐに立ち上がったあと口縁部でやや内湾す
る。内外面にハケ目が残る。
185は，手づくねの壺である。胴部がやや張り出し，

頚部で直立する。頚部に指頭圧痕を施した突帯が１条廻
る。
186～188は，須恵器である。
186は，甕の破片である。外面には平行叩き目が残り，

一部磨り消されている。内面には同心円状の当て具痕が

残るが，磨り消しを受けている。
187は，口縁端部上下に鋭い稜を有する。その下に断

面三角の突帯を廻らす。竪穴住居跡11号内から出土して
いる。
188は，広口壺の口縁部である。口縁部はラッパ状に
開き，口縁端部を．の字形に成形する。口唇部付近に突
帯を１条廻らし，その下に櫛描き波状文を施す。外面口
唇部直下に灰が付着している。

第48図竪穴住居跡12号実測図

ガキが施されている。脚部内面が黒色化しており鹿の子
状に丹が塗られているが，意識的なものか断定できない。
180は，鉢である。丸平底を呈し，やや内湾しながら

立ち上がる。口唇部の一部が欠損しているのみで，ほぼ
完全品で出土している。
181～183は，増である。
181は，増の口縁部である。口唇部近くで外反してい
る。外面は丹塗りされたあとミガキが施されている。内
面は丁寧なナデ調整が施されている。
182は，鮒の底部である。胴部が張り出している。外

面は丹塗りされたあとミガキが施されている。内面は成
形時の絞ったような跡が残る。
183は，増の底部である。外面は丹塗りされたあとミ

-４９-



｜ 内面天井部が下方に膨らむ。
190は，壺の頸部である。口縁部へ立ち上がる部分に
キザミ目を施された突帯が１条廻る。
191は，壺の底部である。平底を呈している。内面は丁
寧なナデ調整が施されている。
192は，高坏の脚部である。外面とわずかに残る坏部
内面は丹塗りのあとミガキが施されている。
193は，鉢である。底部は丸平底を呈し，ゆるやかに
立ち上がる。口唇部の調整が粗い。外面下部にススが付
着している。
194は，財の口縁部である。まっすぐ、に立ち上がる。

内面は丹塗りのあとミガキが施され，外面はナデ調整の
あと丹塗りされている。
【竪穴住居跡13号】（第49図）
D-25区で検出した。調査区外へ広がっているため，

詳細は不明である。検出した範囲では方形を呈すると考
えられる。検出面から深さ20cmを残す。
【竪穴住居跡13号内出土遺物】（第50図，１９５．１９６）
竪穴住居跡13号内からは，１３点の遺物が出土した。そ

のうちの２点を図化した。
195.196は，成川式土器である。
195は，甕の胴部である。指頭圧痕が施された突帯が
１条廻る。外面にはススが付着している。
196は，壺の口縁部～胴部である。口縁部は頸部でほ
ぼ直立したあと口唇部近くでやや外反する。外面頚部よ
り下位はミガキが施され，上位は丁寧なナデ調整。内面
頚部より下位は粗いナデ調整，上位は丁寧なナデ調整が
施されている。
【竪穴住居跡14号】（第51図）
B-20･C-20．21区で検出した。後世の撹乱を受け

ており，竪穴の中と端を溝状遺構が切っているため詳細
は不明であるが，5.75m×(5.55m)の方形を呈してい
る。四本柱の竪穴住居跡である。検出面から深さ18Cmを
残す。
【竪穴住居跡14号内出土遺物】（第53.54図，197～212）
竪穴住居跡14号内からは，パンケース約２箱分の遺物

が出土した。そのうちの16点を図化した。
197～210は成川式士器，211は須恵器，212は石器で
ある。
197～199は，甕である。
197は，甕の口縁部～胴部である。口縁部はほぼ直立

する。口縁部の下にキザミ目を施された突帯が２条廻る。
内外面にハケ目が残る。外面にはススが付着している。
198は，甕の底部である。まっすぐ､にのびる脚部しか

残存していない。
199は，甕の胴部である。キザミ目が施された突帯が
２条廻る。内外面にハケ目が残る。
200～204は，壺である。
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第50図竪穴住居跡１２．１３号内出土遺物

【竪穴住居跡12号】（第48図）
Ｂ・C-21．22区で検出した。近世の溝状遺構に切ら

れており，調査区外へ広がっていると考えられるため，
詳細は不明である。検出した範囲では方形を呈すると考
えられる。柱穴が隣接して２基ずつ検出されており，建
て直し等があった可能性もある。検出面から深さ18cmを
残す。
【竪穴住居跡12号内出土遺物】（第50図，189～194）
竪穴住居跡12号内からは，パンケース約１箱分の遺物

が出土した。そのうちの６点を図化した。
189～194は，全て成川式土器である。
189は，甕の底部である。脚部は欠損している。脚台

- 5 0 -
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第51図竪穴住居跡14号実測図

207は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面
は丹塗りされたあとミガキが施されている。
２０８．２０９は，鉢である。
208は，丸平底を呈し，やや内湾しながらゆるやかに

立ち上がる。外面にハケ目が残る。内面の一部はミガキ
が施されている。
209は，口縁部～胴部である。内外面にハケ目が残る。
内面は黒色化している。
210は，増である。平底で張り出した胴部とそれより

小さいやや外開きの口縁部を有する。外面と内面頸部よ
り上位には丹塗りのあとミガキが施されている。
211は，須恵器のハソウである。口縁部はほぼまつす

200は，胴部である。最大径部分にキザミ目を施した
突帯が２条廻り，すれ違っている。
201は，頸部である。「ハ」の字状にキザミ目を施した
突帯が１条廻る。
202～204は，壺の底部である。201．203は丸平底，

202は，平底を呈している。
205～207は，高坏の脚部である。
205は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面
は丹塗りされたあとミガキが施されている。脚部接地面
にハケ目が残る。
206は，外面は丹塗りされたあとミガキが施されてい
る。
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第52図竪穴住居跡14号遺物出土状況

ぐに立ち上がる。口唇部内側を斜めに調整する。口縁部
に櫛描き波状文が施され，その下に沈線が１条廻る。
212は，砂岩製の砥石である。
【竪穴住居跡15号】（第55図）
C-１８．１９区で検出した。後世の撹乱を受けており，

溝状遺構が竪穴を横切り，本調査の際の先行トレンチが
一部を切ってしまったため詳細は不明である｡6.65mx
4.05mの長方形を呈している。検出面から深さ20cmを残
す。
【竪穴住居跡15号内出土遺物】（第56図，213～224）
竪穴住居跡15号内からは，パンケース約１箱分の遺物

が出土した。そのうちの12点を図化した。
213～222は成川式土器，223は石器である。
213～215は，甕である。
213は，脚部は欠損している。脚台内面天井部がほぼ
平坦になる。ほぼまっすぐ､に立ち上がる。口縁部付近に
粘土を貼り加えており，段を有する。内外面に条痕が残
る。
214は，甕の底部である。脚部は直線的で長い。脚台
内面天井部が下方に膨らんでいる。脚台内面にケズリ痕

が残る。内面にはススが付着している。
215は，甕の底部である。脚部は欠釧215は，甕の底部である。脚部は欠損している。脚台
内面天井部がほぼ平坦になる。脚部を底部に接合する際
に粘土を上方まで擦り付けており，それが外れた部分に
もハケ目がみられる。
216～218は，壺である。
216は，壺の口縁部である。頸部から外側に開きほぼ
まっすぐ．にのびる。内面頚部から上位はナデ調整が施さ
れている。
217は，口縁部である。小破片のため詳細は不明であ
る。口唇部が外に引き出されくぼみを有する。内外面に
ハケ目が残る。
218は，胴部である。３条の沈線で区画されたスペー
スに竹管文が施された幅広の突帯が廻る。
219～222は，高坏である。
219は，坏部である。底部からゆるやかに立ち上がり，
口縁部でやや外反する。内外面とも丹塗りのあとミガキ
が施される。
220は，坏部である。下部に段を持ち，ゆるやかに立
ち上がる。内外面とも丹塗りのあとミガキが施される。
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第53図竪穴住居跡14号内出土遣物(1)
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221は，脚部である。外面は丹塗りのあとミガキが施
される。
222は，脚部である。内部の空洞は削りだしで成形し
ている。外面は丹塗りのあとミガキが施される。
223は，財の胴部である。胴部の張り出しに稜を有す
る。外面は丹塗りのあとミガキが施される。
224は，砂岩製の砥石である。
【竪穴住居跡16号】（第57図）
B-17･18,C-18区で検出した。後世の撹乱を受け

ており，溝状遺構が竪穴を横切り，竪穴の北・西側はす
でに削平されてプランが検出できなかった。このため詳
細は不明である。残存部では6.00mを測り，方形を呈し
ていると思われる。残存状態の良好な部分では検出面か
ら深さ15cmを残す。
【竪穴住居跡16号内出土遺物】（第58～62図，225～270）
竪穴住居跡16号内からは，パンケース約13箱分の遺物

が出土した。そのうちの46点を図化した。
225～269は成川式土器,270は須恵器である。
225～242は，甕である。
225は，脚部がまっすぐ、にのびる。脚台内面天井部が
下方に膨らんでいる。胴部は外に開いたあとやや内湾し，
まつすぐに立ち上がる。胴部に指頭圧痕を施された突帯
が１条廻る。
226は，脚部がまつすぐにのびる。脚台内面天井部が

やや下方に膨らんでいる。胴部は外に開いたあとやや内
湾しながら立ち上がる。胴部に指頭圧痕を施された突帯
が１条廻る。内外面にハケ目が残る。
227は，脚部が短い。脚台内面天井部は平坦に調整さ
れている。胴部は外に開いたあとやや内湾し，まっすぐﾞ
に立ち上がる。胴部に指頭圧痕を施された突帯が１条廻
る。内外面にハケ目が残る。
228は，小型の甕である。脚部は上げ底状で低い。胴
部は開きながら立ち上がったあと内湾する。胴部に指頭
圧痕を施された１条の突帯が廻る。内外面にススが付着
している。
229は，甕の底部である。脚部はほぼまつすぐにのび
る。脚台内面天井部は平坦に調整されている。内面底部
付近にススが付着している。
230は，甕の底部～胴部である。脚部は低くほぼまつ
すぐにのびる。脚台内面天井部がやや下方に膨らんでい
る。
231は，甕の底部である。脚部はほぼまっすぐ、にのび
る。脚台内面天井部が下方に膨らんでいる。
232は，甕の口縁部～胴部である。口縁部はほぼ直立

する。胴部に指頭圧痕が施されたすれ違いの突帯が１条
廻る。外面にススが付着している。
233は，甕の口縁部～胴部である。口縁部は内湾する。

胴部に指頭圧痕が施された突帯が１条廻る。
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第56図竪穴住居跡15号内出土遺物

234は，甕の口縁部～胴部である。口縁部は内湾する。
胴部に指頭圧痕が施された突帯が１条廻る。外面にハケ
目が残る。
235は，甕の底部である。脚部はほぼまつすぐにのび
る。脚台内面天井部が下方に膨らんでいる。内外面にハ
ケ目が残る。
236は，甕の底部である。脚部はほぼまつすぐにのび
る。脚台内面天井部の中央部が下方に膨らんでいる。
237は，甕の底部である。脚部はほぼまつすぐにのび
る。脚台内面天井部が下方に膨らんでいる。内面にはス

スが付着している。
238は，甕の底部である。脚部はほぼまっすぐ’にのび
る。脚台内面天井部が下方に膨らんでいる。
239は，甕の底部である。低い脚台を有する。
240は，甕の口縁部～胴部である。口縁部はやや内湾
する。胴部にナデ調整が施され断面三角の突帯が１条廻
る。
241は，甕の底部～胴部である。脚部はまつすぐにの
びる。脚台内面天井部の中央部が下方に膨らんでいる。
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第62図竪穴住居跡16号内出土遺物(5)

でほぼ直立する。内外面にハケ目が残る。
251は，口縁部である。ほぼまつすぐに立ち上がった
あと口縁部で外反する。外面はハケ目が残り，内面の上
部はナデ，下部は指頭圧痕が残る。
252は，口縁部～胴部である。頚部から外反しながら
立ち上がる。頸部に段を有する。
253～261は，高坏である。
253は，完形の高坏である。坏部は下部に段を有し，
ゆるやかに立ち上がる。坏部の底部付近が円形にはずれ
ている。内外面とも丹塗りのあとミガキが施されている。
254は，坏部である。下部に段を有しゆるやかに立ち

上がる。内外面とも丹塗りのあとミガキが施されている。

242は，甕の底部～胴部である。脚部はまつすぐにの
びる。脚台内面天井部は平坦に調整されている。
243～252は，壺である。
243～248は，口縁部～胴部である。
243は，頸部で屈曲しほぼまつすぐに立ち上がり，口

唇部でやや内湾する。外面にススが付着している。
244～248は，頚部で屈曲したあとほぼまっすぐ､に立ち
上がる。
249は，底部～口縁部である。底部は丸底を呈する。
ゆるやかに張り出した胴部から頸部はすぼまり口縁部で
外に開く。
250は，口縁部～胴部である。胴部が膨らみ，口縁部
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キが施されている。
270は，須恵器坏である。受部から上はほぼ垂直に立
ち上がり端部はわずかに内傾する。受部は外上方へのび
て先端は鋭い。
【竪穴住居跡17号】（第63図）
C-１２区で検出した。調査区外の現道下に拡がってい

るため詳細は不明である。残存部からは方形を呈してい
ると思われる。検出面から深さ20cmを残す。
【竪穴住居跡17号内出土遺物】（第64図，271～278）
竪穴住居跡17号内からは，パンケース約１箱分の遺物
が出土した。そのうちの８点を図化した。
271～278は，全て成川式土器である。
271は，甕の口縁部～胴部である。口縁部はやや内湾
する。胴部にナデ調整が施された突帯が１条廻る。
272は，甕の口縁部～胴部である。口縁部はまっすぐﾞ
に立ち上がる。胴部に指頭圧痕が施された突帯が１条廻
る。内外面にススが付着している。
273は，壺の口縁部～胴部である。頚部からやや外反
しながら立ち上がる。
274は，壺の口縁部である。外向きにまっすぐ立ち上
がる。内外面にハケ目が残る。
275は，高坏の脚部である。内面上部に接合用のコマ
がみられる。外面は丹塗りのあとミガキが施されている。
276は，鉢である。丸底を呈し，内湾しながらゆるや
かに立ち上がる。内面は丁寧なナデ調整が施される。
277は，垳の口縁部である。口縁部で外反する。内外

面には丹塗りのあとミガキが施されている。
278は，増の頸部～胴部である。胴部最大径に稜を有

する。外面は丹塗りのあとミガキが施されている。
【竪穴住居跡18号】（第65図）
C-１２区で検出した。調査区外の現道下に拡がってい

たため詳細は不明である。残存部から復元すると6.28m
x6.50mの方形を呈していると思われる。四本柱の竪穴
住居跡の可能性がある。検出面から深さ21cmを残す。
【竪穴住居跡18号内出土遺物】（第67～76図，279～376）
竪穴住居跡18号内からは，パンケース約24箱分の遺物
が出土した。そのうちの99点を図化した。
279～374は，全て成川式土器である。375は，須恵器
である。376は，鉄器である。
279～300は，甕である。
279は，脚部はほぼまっすぐ、にのびる。脚台内面天井

部はほぼ平坦に調整されている。胴部はゆるやかに立ち
上がり，口縁部はやや外側に開く。胴部に指頭圧痕が施
された突帯が１条廻る。
280は，脚部はほぼまっすぐ､にのびる。脚台内面天井

部がやや下方に膨らむ。胴部はゆるやかに立ち上がり，
口縁部でほぼ直立する。胴部に指頭圧痕が施された突帯
が１条廻る。外面上部にススが付着している。
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第63図竪穴住居跡17号実測図

255～261は，脚部である。
２５５．２５６は，外面は丹塗りのあとミガキが施される。
内面にはハケ目が残る。
257は，外面は丹塗りのあとミガキが施される。
258.259は，内部の空洞は削りだしで成形している。

外面は丹塗りのあとミガキが施される。
260.261は，外面は丹塗りのあとミガキが施される。
262～265は，鉢である。
262は，脚部は上げ底状で低い。胴部は開きながら立
ち上がったあと内湾する。胴部に指頭圧痕を施された１
条の突帯が廻る。甕である可能性もある。
263は，外に張り出した脚部を有する。脚台内面天井
部が下方に膨らんでいる。外側にまっすぐ立ち上がり，
口縁部でやや外反する。内外面にハケ目が残る。
264は，脚部は欠損している。脚台内面天井部は平坦
に調整されている。外面の一部にススが付着している。
265は，塊形の鉢である。丸平底を呈し，ゆるやかに
立ち上がる。外面には丹塗りのあとミガキが施されてい
る。内面は器壁の剥落が激しく詳細は不明。
266～269は，垳である。
266は，胴部である。胴部最大径に稜を有する。外面
には丹塗りのあとミガキが施されている。
267は，底部～胴部である。胴部が張り出す。胴部最
大径に稜を有する。外面には丹塗りのあとミガキが施さ
れている。
268は，底部である。胴部が張り出す。胴部最大径に

稜を有する。外面にはミガキが施されている。
269は，底部～胴部である。胴部が張り出す。胴部最
大径でゆるやかに屈曲する。外面には丹塗りのあとミガ
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281は，甕の口縁部～胴部である。口縁部までほぼ
まつすぐに立ち上がり，口縁部でやや内湾する。胴部に
指頭圧痕が施された突帯が１条廻り，始点と終点がみら
れる。外面上部にススが付着している。
282は，形態上からは鉢である可能性があるが，外面

上部にススが厚く付着していることから，煮炊きに使用
したものと思われ，甕に分類した。脚部はやや横に張り
出し，脚台内面天井部はほぼ平坦に調整されている。胴
部はやや内湾しながらのびる。
283～291は，甕の口縁部～胴部である。
283は，胴部は口縁部までほぼまつすぐに立ち上がる。
胴部に指頭圧痕が施された突帯が１条廻り，指頭圧痕を
施す際に付いたと思われる爪形がその上にみられる。
284は，胴部は口縁部でやや内湾する。胴部に指頭圧
痕が施された突帯が１条廻る。
285は，甕の口縁部～胴部である。胴部はまつすぐに
立ち上がったあと，口縁部でやや内湾する。胴部にキザ
ミ目が施された突帯が１条廻る。キザミ目は胴部に及ん
でいる。内面にハケ目が残る。
286は，胴部はまつすぐに立ち上がったあと，口縁部

でやや内湾する。胴部に指頭圧痕が施されたすれ違いの
突帯が１条廻る。内外面にハケ目が残る。
287は，胴部はまつすぐに立ち上がったあと，口縁部

でやや内湾する。胴部に爪形が施された突帯が１条廻る。
288は，胴部はゆるやかに内湾しながら立ち上がる。

胴部に指頭圧痕が不規則に施された突帯が１条廻る。内
外面にハケ目が残る。
289は，胴部はまっすぐ、に立ち上がったあと，口縁部
でやや内湾する。胴部に指頭圧痕が施された突帯が１条
廻る。
290は，胴部はまつすぐに立ち上がったあと，口縁部
でやや内湾する。胴部に指頭によると思われるキザミ目
が施された突帯が１条廻り，始点と終点がみられる。
291は，胴部はゆるやかに内湾しながら立ち上がり，
口縁部付近で直立する。内外面にハケ目が残る。突帯は
貼付されない。
292～300は，甕の底部を含む破片である。
292は，手づくねの甕である。脚部は短く横に張り出

す。
293～296は，脚部はほぼまっすぐ､にのびる。脚台内

面天井部がやや下方に膨らむ。296は，内外面にハケ目
が残る。
297は，脚部はほぼまっすぐ．にのびる。脚台内面天井
部はほぼ平坦に調整されている。内面にミガキ状のナデ
が施されている。
298は，脚部はほぼまつすぐにのびる。脚台内面天井
部が下方に膨らむ。内外面にハケ目が残る。
299は，脚部はほぼまつすぐにのびる。脚台内面天井
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第65図竪穴住居跡18号実測図

305～308は，壺の口縁部～胴部である。
305･306は，頸部で外反したあと，ほぼまっすぐ外
に開く。305は，内外面にススが付着している。
307は，頚部で外反したあと，やや外反しながら立ち
上がる。内外面にススが付着している。
308は，頸部で屈曲したあと，ほぼまつすぐに立ち上

がる。胴部に指頭圧痕が施された突帯が１条廻る。内外
面にハケ目が残る。
３０９．３１０は，壺の口縁部である。
309は，口縁部で外反して外に開く。内外面丹塗りの
あとミガキが施される。小片のため詳細は不明で，高坏
である可能性も捨てきれない。
310は，頚部に突帯を有し，外反しながら立ち上がる。

部が下方に膨らむ。脚台内面天井部はあとで貼り付けら
れている。
300は，手づくねの甕の底部である。脚部は欠損して
いる。脚台内面天井部はほぼ平坦に調整されている。
301～317は，壺である。
301は，丸底を呈し，胴部は肩が張り出し，頸部で外
反しまつすぐにのびる。外面にススが付着している。
302は，丸底を呈し，胴部が中央部で膨らむ。頚部で

外反し，口縁部でやや内湾する。
303は，やや尖った丸底を呈し，胴部が中央部で膨ら
む。頸部で外反し口縁部でさらに外反する。
304は，丸底を呈し，胴部やや上方が膨らむ。頸部で
外反したあと口縁部でやや内湾する。
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第66図竪穴住居跡18号遺物出土状況

内面にススが付着している。
311は，壺の口縁部～胴部である。胴部はゆるやかに
内湾して頸部で外反し，ほぼまつすぐに立ち上がる。胴
部最大径より上位にすれ違いの突帯が１条廻る。内面は
器壁の剥落が激しい。
312は，壺の胴部である。ゆるやかに外へ開いたあと

肩部で屈曲する。胴部にキザミ目を施された３条の突帯
が廻る。
313は，大型の壷である。丸底を呈し，外に開いたあ
と胴部上部で内湾する。頸部でほぼ直に立ち上がったあ
と，口縁部で大きく外反する。内外面にハケ目が残る。
胴部にキザミ目を施された３条の突帯が廻る○
314は，壺の胴部である。上部に向かってすぼまる。

指頭圧痕を施された突帯が１条廻る。内外面にハケ目が
残る。
315は，壺の胴部である。格子文を施された幅広の突

帯が１条廻る。
316は，壷の底部である。丸底を呈している。

317は，壺の底部である。丸平底を呈している。
318は，壺の口縁部である。二重口縁を呈している。
内外面とも丹塗りのあとミガキが施きれている。
319～337は，高坏である。
319は，高坏の完全品である。坏部下部に段を有しゆ
るやかにのびる。内外面とも丹塗りのあとミガキが施さ
れる。本遺跡は高坏の出土量は多いが，坏部と脚部を接
合できなかったものが多かった。整理作業の期間的な制
約のため，異なる住居跡間の接合にかける時間が，不充
分だった恐れがある。また，遺物包含層がほとんど削平
されていたことも要因であろう。
320～329は，高坏の坏部である。
320は，下部に段を有し，ゆるやかに立ち上がりほぼ
まつすぐにのびる。内外面とも丹塗りのあとミガキが施
されている。
321は，下部に段を有し，ゆるやかに立ち上がり口縁
部でやや外反する。内外面は丹塗りのあとミガキが施さ
れているが，内面は丹の剥落が激しく，丁寧なナデ調整
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状にみえる。使用時に丹が剥げたと思われる。底部中央
部に脚部との接合のためのコマが残る。
３２２．３２３．３２５は，下部に段を有し，ゆるやかに立ち

上がりほぼまつすぐにのびる。内外面とも丹塗りのあと
ミガキが施されている。
３２４．３２６は，下部に段を有し，ゆるやかに立ち上が
り口縁部でやや外反する。内外面とも丹塗りのあとミガ
キが施されている。
327は，下部に段を有し，口縁部で大きく外反する。
内外面とも丹塗りのあとミガキが施されている。
328は，脚部との接合のために用いられたと思われる
断面三角のコマが下部に貼付されている。内外面とも丹
塗りされているが，ローリングを受けているためミガキ
がはっきりしない。
329は，下部に段を有する。円形の割れ口が２次加工
されており，円盤状土製品に転用されている。
330～337は，高坏の脚部である。
330は，外面にミガキが施されている。
331は，外面は丹塗りのあとミガキが施される。内面
に丹が指頭状に残る。
332は，外面は丹塗りと思われるが，ほとんど剥げて
いる。
333は，外面はミガキが施されている。接地面が擦れ
ている。
334は，上部に接合を補強するためのキザミ目がみら
れる。外面は丹塗りのあとミガキが施される。
335は，外面は丹塗りのあとミガキが施される。脚部

接地面にはハケ目が残る。
336は，外面は丹塗りのあとミガキが施される。接地
面が擦れている。
337は，外面と坏部内面は丹塗りのあとミガキが施さ
れる。
338～353は，鉢である。
338は，丸平底を呈し，胴部はゆるやかに立ち上がる。
口縁部の一部が欠損しているだけである。
339は，鉢の口縁部～胴部であると思われるが，胴部
がほぼまつすぐに立ち上がっており，器壁の厚さも５Ⅲ
と薄く，他の鉢と比べて違和感がある。
340は，丸平底を呈し，胴部はゆるやかに立ち上がり
まっすぐのびる。
341は，丸平底を呈し，胴部はゆるやかに立ち上がり
まっすぐのびて，口縁部でやや外反する。内外面とも丹
塗りのあとミガキが施される。口唇部の一部が欠損する
だけである。
342は，完全品である。丸平底を呈し，胴部はゆるや
かに内湾しながら立ち上がる。内外面とも丹塗りのあと
ミガキが施される。内面下部は器壁の剥落がみられる。
343は，ゆるやかに内湾しながら立ち上がる。内外面

にハケ目が残る。
344は，内湾しながら立ち上がる。内外面とも丹塗り
のあとミガキが施される。内面下部に器壁の剥落がみら
れる。
345は，まつすぐに外に開き，口縁部でやや内湾する。
内面に細かいハケ目が残る。内面にススが付着している。
346は，底部は小さな平底を呈しやや下に膨らむ。胴

部は内湾しながら立ち上がり，口縁部でほぼ直立する。
内外面とも丹塗りのあとミガキが施されている。内面下
部の器壁が剥落している。
347は，平底を呈する。胴部は内湾しながら立ち上が
る。内外面に丹塗りのあとミガキが施されている。外面
は色調が<すんでいる。
348～353は，鉢の底部である。
348は，平底を呈する。外面は底部までミガキが施さ
れている。断面が縞状を呈している。
349は，平底を呈する。外面は丹塗りのあとミガキが
施されている。内面は成形時に盛り上がった部分を粗く
ナデている。
350は，平底を呈する。内外面とも丹塗りのあと粗い
ミガキが施されている。内面はやや丹が剥がれている。
351は，平底を呈する。内外面とも丹塗りのあとミガ
キが施されている。内面は丹の剥落が激しい。
352は，丸平底を呈する。内外面ともナデ調整が施さ
れている。
353は，短い脚部が横に張り出す。脚台内面天井部は，
ほぼ平坦に調整されている。脚部下部にひび割れがみら
れる。
354～371は，財である。
354は，底部は平底で，胴部は張り出して稜を有する。
頸部から内湾しながら立ち上がり，口縁部でやや外反す
る。外面と内面頸部より上位はミガキが施されているが，
剥落が多い。
355は，底部は平底で，胴部は張り出して稜を有する。
頸部からほぼまつすぐに外側に立ち上がる。外面には丹
塗りのあとミガキが施されており，内面頸部より上位に
は，鮮明なハケ目が残る。口縁部のごく一部が欠損して
いるだけである。
356は，完全品である。底部は平底で，胴部は張り出
して稜を有する。頸部からやや内湾しながら立ち上がる。
外面と内面頚部より上位は，丹塗りのあとミガキが施さ
れている。頸部より下にはしぼった痕がみられる。
357～359は，増の口縁部である。
357は，頚部から内湾しながら立ち上がる。外面は丹
塗りされているが剥落が激しいため，調整は不明。
358は，頸部から内湾しながら立ち上がり，口縁部で
やや外反する。外面は丹塗りのあとミガキが施きれてい
る。内面はミガキが施されている。
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第67図竪穴住居跡18号内出土遺物(1)
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第68図竪穴住居跡18号内出土遺物(2)
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第69図竪穴住居跡18号内出土遺物(3)
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第70図竪穴住居跡18号内出土遺物(4)
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第71図竪穴住居跡18号内出土遺物(5)
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第72図竪穴住居跡18号内出土遺物(6)
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第73図竪穴住居跡18号内出土遺物(7)
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第74図竪穴住居跡18号内出土遺物(8)
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第75図竪穴住居跡18号内出土遺物(9)
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第76図竪穴住居跡18号内出土遺物⑩

359は，頸部からやや内湾して立ち上がる。外面は丹
塗りのあとミガキが施されている。内面はハケ目をナデ
消している。
360は，財の口縁部～胴部である。胴部は張り出して

稜を有する。頸部からやや内湾しながら立ち上がる。外
面と内面頸部より上位は丹塗りのあとミガキが施されて
いる。
361は，財の頸部～底部である。底部は平底で，胴部
は張り出して稜を有する。外面は丹塗りのあとミガキが
施される。内面の残存部最上位にかすかに丹が観察でき
るので，頚部より上位が丹塗りされていた可能性がある。
胴部上部内面にはしぼった痕がみられる。縦に約半分に
割れている。
362～367は，増の胴部である。
362は，胴部は張り出して稜を有する。外面は丹塗り
されている。ローリングを受けており，ミガキが確認で
きない。
363は，外面と内面の頸部より上位は丹塗りのあとミ
ガキが施されている。
364は，胴部は張り出して稜を有する。外面は丹塗り
のあとミガキが施されている。内面には鮮明なハケ目が
残る。
365は，胴部は張り出して稜を有する。外面は丹塗り
のあとミガキが施されており，頸部付近に爪跡が残る。
内面はしぼった痕が残る。
366は，胴部は張り出して稜を有する。外面は丹塗り
のあとミガキが施されている。内面には指頭圧痕が残る。
367は，胴部は張り出して稜を有する。外面は丹塗り
のあとミガキが施されている。内面にはハケ目が残る。
368～370は，増の胴部～底部である。
368は，底部は平底を呈し，胴部が張り出して稜を有
する。外面は丹塗りのあとミガキが施されている。内面
はナデ調整が施されている。

369は，底部は平底を呈し，胴部は張り出してゆるや
かに内湾する。ローリングを受けているが外面に丹塗り
とミガキの痕跡がみられる。内面上部にはハケ目が残る。
370は，平底を呈し，胴部は張り出してゆるやかに内
湾する。外面は丹塗りのあとミガキが施されている。内
面はナデ調整が施されている。
371は，財の底部である。平底を呈し，外面は丹塗り
のあとミガキが施されている。内面中央部は指頭により
押されて器壁が薄くなっており，その周囲にハケ目が残
る。
３７２．３７３は，ハソウである。
372は，口縁部～底部である。底部は平底を呈し，胴
部は肩が張り出してゆるやかに内湾する。頸部で屈曲し
外に開く。胴部最大径部分よりやや上位に径1.1cmの円
孔が穿たれている。
373は，胴部である。胴部は張り出してゆるやかに内
湾する。胴部最大径（12.2cm)部分よりやや上位に径
1.3cm(推定）の円孔が穿たれている。外面には丹塗り
のあとミガキが施されている。内面にはハケ目が残る。
374は，手づくねの土製品である。遺物は実測図の半
分しか残存していない。円形を呈していないため，径の
推定は不可能である。実測図は残存している部分を反転
させて作図している。上面観は楕円ぎみの略長方形を呈
する。内外面に丹塗りのあとでミガキが施されている。
375は，須恵器甕の口縁部である。突帯を２条廻らし，
その上下に櫛描き波状文が施されている。断面は赤紫色
を呈する。５世紀中頃から後半と思われる。
376は，鉄製のＵ字形鍬・鋤先である。２枚の鉄板を

殿接したあと，内側にクサビ状の工具でＶ字状の溝を６
mmほどの深さで穿っており，溝の部分の鉄板がＶ字形に
開いている。
【竪穴住居跡19号】（第77図）
Ｂ・C-16区で検出した。3.70m×3.68mの方形を呈
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第77図竪穴住居跡19号実測図

している。柱穴の配置に規則性がみられず二本柱にも四
本柱にもならない。検出面から深さ25cmを残す。
【竪穴住居跡19号内出土遺物】（第７８．７９図，377～396）
竪穴住居跡19号内からは，パンケース約５箱分の遺物

が出土した。そのうちの20点を図化した。
377～392は，成川式土器である。393～396は，須恵

器である。
377～380は，甕である。
377は，甕の口縁部である。胴部はまつすぐにのびて，
口縁部で内湾する。外面にはススが付着している。
378は甕の底部である。脚部はやや外に開くがほぼ
まつすぐにのびる。脚台内面天井部は平坦に調整きれて
いる。内外面ナデ調整が施きれる。
379は，甕の底部である。脚部は欠損している。脚台

内面天井部はやや下方に膨らむ。ローリングを受けてい

る。内面は器壁が剥落している。
380は，甕の口縁部である。に380は，甕の口縁部である。口縁部で内湾している。
キザミ目が施された突帯が２条廻っている。内外面にハ
ケ目が残る。
381～385は，壺である。
381は，壺の口縁部である。まつすぐに外に開く。内

外面にハケ目が残る。
382は，壺の頚部である。屈曲部にキザミ目が施きれ
た突帯が１条廻る。内面は器壁の剥落がみられる。
383～385は，壺の底部である。
383は，底部はやや下方に膨らみ丸平底を呈する。ゆ
るやかに立ち上がる。内面は器壁の剥落が激しい。
384は，丸底を呈すると思われる。
385は，平底を呈する。鉢である可能性もある。
386～389は，高坏である。
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第78図竪穴住居跡19号内出土遺物(1)
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第79図竪穴住居跡19号内出土遺物(2) 第80図接合痕のわかる高坏

386は，高坏の坏部である。下部に段を有し，やや内
湾しながらのびる。内外面とも丹塗りのあとミガキが施
されている。内面は器壁の剥落が激しい。
387～389は，高坏の脚部である。
387は，内部の空洞にしぼった痕が残る。外面は丹塗
りされたあとミガキが施きれるが発色は鈍い。
388は，外面は丹塗りされたあとミガキが施されるが

発色は鈍い。
389は，内部の空洞は削り出しで成形している。外面
は丹塗りされたあとミガキが施されているが発色は鈍い。
接地面付近は細かいハケ目が残る。
390～392は，財である。
390は，財の胴部である。胴部は張り出し稜を有する。

外面は丹塗りのあとミガキが施されている。
391は，財の口縁部である。やや内湾しながらのびる。

外面は丹塗りのあとミガキ，内面はナデ調整である。
392は，端の胴部～底部である。胴部が張り出し，胴

部最大径に稜を有する。外面は丹塗りのあとミガキが施
されている。内面下部はハケ目が格子目状に残る。上部
はしぼった痕が残る。頸部より上部がはずれている。
393～396は，須恵器である。
393は，甕の胴部である。外面は平行叩き目が残り，
内面は丁寧なナデ調整が施されている。断面が赤紫色を
呈している。５世紀代であると思われる。
394は，坏蓋である。小破片のため詳細は不明である

が，６世紀末～７世紀代のものであると思われる。
395は，坏蓋である。小破片ため詳細は不明であるが，

断面は赤紫色を呈している。

396は，高坏の脚部である。小破片のため詳細は不明
であるが，三角透かしが三方から穿たれている。坏部内
面には自然釉がかかる。
（２）接合痕のわかる高坏（第80図，397～4伽）
397～400は，成形時の坏部と脚部の接合の技法を示
しているものである。
397は，坏部の底部で上面観が円形を呈して割れてい
る。割れ口の外周にキザミ目が施されており，上部には
格子目状のキザミが施きれている。胴部側には，これに
対応する盛り上がりがはっきりと残っている。坏部と脚
部の接合力を強めるためであると思われる。竪穴住居跡
18号で出土している。
397に気づいたあと注意して探してみると，398～400
の３点がみつかった。いずれも外周にキザミ目が施され
ており，399には，上部に線状のキザミ目もみられる。
（３）線刻が施された遺物（第81図，401～409）
401～409は，線刻が施された遺物である。
401～408は，高坏である。
401は，脚部である。外面は丹塗りのあとミガキ。外
面に線刻が３本刻まれている。竪穴住居跡５号出土。
402は，脚部である。外面は丹塗りのあとミガキ。外

面に線刻が３本刻まれている。竪穴住居跡11号出土。
403は，脚部である。外面は丹塗りのあとミガキ。外
面に線刻が２本刻まれている。竪穴住居跡14号出土。
404は，脚部である。外面は丹塗りのあとミガキ。内
面に線刻が３本刻まれている。竪穴住居跡18号出土。
405は，脚部である。外面は丹塗りのあとミガキ。外
面に線刻が４本刻まれている。竪穴住居跡10号出士。
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406は，高坏の坏部であると思われる。外面は丹塗り
のあとミガキが施され，内面はナデ調整が施されている。
外面に線刻が４本刻まれている。竪穴住居跡９号出土。
407は，脚部である。下部に貫通しない孔が３か所み
られる。脚部は欠損していないので，孔は３か所のみで
ある。竪穴住居跡18号出土。
408は，脚部である。外面はミガキが施されている。
外面に11本の線刻が刻まれている。竪穴住居跡３号出土。
409は，蓋のつまみであると思われるが，天地逆の可
能性もある。内面中央部に径1.1cmのくぼみがある。外
面は丹塗りが施され，内面は丁寧なナデ調整が施されて
いる。外上面に３本の線刻がみられ，内２本は丹をか
ぶっている。
（４）遺構外出土遺物（第82～84図，410～467）
410～467は，わずかに残存していた包含層（Ⅱ層）・
後世の撹乱内・表土層から出土した遺物を一括して掲載
したものである。
410～415.417～449は成川式土器，416は古墳時代の
土器，450は土製品，451～467は須恵器である。

410～412は，甕の口縁部～胴部である。
410は，胴部はゆるやかに内湾しながら立ち上がり，
口縁部でほぼ直立する。胴部に指頭圧痕が施された突帯
が’条廻る。胴部外面下部にハケ目が残る。器壁の剥落
が激しい。
411は，胴部はゆるやかに内湾しながら立ち上がり，
口縁部でほぼ直立する。口唇部から2cmほど下に指頭圧
痕が施された突帯が１条廻る。胴部内面はハケ目がナデ
消される。
412は，胴部はほぼまつすぐに立ち上がり，口唇部で
内湾する。胴部に指頭圧痕が施された突帯が１条廻る。
413～415は，甕の底部である。
413は，脚部はやや外反する。脚台内面天井部は平坦
に調整される。外面にハケ目が残る。
414は，脚部はやや内湾する。脚台内面天井部は上方
にややくぼむ。内外面にケズリ状のハケ目が残る。
415は，脚部は欠損している。脚台内面天井部は下方
に膨れている。内外面にハケ目が残る。
416は，古墳時代の甕である。頸部で屈曲し，口縁部
はやや外反しながら立ち上がる。内外面にハケ目が残る。410～415は，甕である。

通_ノ〆

4０１ 4０３402
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霧尽 409
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胴部以下は欠損しているが，丸底を呈していると思われ
る。在地系の土器ではない。
417～421は，壺である。
417は，壺の口縁部～胴部である。胴部は中程で最大
径を有し，頚部で外反したあと口縁部でやや内湾する。
外面の下部を中心にススが付着している。
418は，壷の口縁部である。口縁上部で外反する。外
面は縦位のハケ目が残る。内面は器壁の剥落が激しい。
419は，壺の底部である。丸平底を呈する。底部外面
に４か所キザミが残る。
420は，大型の壺の肩部である。斜格子文を施された
幅広の突帯が１条廻る。
421は，壺の口縁部である。二重口縁を呈する。内外

面とも丹塗りのあとミガキが施される。
422～432は，高坏である。
422～426は，高坏の坏部である。
422は，下部に段を有し，ゆるやかに立ち上がる。内

外面とも丹塗りのあとミガキが施されている。内面は器
壁の剥落がみられる。
423は，下部に段を有し，やや内湾しながら立ち上が
る。内外面ともナデ調整が施されており，丹塗りはみら
れない。
424は，下部がやや横に張り出し段を有する。体部は

外反しながらのびる。内外面とも丹塗りのあとミガキが
施される。
425は，下部が横に張り出し稜を有する。体部は内湾
したあと外反し，口縁部で大きく外に開く。内外面とも
丹塗りのあとミガキが施される。
426は，下部が横に張り出し稜を有する。体部は内湾
したあと外反し，口縁部で大きく外に開く。内外面とも
丹塗りのあとミガキが施きれる。
427～432は，高坏の脚部である。
427は，外面はミガキが施されている。
428は，上部に坏部との接合に用いられたコマがは
まっている。
429は，外面は丹塗りのあとミガキが施されている。

接地面が輪状に擦れている。
430は，外面と坏部内面は丹塗りされている。器壁の

剥落が激しく調整は不明。
431は，空洞上部にケズリ痕が残る。外面は丹塗りの

あとミガキが施されている。
432は，外面は丹塗りのあとミガキが施される。内面
下部にはハケ目が残る。ローリングを受けている。
433～439は，鉢である。
433は，底部はほぼ平底を呈する。体部はゆるやかに
立ち上がる。内外面とも丹塗りのあとミガキが施される。
434は，底部は丸平底を呈する。体部はゆるやかに立
ち上がる。内外面ともミガキが施されている。

435は，口縁部で内湾する。内外面とも丁寧なナデ調
整が施される。
436は，口縁部でやや内湾する。内面は丁寧なナデ調
整が施される。外面には，編物（ザル編みか）の圧痕が
残る。横方向には幅1mm強，縦方向には幅0.5mm程の材
料が用いられている。
437は，底部は平底を呈する。外面は丹塗りのあとミ
ガキが施され，内面はナデ調整が施されている。
438は，脚台付の鉢の底部である。脚部は端部でやや
外反する。脚台内面天井部は平坦に調整される。外面は
丹塗りのあとミガキが施されるが，脚部は丹があまりみ
られない。内面はミガキ状の丁寧なナデ調整が施される。
439は，底部で粘土が横にはみだす。底部外面の調整
は粗い。内面にはハケ目が残る。
440～445は，財である。
４４０．４４１は，底部は平底を呈する。胴部が張り出し，

胴部最大径に稜を有する。外面は丹塗りのあとミガキが
施される。
442は，底部は平底を呈する。胴部が張り出し，胴部

最大径に稜を有する。外面は丹塗りのあとミガキが施さ
れている。内面にケズリが施される。
443は，底部は平底を呈する。胴部が張り出し，胴部

最大径に稜を有する。外面は丹塗りのあとミガキが施さ
れている。器壁の剥落が激しい。
444は，胴部が張り出し，胴部最大径に稜を有する。
外面は丹塗りのあとミガキが施されている。内外面とも
器壁の剥落がみられる。
445は，胴部が張り出し，胴部最大径に稜を有する。
外面は丹塗りのあとミガキが施されている。外面は丹の
剥落が激しい。
446～449は，手づくねである。
446は，鉢である。平底を呈し，体部はまつすぐに立
ち上がる。粗製で器壁にひび割れがみられる。
447は，鉢である。丸平底を呈している。粗製。
448は，甕である。口縁部は内湾する。胴部に突帯が
１条廻る。
449は，甕の底部と思われる。脚部は横に張り出す。
脚台内天井部は平坦に調整される。
450は，士玉である。直径2.8cmを測り，孔径は3Hmで
ある。表面は丁寧にナデ調整されている。Ⅱ層一括で取
り上げており，時期が異なる可能性もある。
451～467は，本遺跡出土の成川式士器に伴うと考え
られる須恵器である。
451～453は，蓋付杯の蓋である。
451は，口縁部が張り出し稜を有する。天井部は比較
的平らに成形される。
452は，小片のため詳細は不明。
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第84図遺構外出土遺物(3)

稜はあまい。
456は，受部からの立ち上がりは内傾して，端部はや
や内方へ傾く。受部は外上方へのび先端部は鋭い。
457は，ハソウの口縁部～頸部である。口頸部は外反
したあと段をつくって外上方にまっすぐのびる。頸部と
口縁部との境にはわずかにつまみ出した突帯が廻る。口
縁部と頸部に櫛描波状文が施されている。断面が赤紫色

453は，口縁部がやや張り出し稜を有する。
454～456は，杯である。
454は，受部からの立ち上がりは内傾して，端部はや
や内方へ傾き，浅くくぼむ。受部はほぼ水平にのびて先
端部は鋭い。
455は，受部からの立ち上がりは内傾して，端部はや
や内方へ傾き，浅くくぼむ。受部は外上方へのび端部の
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を呈する。
458は，ハソウの底部である。尖り気味の底部を有す
る。底部内面に棒状の工具で押しつけた痕が残る。断面
が赤紫色を呈する。
459は，広口壺の口縁部である。口頸部は朝顔形に外

反し，端部は内湾して短く立ち上がる。口頸部文様帯は
突帯で区切り，２段に櫛描波状文を施す。
460は，壺の胴部である。胴部最大径付近に沈線で区
画された文様帯を有し，櫛描波状文が施されている。
461は，壺である。２段の櫛描波状文がみられる。
462は，高杯の脚部である。透かしの痕跡が２か所残
り，その位置から三方透かしであると思われる。
463は，無蓋高杯の杯部である。体部に段と突帯で区
画された文様帯を有し，櫛描波状文が施される。小片で，
径を復元しているため，把手付鉢である可能性もある。
464～467は，甕である。
464は，口縁端部は平坦に成形し，その下に断面三角
の突帯を廻らす。
465は，口縁端部上下に稜を有する。その下に断面三
角の突帯を廻らす。
４６６．４６７は，甕の胴部である。外面には平行叩き目，
内面には同心円状の当て具痕が残る。内面にやや磨り消
しの痕が残る。

引用・参考文献
田辺昭三「陶邑古窯祉群Ｉ」平安学園考古学クラブ1966
中村直子「成川式士器再考」「鹿大考古」第６号

鹿児島大学法文学部考古学研究室1987
中村浩「須恵器集成図録第１巻近畿編Ｉ」

雄山閣出版1995
中村浩「和泉陶邑窯出士須恵器の型式編年」

芙蓉書房出版2001
正岡睦夫「愛媛県今治市唐子台出士の陶質土器と古式須恵器」

『遺跡』第33号遺跡発行会1991
松井和幸「鉄製農具の変遷」『古代における農具の変遷一稲作
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財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所1994

４古代の調査
古代については，Ⅱ層～表土層にかけて土師器や須恵
器が出土した。古代に属すると思われる遺構は検出して
いない。
（１）遺物（第85図，468～476）
古代の遺物はパンケース約１箱分の遺物が出土してい
る。そのうちの９点を図化した。
468～470は土師器，471～476は須恵器である。
468は，土師器坏の底部である。底部周辺の調整が粗

と二土ご主 ”4６８

苧警惑 4７０

一-！ 蕊 簿 １
４７３

白戸鏑 ; 馴 鞭 １ ‘蝿蹴‘

４７４

4７５

０ １0cm
L=F､-=可一F-トヨ一三一戸---戸』

第85図古代出土遺物

-８６-



〈，横にはみだしている。底部切り離しは，ヘラ切りで
ある。ローリングを受けている。
469は，土師器塊の底部である。高台は端部でやや外
反する。内外面とも丁寧なナデ調整が施されている。
470は，土師器甕である。口縁部で外反する。内面屈
曲部より下位はケズリが施されている。
471は，高坏の坏部底部である。外面は成形時の回転
ナデ調整のままであるが，内面はそれを磨り消すナデ調
整が施されている。脚部との接合部ではずれている。
472は，碗の口縁部であると思われる。口縁端部が外
につまみ出される。小片のため詳細は不明。口唇端部の
一部に砂が付着している。

473は，甕の胴部である。外面は平行叩き目，内面に
は同心円状の当て具痕が残る。外面に灰が付着している。
474は，甕の胴部である。外面には平行叩き目，内面
には条痕状の当て具痕が残る。外面に灰が付着している。
475は，壺である。平底を呈し，頸部がすぼまる。外
面には平行叩き目，内面には輪積みの痕跡が残る。頸部
より上位が欠損しているが，欠損部の一部（半分程度）
に灰釉が付着しており，窯出し時に既に欠損していたと
思われる。外面の全面と内面頸部・底部に灰釉が付着し
ている。在地系の須恵器である。
476は，壺の口縁部である。外面に平行叩き目が残る。
内面は丁寧なナデ調整が施きれている。外面に灰釉が付
着している。

である。
【掘立柱建物跡２号】（第91図）
Ｂ地点のB･C-3･4区で検出した。桁行が調査区

外へ広がっている可能性があり，建物の規模については
断定できない。梁間２間×桁行３間以上の建物跡である。
建物の桁行はN33｡Eである。梁間の１間が平均1.94m,
桁行の１間が平均2.14mとなる。柱穴の掘り方は円形を
呈し，平均径は27cmを測る。深さは40cm～6cmで，平均
は36cmである。
【掘立柱建物跡３号】（第92図）
Ｂ地点のＣ-２区で検出した。梁間１問×桁行２間の

建物跡である。建物の桁行はN70｡Eである。梁間の
１間が平均2.59m,桁行の１間が平均1.92mとなる。柱
穴の掘り方は円形を呈し，平均径は29cmを測る。深さは
29Cm～18cmで，平均は23cmである。
【竪穴建物跡】（第93図）
Ａ地点のA･B-6．７区で検出した。4.12m×2.85m
の隅丸長方形を呈している。壁沿いに柱穴が廻り，内部
には２か所の柱穴が残る。
【土擴墓・夜光貝入りの土坑】（第95～第97図）
Ａ地点のＡ～Ｃ-５～８（１次調査)，１２～16区（４次

調査）で，合計24基の土擴墓を検出した。そのうちの１
基（土擴墓24号）から夜光貝が出土している。
また,A地点のＣ-５区･B-6･8区で，夜光貝入り

の土坑を検出した。
夜光貝入りの土坑は，形状が小さく土墳墓である可能
性は少ないが，検出された場所が隣接しており，何らか
の関連があると思われるので，一括して掲載する。
土墳墓の時期については，発掘調査時の認定は時期不
詳（１次調査）や近世（４次調査）とされていたが，出
土遺物の検討の結果，中世末～近世初頭とした。古銭が
出土した３基の土墳墓では，それぞれ１点ずつしか出土
していない点，開元通寶（２点）・嘉祐元寶（１点）が
出土している点，１５～16世紀の白磁の菊皿が出土してい
る点などが根拠である。
形態は基本的に円形を呈しており，座棺を使用してい
たと考えられる。
【土曠墓１号】（第95図）
C-14区で検出した。円形を呈し，上場径132cm,下

場径86cmを測る。検出面から深さ70cmを残す。壁面の観
察では掘り込みは深さ102cmが確認できる。
【土曠墓２号】（第95図）
C-13区で検出した。円形を呈していると思われるが，

小さなピットに切られており，調査区外へ広がっている
ため詳細は不明。検出面から深さ35cmを残す。
【土曠墓３号】（第95図）
B･C-13区で検出した。円形を呈し，上場径92cm,

下場径71cmを測る。検出面から深さ43cmを残す。

５中世の調査
本遺跡では中世に属する遺構・遺物が検出された。
遺構は，掘立柱建物跡３棟分・竪穴建物跡１基・土曠

墓24基・夜光貝入りの土坑３基・ピット群・溝状遺構な
どである。土壌墓の１基と土坑３基から夜光貝が出土し
ている。木下尚子氏によると夜光貝の本土での検出例は，
鹿児島県枕崎市「松之尾遺跡」についで２例目となる。
遺物は，土師器・青磁・白磁・陶器・古銭などが出土
している。青磁のうちでは，見込みに双魚文が貼付きれ
た坏が出土しており注目される。１６世紀の朝鮮白磁が１
点出土している。包含層が削平されているため，出土量
はパンケース約10箱分である。
（１）遺構・遺構内出土遺物
中世の遺構は，掘立柱建物跡３棟分・竪穴建物跡１

基・土曠墓23基・夜光貝入りの土坑３基・ピット群・溝
状遺構である。
【掘立柱建物跡１号】（第90図）
Ａ地点のＢ・Ｃ-７．８区で検出した。梁間２間×桁

行４間の総柱の建物跡である。建物の桁行はN63｡W
である。梁間の１間が平均1.88m,桁行の１間が平均
2.06mとなる。柱穴の掘り方は円形か楕円形を呈し，平
均径は49cmを測る。深ざは100cm～30cmで，平均は64cm
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第91図掘立柱建物跡２号実測図

測る。検出面から深さ126Cmを残す。
【土壌墓８号】（第95図）
C-１５区で検出した。上場は２段掘りされており楕円

形を呈し，下場は円形を呈する。上場長径135cm×短径
94cm,下場径68cmを測る。検出面から深さ78Cmを残す。
埋士中から15～16世紀代の白磁の菊Ⅲ（477）が出土し
た。
【土擴墓９号】（第95図）
C-１５区で検出した。上場はやや不整形な円形を呈し，

下場は円形を呈する。上場径79cm,下場径51cmを測る。
検出面から深さ79cmを残す。
【土曠墓10号】（第96図）
C-１２区で検出した。上場はやや不整形な円形を呈し，

下場は円形を呈する。上場長径1410m×短径112cm,下
場径59cmを測る。検出面から深さ74cmを残す。

【土曠墓４号】（第95図）
Ｂ・C-13区で検出した。円形を呈し，上場径153cm,

下場径60cmを測る。検出面から深さ90cmを残す。埋士内
から嘉祐元寶（478）が１点出土した。
【土曠墓５号】（第95図）
C-13区で検出した。上場は撹乱のためか不整形であ

るが，下場は円形を呈する。上場径105cm,下場径63cm
を測る。検出面から深さ70cmを残す。埋士内から開元通
寶（479）が１点出土した。
【土壌墓６号】（第95図）
C-13区で検出した。上場は２段掘りされており，不

整形であるが，下場は円形を呈する。上場径130cm,下
場径68cmを測る。検出面から深さ107cmを残す。
【土曠墓７号】（第95図）
C-16区で検出した。上場は楕円形を呈し，下場は円

形を呈する。上場長径153cm×短径92cm,下場径70cmを
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第92図掘立柱建物跡３号実測図

【土曠墓11号】（第96図）
D-13区（個人住宅の浄化槽になる部分）で検出した。

調査区外へ広がっているが，検出した範囲では，上場は
楕円形を呈し，下場は楕円形を呈する。図左下は後世の
ピットによって切られている。上場径76cm,下場径65cm
を測る。検出面から深さ120cmを残す。床面の中央部に
さらに掘り込みがあり，上場径44cm,下場径34cm,深さ
26cmを測る。埋士は，やわらかい黒色土であるが，掘り
込み部分は粘質があり，角礫が１点出土した。
【土擴墓12号】（第96図）
Ｂ-６区で検出した。上場は円形を呈し，下場は円形

を呈する。上場径140cm,下場径56cmを測る。検出面か
ら深さ79cmを残す。埋土中から開元通寶(480)が１点
出土した。
【土壌墓13号】（第96図）
Ｂ-７区で検出した。上場は円形を呈し，下場は円形

を呈する。上場径113cm,下場径65cmを測る。検出面か
ら深さ80cmを残す。
【土曠墓14号】（第96図）
Ｂ-８区で検出した。上場は略円形を呈し，下場は円

形を呈する。上場径122cm,下場径68cmを測る。検出面
から深さ141cmを残す。
【土擴墓15号】（第96図）
Ｂ-８区で検出した。上場は円形を呈し，下場は円形

を呈する。上場径97cm,下場径47cmを測る。検出面から
深さ109cmを残す。
【土曠墓16号】（第96図）
Ｂ-８区で検出した。上場は楕円形を呈し，下場は楕

円形を呈する。上場長径121cm×短径92cm,下場長径７７
cm×短径36cmを測る。検出面から深さ84cmを残す。
【±擴墓17号】（第96図）
Ｂ-７区で検出した。上場は円形を呈し，下場は円形

を呈する。上場径101cm,下場径65cmを測る。検出面か
ら深さ117cmを残す。
【土曠墓18号】（第96図）
Ｂ-７区で検出した。上場は楕円形を呈し，下場は円

形を呈する。上場長径134cm×短径94cm,下場径58cmを
測る。検出面から深さ118cmを残す。
【土擴墓19号】（第97図）
Ａ-７区で検出した。１次調査の初期に検出されたた

め半裁後に図面を作成している。上場は円形を呈し，下
場は円形を呈する。上場径81cm,下場径66cmを測る。検
出面から深さ90cmを残す。
【土壌墓20号】（第97図）
Ｂ-７区で検出した。１次調査の初期に検出されたた

め半裁後に図面を作成している。上場は円形を呈し，下
場は円形を呈する。上場径97cm,下場径50cmを測る。検
出面から深さ80cmを残す。
【土壌墓21号】（第97図）
Ｂ-５区で検出した。上場は不整形な略楕円形を呈し，

下場は円形を呈する。上場長径133cm×短径116cm,下
場径60cmを測る。検出面から深さ123cmを残す。
【土曠墓22号】（第97図）
Ｂ-５区で検出した。上場は略楕円形を呈し，下場は

不整形な略楕円形を呈する。上場長径120cm×短径94cm,
下場長径88cm×74cmを測る。検出面から深さ40cmを残す。
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【叶耐】（職一ｓ図）

シ
苦
識
シ
・
国
・
Ｃ
ｌ
一
国
副
郵
監
ｒ
計
。
即
吠
毒
匡
勘
日
．

罰
毒
い
つ
日
師
薑
が
。
雪
国
ｓ
蕊
粥
丙
貯
が
吠
慈
監
国
苓
伊
ｓ

鶉
吠
孟
昌
齢
謎
き
ゞ
や
噸
淀
片
ｓ
圏
言
回
齢
慈
監
Ｆ
計
。

【
叶
耐
丑
圧
Ｈ
肺
雪
】
（
拙
己
一
回
．
全
一
ｌ
や
壁
）

裳
匡
朕
什
雪
誰
今
自
峨
針
が
。
鯏
巽
宮
邑
課
Ｆ
再
来
宮
写
臥
・

香
か
ぞ
号
汽
掛
鹸
院
強
○
吋
母
作
》
怨
む
享
同
叫
び
。



ノ ノ イ
ノ ノ 『 １１

１１
１

１ ● ●

Ⅵ Ⅵ● ●

18.50m

３号一 -１７．７０ｍ
1号 -１８．５０ｍ 一■■■■■■■■■■

一 一 一 一 一 - - -

唇 愚
●

●●

唇〃
4号 -１７．７０■■■■■■■■■■■■■

●

１７．70m
一6号■■■■■■■■

5号 - 1 7 . 7 0m-

師●

●

●

7号 -１７．７０ｍ ９ 号 - 1 7 . 9 0 m一

■■■■■■■■I■■

8号 -１８．００m-

ｍ

一
１０

第95図土曠墓実測図(1)

-９５-

｝



亀 卿’
●●

●●

１２号 １３号 -1８.２０m- １ ８ ． ２ ０ ｍ 一１０号 -18 .OOm -
-

⑩③
● ● ●●

Ｃ
、Ｗ
，Ⅶ‘《,'夢 ●●

１８．20m
■■■■■■■■■■ ー１４号 １５号 -１８．２０ｍ

Ⅱ■■■■■■ ■ ■

１１号一 -１８．００ｍ

● ● ●

⑬
１７号一 -１８．２● ●

１８号 -１８．20m一

１ ６ 号 - 1 8 . 2 0 m-

1ｍ
ﾄｰ一三一戸一声=-H

第96図土曠墓実測図(2)

-９６-

Ｉ

ｊ



⑱急段 ー
一

一

● ● ●

● ● ●

一

一

一
-

１８．20m- １ ９ 号 一 18gOm20号

１８．２０ｍ
-

１８．２０ｍ
- 22号21号

⑱
愚 震aS● ●● ● ●

1 8 . 2 0 m ① - ．
-１８．２０ｍ

一

●

24号17.80m
■■■■■■■

23号
-

〃

⑳
⑳

1７．９０
-

0 1 m
与 一 一 一 F 剴

第97図土曠墓実測図(3)
鐘

18.20m１８.２０m

鯵-

０ 1ｍ 、
- 斗 吟 一 一 - - - Ｊ

第98図夜光貝入りの土坑

１０ｃｍ０

鐸轌雷蝿

を
O " 4 8 0 5 c m

毛

上三一三二エニーゴ聴 瀞
478

第99図土擴内出土遺物

-９７-

ﾛ



吟

18.10_A
、

Ｂ
-

２２
2３2３

１１ 2４2４

２２
３

２５
７

ＶＶ９８８８８ １０
１.二
１０
１.二 唾二』且行1百二一翌唾二』且行

1６1６T ５Ｉ１４
、 １ ８ ０２０

1９ 1ｍ

第１㈹図古道実測図

4８１

卜卜
4８２

凶’１

ﾐﾆどき
484

０ １０cｍ
上 戸 一 一 房 ト 作

第101図古道内出土遺物

-９８-

Ｉ

色調 備 考

１ 褐色
硬質士｡ブロック状に硬い部分がある。
硬い部分は，白色粒･鉄分の沈着がみ
られる。

２ 青灰色 硬質土。白色粒･鉄分の沈着が認めら
れる ０

３ 明褐色 硬質士。白色粒･黄色粒･鉄分の沈着
がみられる。

４ 青灰色 ②と同じ。
５ 褐色 わずかに硬い。
６ 褐色 ⑤と同じ。
７ 青灰色 ②と同じ。
８ 明褐色 ③と同じ。
８ 褐色 ①と同じ。
９ 暗褐色
10 明褐色 ③と同じ。
1１ 褐色
1２ 褐色 硬質士。白色粒･鉄分の沈着がみられ

る。
1３ 黄褐色 硬質士○

1４ 黄褐色 ⑬と同じ。
1５ 青灰色 ②と同じ。
1６ 青灰色 ②と同じ。
1７ 明褐色 ③と同じ。
1８ 明黄褐色
1９ 青灰色 ②と同じだが，やや明るい。
2０ 黒褐伝 硬質士０

2１ 明褐色 ③と同じ。
2２ 褐色 やや暗い。
2３ 褐色 やや暗い｡２３～25は，樹根か。
2４ 明黄褐色 アカホヤ
2５ 褐色 フカフカで，やわらかい。



482は，瓦質土器羽釡の口縁部である。外面口縁部下
に鍔を有する。外面にススが付着している。
483は，土師器壺の底部である。底部切り離しは糸切
りである。
484は，陶器瓶子の肩部である。頚部から広がりを
もって張り出す肩部を有する。肩部に３条の櫛目沈線が
施される。外面と内面頸部より上位には灰釉が施されて
いる。瀬戸窯，１３世紀後半と思われる。
【溝状遺構１】（第102図）
Ａ地点B-20区,C-20～22区で検出した。長さ約

21.5m,幅約1.4～2.Omを測る。検出面から深さ27cm
を残す。２～３条の溝がほぼ平行に掘り込まれており，
北西部の床面が高く南東部へ向かって下る。比高差130
cmを測る。
【溝状遺構２】（第103図）
Ｂ地点B-12区で検出した。長さ約9.2m,幅約2.Om
を測る。検出面から深さ59cmを残す。
【溝状遺構３】（第103図）
Ｂ地点Ｂ～Ｄ-２区で検出した。長さ約12.5m,幅約

1.1～1.7mを測る。検出面から深さ31cmを残す。
【溝状遺構３内出土遺物】（第１叫図，485）
溝状遺構３内からは，成川式土器の破片と，土師器が
出土している。このうちから土師器を１点図化した。
485は，土師器坏である。底部切り離しは糸切りであ
る。体部はやや内湾しながら立ち上がる。
【溝状遺構４】（第103図）
Ｂ地点Ｃ-１区で検出した。長さ約6.9m,幅約40̅

50cmを測る。検出面から深さ24cmを残す。
（２）遺構外出土遺物（第105～第107図，486～548）
【土師器】（第105図,486～507.519)
486～493は，土師器坏である。底部切り離しは，全
て糸切りである。
486は，完全品で出土している。
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士製品（通称メンコ）に転用されているものである。
520～530は，青磁碗である。説明の最後の記号は太

宰府市と上田秀夫氏の編年研究に基づいている。
520は，体部はゆるやかに立ち上がり，口縁部でやや

外反する。体部外面に鎬蓮弁が施されている。釉の発色
は緑色を呈している。Ⅱ-ｂ類。
521～523は，体部はゆるやかに立ち上がる。体部外

面に鎬蓮弁が施されている。釉の発色は青味を帯びた緑
色を呈している。Ⅱ一ｂ類。
524は，細く尖る高台を有し，ゆるやかに内湾しなが
ら立ち上がる。体部外面には鎬蓮弁が施される。高台部
先端を除いて全面に施釉され，露胎部分が赤く発色して
いる。釉の発色は淡い青色を呈し，細かい灰が内外面を
覆っている。Ⅲ-２類。
525は，体部がゆるやかに内湾しながら立ち上がる。

体部外面には鎬蓮弁が施されるが，鎬がはっきりしない。
釉の発色は淡い緑色を呈する。Ⅲ-２類。
526は，小片のため詳細は不明であるが，鎬のはっき
りしない鎬蓮弁を有する。釉の発色は淡い青色である。
Ⅲ-２類。
527は，細く尖る高台を有する。蓮弁が刻まれており，

見込みに花文がスタンプされている。高台部先端を除い
て全面に施釉され，露胎部分が赤く発色している。釉の
発色は淡い緑色を呈する。Ⅲ類か。
528は，小碗である。内湾しながら立ち上がったあと，
口縁部で外反する。釉の発色は淡い緑色を呈する。Ⅲ類。
529は，小片であるため詳細は不明であるが，内面に

草文の彫りこみが施されている。Ｃ類。
530は，口縁部外面に雷文帯を持つ。Ｃ類。
531～533は，青磁杯である。説明の最後の記号は太

宰府市の編年研究に基づいている。
531は，体部はゆるやかに内湾しながら立ち上がり，
口縁部で鋭く外反する。外面には蓮弁の削り出し文様が
施され，内面見込みには双魚文が貼付されている。Ⅲ一
4･b類。
532は，口縁部が鋭く外反し，口縁端部を直上に引き

出すものである。体部内面に丸のみ状の工具で蓮弁を表
現した文が施されている。Ⅲ-３類。
533は，口縁部が鋭く外反する。体部外面に鎬蓮弁が
施されている。釉の発色は黄味を帯びた緑色を呈してい
る。Ⅲ類。
534は，小片のため詳細は不明であるが，青磁の盤で
あると思われる。口縁部で外反し，口縁端部がやや上に
引き出されている。
535～539は，白磁である。説明の最後の記号は太宰

府市と森田勉氏の編年研究に基づいている。
535は，白磁碗である。体部は口縁部で外反する。口

唇部は口禿を呈している。Ⅸ類。

４８７．４８８．４９０は，ローリングを受けている。
494～507は，土師器小Ⅲである。底部切り離しは，
全て糸切りである。
495は，内外面の全体にススが付着しており，灯明Ⅲ
として使用された可能性がある。
496は，内外面の一部にススが付着しており，灯明Ⅱ
として使用された可能性がある。
502は，ローリングを受けている。
【陶器】（第105図，508～518）
508～518は，陶器である。
５０８．５０９は東播系，510～513は熊本県の樺万丈窯産，

514.515は岡山県の備前焼，516は愛知県の常滑窯，
518は中国南方産の交趾焼である。
508は，東播系の鉢である。端部に平坦面を有し，上

方につまみ出す。
509は，東播系の握鉢である。口縁部が肥厚し，丸み
をもつ。口唇部外面の肥厚部のみが黒色化している。
510は，樺万丈窯産の甕の胴部である。外面には山形
の叩き目が残り，内面にはハケ目が残る。
511は，樺万丈窯産の握鉢である。口唇部は平坦に調
整されている。外面には目の細かいハケ目が残り，内面
は目の粗いハケ目が残る。
512は，樺万丈窯産の甕の口縁部である。頚部で大き
く外反し，口唇部を斜め下に向けて調整している。外面
には格子状の叩き目が残り，内面にはハケ目が残る。
513は，樺万丈窯産の握鉢である。底部からほぼまつ

すぐに外側に向かって立ち上がる。口唇端部がややくぼ
み上方につまみ出す。内外面にススが付着している。
514は，備前焼の摺鉢である。端部は平坦に調整され
ている。内面に2.1cm間に６条の櫛目が施されている。
外面口唇部平坦面より下部には灰が付着している。
515は，備前焼の握鉢の底部である。内面には灰が付
着している。
516は，常滑窯産の甕の頚部である。外面には灰釉が
かかり緑色を呈している。内面は粗いナデ調整が施され
ている。
517は，常滑窯産の甕の口縁部である。口縁で大きく

外反したあと立ち上がり，「Ｎ」字状を呈している。
518は，中国南方産の壺であると思われる。肩部に１

条の沈線が廻る。外面は緑色と赤銅色に輝く釉が施され
ている。内面は灰黒色を呈する。
519は，士師器坏の底部である。底部切り離しは糸切
りである。円盤型土製品（通称メンコ）に転用されてお
り，周縁部が上下とも面取りされている。下面の全体と
上面の中央部にススが付着している。
【青磁・白磁】（第106図，520～545）
520～534は青磁，535～539は白磁，540は青白磁の合
子，541は朝鮮白磁，542～545は，青磁・白磁が円盤型
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８白糸原遺跡出土の赤色顔料

白糸原遺跡の住居内より出土した赤色顔料について走査型電子顕微鏡による形状観察とエネル
ギー分散型Ｘ線分析装置によるＸ線分析を行った。分析は鹿児島県立埋蔵文化財センター所蔵の機
器を使用し，測定は永續功治（鹿児島県立埋蔵文化財センター）が行った。
顔料とは着色剤の一種で，水には溶けない微粒子である。赤色顔料はその主成分から「ベンガ
ラ｣，「朱｣，「鉛丹」の３種類に分けられ，ベンガラは酸化第二鉄(Fe203),水銀朱は硫化水銀
(HgS),鉛丹は四酸化三鉛(Pb３０'!)を主成分とする。ベンガラはさらに原料，製法に多様性が
認められ，細分化される。赤色顔料の歴史は，古いもので1.5～２万年前に北海道，東北地方にお
いてベンガラが付着した石器や顔料原石が出土した例があり，朱は縄文時代後期から，鉛丹は古墳

時代から使われている。これまでに鹿児島県内で出土した縄文時代の赤色顔料は，ほとんどが土器
に付着したベンガラであり，水銀朱の検出は数例しかない。
分析資料はⅢ層検出３号住居（古墳時代後半期該当）より出土した赤色顔料である。住居埋土に

含まれており，大きさは約５mmの粒状で色は赤褐色～茶褐色を呈する。当センターの走査型電子顕
微鏡（日本電子製低真空SEM･JSM-5300LV)で3500倍まで拡大し，顔料の形状観察を行った結
果，パイプ状粒子が密集していることが確認できた。さらにエネルギー分散型ｘ線分析装置（日本
電子製･JED-２00１)を用い，加速電圧20.00kV,取り出し角度26.57｡,作動距離20.00mm,有
効時間１００秒の条件で分析したところ,Feの高いピークを得た。以上の結果から，この赤色顔料は
鉄を主成分としたパイプ状ベンガラであるといえる。
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９出土遺物観察表

凡 例

１口径，器高，底径，高台径の単位はcｍである。
２石器の重量の単位はgである。
３調整は，アルファベットで略している。N=ナデ調整,M
指頭圧痕,K=ケズリである。
４色調は，「新版標準土色帖」2003による。
５項目の丹内・丹外は，それぞれ内面．外面の丹塗りを示す。
６その他の欄の分数は，遺物の残存率を示している。

H = ハケ 目 , S =M=ミガキ，
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注記 地点 出土区 層 標高 形式 器種 部位 色調 胎土 備考
１ 白Ａ以下不明 Ａ 前平 深鉢 胴部 浅黄燈 粗 志風頭タイプ
２ SIB・Ｂ-３住５･１７８４ Ａ B-３ 18.065 石坂 深鉢 口縁部 黄榿
３ SIBA4m２２９２ Ａ Ａ-４ Ⅲ 17.51 縄文 深鉢 胴部 鈍黄榿 粗 下剥峯に近い
４ 白Ａ表 Ａ 表 縄文 深鉢 胴部 黒褐 粗 下剥峯に近い
５ 白A18住 Ａ A-１８ 縄文 深鉢 口縁部 灰褐 粗 下剥峯に近い
６ 白ＡⅡ Ａ Ⅱ 縄文 深鉢 胴部 赤褐 粗 下剥峯に近い
７ 白14住１ Ａ C-２０．２１ 桑ノ丸 深鉢 口縁部 緑黄 粗 口縁１／８
８ 白AB5m1517 Ａ Ｂ-５ Ⅲ 17.825 押型文 深鉢 口縁部 榿 粗 楕円
９ SIBB3～５Ⅱ Ａ B-３～５ Ⅱ 押型文 深鉢 口縁部 赤褐 粗 楕円
1０ 白AB5W756 Ａ Ｂ-５ Ⅳ 押型文 深鉢 胴部 燈 粗 楕円
1１ SIBC5m1524 Ａ Ｃ-５ Ⅲ 17.95 押型文 深鉢 胴部 燈 粗 楕円
1２ 白B５W752 Ａ Ｂ-５ Ⅳ 17.705 押型文 深鉢 胴部 燈 粗 楕円
1３ SIBB4n１５２３ Ａ Ｂ-４ Ⅱ 17.655 押型文 深鉢 胴部 燈 粗 楕円
1４ 白AB5W753 Ａ Ｂ-５ Ⅳ 17.73 押型文 深鉢 胴部 燈 粗 楕円
1５ SIBB5m1513 Ａ B-５ Ⅲ 17.73 押型文 深鉢 胴部 燈 粗 楕円
1６ SIBB5m１５１５ Ａ Ｂ-５ Ⅲ 17.74 押型文 深鉢 底部 燈 粗 楕円
1７ 6白C5m1525 Ａ C-５ Ⅲ 17.93 押型文 深鉢 胴部 燈 粗 山形
1８ 6白B５m754 Ａ Ｂ-５ Ⅲ 17.735 押型文 深鉢 胴部 榿 粗 山形
1９ 白AB5W758 Ａ Ｂ-５ Ⅳ 17.535 押型文 深鉢 胴部 燈 粗 山形
2０ SIBB4m1638 Ａ Ｂ-４ Ⅲ 18.115 曽畑 深鉢 底部 灰褐 精

注記 地点 出土区 器種 石材 長軸 短軸 重量 備考
2１ Ａ-３ 2288 Ａ Ａ-３ 石雛 黒曜石 1.3 1.25 0.36 西北九州産
2２ 16住一括 Ａ Ｂ・C-１８ 石錬 黒曜石 2.55 (1.52） 上牛鼻産
2３ B-１０nb,６ Ｂ B-１０ 石鍍 黒曜石 2.3 (0.80） 西北九州産か
2４ Ｂ-９表 Ａ Ｂ-９ 石錐 黒曜石 (1.95） 1.4 (0.55） 西北九州産力司

2５ C-１１nb Ｂ C-１１ 石鍼 鉄石英 (3.05） 1.9 (1.53）
2６ 白C22m Ａ C-２２ スクレイパー 黒曜石 刃長5.45 11.33 針尾系
2７ 白B５Ⅱ下205 Ａ Ｂ-６ スクレイパー 安山岩 刃長6.15 30.47 (サヌカイト)，挟り
2８ 白Ｂ Ｂ 磨製石斧 砂岩 22.1 6.4 (675）
2９ SIBB5m１５２９ Ａ Ｂ-５ 石斧 砂岩 (5.2） (80） 刃部
30 白A19住？５ Ａ Ｂ・C-１６ 磨製石斧 頁岩 (300） クサビに転用
3１ 7白C21m Ａ C-２１ 磨石 砂岩 11.6 1106 短軸は厚さ
3２ SIBB4m2291 Ａ Ｂ-４ 叩石 花崗岩 ，９．４ 580 短軸は厚さ
3３ SIBB4m2311 Ａ Ｂ-４ 凹石 砂岩 10.0 391 短軸は厚さ
3４ 白AB２0 Ａ B-２０ 凹叩石 砂岩 11.7 585 短軸は厚さ
3５ SIBB４１ Ａ Ｂ-４ 凹叩石 砂岩 11.4 4.6 750 短軸は厚さ

注記 形式 器種 口径 調整外 調整内 色調 備考
3６ SIB・Ａ-７住８．２０６５ 弥生 甕 ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 榿 中期前葉，口縁
3７ SIB･A-７住８．２０８６ 弥生 甕 一 Ｎ Ｎ 浅黄燈 中期中葉，口縁
3８ 白A19住 弥生 壺 1５ Ｎ Ｎ 鈍黄燈 後期，口縁，１／９

注記 形式 器種 口径 調整外 調整内 色調 備考
3９ 6白住１ 成川 甕 一 Ｎ Ｎ 燈 底，１／４
4０ SIB・B-１１住１．２０４８ 成川 壺 11.2 Ｎ Ｎ 燈 口縁，１／５
4１ SIB・B-１１住１．１２８１ 成川 壺 ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 明黄褐 口縁

注記 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
4２ SIB･B-１１住2･1299,1354ほか 成川 甕 26.6 - ー Ｈ Ｈ 燈 口縁～胴部，１／６
4３ Ｂ-１１白住2，１４１３ 成川 甕 １■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｈ Ｈ 淡黄 口縁～胴部
4４ 白B-11住2,１３４７ 成川 甕 ｑ■■■■■ - - Ｈ Ｈ 鈍黄燈 底部，１／４
4５ SIB･B-１１住２･１９８４ 成川 甕 _ ー - Ｈ N , H 燈 底部
4６ 白住2，８４１ 成川 甕 一 ■ ■ ■ ■ ■ _ Ｈ Ｎ 榿 底部
4７ SIB･B-１１住２．１３１９ほか 成川 壷 12.6 26.9 ｄ ■ ■ ■ ■ N , H 不明 完形
4８ B-１１白住2,８０２ 成川 壺 15.5 - ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ ･Ｈ Ｎ 浅黄燈 口縁，１／４
4９ B-１１白住2,７９１ 成川 壺 16.4 Ｎ ･ Ｈ Ｎ ･ Ｈ 燈 口縁，１／６
5０ B-１１白住2,７７６ 成川 壺 18.2 ー - Ｎ ･ Ｈ 不明 燈 口縁，１／９
5１ SIB･B-１１住２･１３７４ 成川 壺 - - 一 Ｎ ･Ｈ Ｎ ･ Ｈ 灰黄 口縁
5２ SIB･B-１１住2.933,1979,1981 成川 壺 _ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ ･ Ｈ N , H 浅黄榿 胴部，１／７
5３ SIB･B-１１住２･１１３６ 成川 高坏 19.4 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｍ Ｍ 燈 坏部
5４ 白住2，１３３２ 成川 高坏 - - 13.6 Ｍ Ｋ ･ Ｎ ○ 脚部
5５ 白B-11住2,１４１１ 成川 甕 20.0 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｈ Ｈ 鈍黄 口縁～底部
5６ Ｂ-２ 879 成川 鉢 6.2 2.4 M , S Ｈ 灰 ○ 手づくね，鹿の子文様
5７ B-１１白住2,１０３６ 須恵器 坏 - 4■■■■■ 4.4 Ｎ Ｎ 灰 底部
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注記 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
5８ 白3住埋土・２３３１ 成川 甕 ■■■■■ 一

■■■■■ Ｈ Ｈ Ｓ 黄榿 口縁
5９ SIB･B-９住３．２００７ 成川 甕 - ■■■■■ - Ｈ Ｈ，Ｓ 黄榿 胴部，突帯付
6０ SIB・Ｂ-９住３．１９９３，２０３１ 成川 甕 ■■■■■ ■■■■■

ー Ｎ Ｎ 燈 底
6１ SIB･B-９住３．１２４１ 成川 壺 一 - - Ｈ Ｈ，Ｓ 鈍黄燈 頚部 1／４
6２ SIB･B-９住３．１４２４ 成川 壷 ■■■■■ -

q ■■■■ Ｎ Ｎ 浅黄燈 頚部 1／1０
6３ SIB・Ｂ-９住３．１２５１ほか 成川 高坏 17.0 ■■■■■ - Ｍ Ｍ 燈 ○ ○ 坏部，１／６
6４ Ｓｍ・Ｂ-９住３．２０２３ほか 成川 高坏 1５．６ 一 - Ｍ Ｍ 燈 ○ ○ 坏部 1／６
6５ SIB・Ｂ-９住３．１１６０，１２５５ 成川 高坏 15.2 一 Ｍ Ｎ Ｍ 燈 ○ ○ 坏部 1／８
6６ 白3住2319 成川 鉢 15.9 6.1 5.0 Ｍ Ｍ 浅黄榿 ○ ○
6７ SIB・Ｂ-９住３．１１９１ほか 成川 鉢 10.5 6.1 5.0 Ｍ Ｎ 燈 ○ 完形
6８ SIB･B-９住３．１１５１，１９９８ 成川 鉢 - 一 5.8 Ｍ Ｎ 燈 ○
6９ SIB･B-９住３．１２２６ 成川 鉢？ 一 _ ■Ⅱ■■■■ Ｍ Ｎ 浅黄 ○ 底部
7０ 成川 財 12.3 17.3 4.8 Ｍ・Ｎ Ｎ 浅黄燈 ○
７１ SIB･B-９住３．１９９５ 成川 財 11.6 - １■■■■ Ｍ M , H 榿 ○ ○ 口縁，１／９
7２ SIB･B-９住３．２０１２ 成川 増 6.8 一 １■■■■ Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ ○ 口縁，１／５
7３ SIB･B-９住３．１２２８，１２３９ 成川 財 10.8 一 一 Ｍ Ｎ，Ｈ 榿 ○ ○ 口縁，１／７
7４ SIB・Ｂ-９住３．１２２９ 成川 増 ー 一 - Ｍ Ｎ 鈍榿 ○ 頚部 1／７
7５ 白3住2320 成川 ﾉ、ソウ 7.2 10.0 5.2 Ｍ Ｍ Ｎ 榿 ○ ○
7６ 白3住埋土・２３２４ 須恵器 ハソウ ■■■■■ - Ⅱ■■■■ Ｎ Ｎ 黄榿 口縁の近く
7７ 6白住４ 成川 甕 ■■■■■ 一 １■■■■ Ｎ Ｎ 榿 口縁
7８ 6白住４ 成川 壺 ■■■■■ 一 - Ｎ・Ｈ Ｎ ･ Ｈ 鈍黄榿 頸部
7９ 7Ａ住４ 須恵器 ハソ ウ 11.4 10.5 - Ｎ Ｎ 灰

注記 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
8０ SIB･B-３住5.2207,2180,1751 成川 甕 26.4 - 一 Ｎ Ｈ 口縁
８１ SIB・Ｂ-３住５．２２１０ 成川 甕 。■■■■■ -

一 Ｈ Ｈ 榿 口縁
8２ SIB･Ｂ-３住5.1724,1726,1734 成川 甕 9.9 Ｎ，Ｈ Ｎ 榿 脚部
8３ SIB・Ｂ-３住５．３～6，８ ９ １１ほか 成川 高坏 22.6 一 一 Ｍ Ｍ 浅黄燈 ○ ○ 坏部 1／2０
8４ SIB･B-３住5.1710,1759,2190 成川 高坏 一 - ■■■■■ Ｍ Ｍ 浅黄榿 ○ ○ 坏部
8５ SIB･B-３住５．１７６５ 成川 高坏 。■■■■ ー ■■■■■ Ｍ Ｈ・Ｎ 浅黄燈 ○ 脚部
8６ SIB･B-３住５．１７６９ 成川 高坏 ー - 10.0 Ｍ Ｈ・Ｎ 灰白 ○ 脚部
8７ SIB･B-３住5.17～25,1727ほか 成川 鉢 16.0 11.6 6.8 Ｍ Ｍ 淡黄 ○ ○ 完形
8８ 白B-３,５住1732 成川 鉢 10.4 5.9 ー Ｍ Ｍ 燈 ○ ○ 完形
8９ SIB・Ｂ-３住５．１７２１ 成川 鉢 一 一 5.4 Ｍ 不明 明黄褐 下半分
9０ SIB・Ｂ-３住５．１７７８，１７８３ 成川 鉢 14.0 8.6 7.2 Ｈ Ｈ 灰 緑 手づくね，完形
9１ SIB･B-３住５．１７８７ 成川 壺 9.0 10.1 5.4 Ｈ、Ｎ Ｈ 榿 手づくね，完形

注記 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
9２ SIB･B-３住６．２２４８ 成川 壷 ■■■■■ ■■■■■ 一 Ｎ Ｈ ･ Ｎ 灰黄 口縁
9３ SIB･B-３住６．２２４９ 成川 増 一 ー ■■■■■ Ｍ Ｎ 浅黄 ○ 下半分，１／７
9４ SIB･B-３住６．２２４５ 成川 増 。■■■■ｂ ー 2.6 Ｎ Ｎ 鈍黄燈 下半分
9５ SIB･B-８住７．１９４４ほか 成川 喪 29.8 - ー Ｎ・Ｋ Ｎ 燈 口縁～胴部
9６ SIB・Ｂ-８住７．１９４２ 成川 蕊 ■■■■■ _ ー Ｎ Ｎ 燈 口縁
9７ SIB・Ｂ-８住７．１９１２ 成川 甕 - q■■■■■ 11.4 Ｎ ･ Ｈ Ｎ Ｈ 榿 脚部
9８ SIB・Ｂ-８住７．２１４３ 成川 壺 Ｎ、Ｈ Ｈ Ｎ 榿 ロ縁
9９ SIB・Ｂ-８住７．１８７９ 成川 高坏 1４．４ Ｍ Ｎ Ｈ 燈 ○ 脚部
100 SIB･B-８住７．２１５９ 成川 高坏 一 ■■■■■ 13.1 Ｍ Ｎ 浅黄榿 ○ 脚部

注記 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹 外 丹内 備考
1０１ SIB・Ａ-７住８．２０５５．２０９８ 成川 甕 - I■■■■ 1１．５ Ｎ，Ｈ Ｈ 浅黄 脚
1０２ SIB・Ａ-７住８．２０９５ 成川 甕 ■■■■■ ー 一 Ｎ Ｈ 浅黄榿 口縁
103 SIB・Ａ-７住８．２０６２ 成川 甕 ー - - Ｎ ･ Ｈ Ｈ 浅黄 底
104 SIB・Ａ-７住８．２０６３ 成川 壺 ■■■■■ ■■■■■ - Ｎ，Ｈ Ｎ・Ｈ 鈍榿 胴部 1／７
1０５ SIB・Ａ-７住８．２０８５ 成川 高坏 ■■■■■ 一 ■ ■ ■ ■ ■ Ｍ Ｍ 浅黄 ○ ○ 坏部
1０６ SIB・Ａ-７住８．２０９９ 成川 高坏 一 Ｍ Ｍ 燈 ○ ○ 坏部
107 SIB・Ａ-７住８．２０５８ 成川 高坏 一 - 12.4 Ｍ Ｎ 浅黄榿 ○ 脚
108 SIB･A-７住８．２０７８ 成川 高坏 ■■■■■ ー 12.2 Ｍ Ｎ Ｈ 浅黄燈 ○ 脚
109 SIB・Ａ-７住８．２０９１ 成川 高坏 - ■■■■■ 11.7 Ｍ Ｎ 榿 ○ 脚1／８
110 SIB・Ａ-７住８．２０７７ 成川 高坏 一

-
ー Ｍ Ｎ 鈍黄燈 ○ 脚

1１１ SIB・Ａ-７住８．２０７６ 成川 鉢 一
- 8.0 Ｎ Ｎ 燈 底

1１２ SIB・Ａ-７住８．２０８７ 成川 増 一
■ ■ ■ ■ ■ Ｍ Ｎ 榿 ○ 下半分，１／３

1１３ SIB・Ａ-７住８．２０６４ 成川 甕 一 - 5.0 Ｎ Ｎ 燈 手づくね，１／４



第３９．４０図竪穴住居跡９号内出土遺物

住居跡11号内

-１１０-

｜

’

注記 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
114 白住９．５８．１４４ 成川 甕 29.3 一 - Ｈ ･ Ｎ Ｈ 燈 ほぼ完形
115 7白住９．１９１ 成川 甕 _ ■■■■■ Ｉ■■■■ Ｈ Ｎ 浅黄榿 胴部
116 7白住９．２２２ 成川 甕 ■ ■ ■ ■ ■ ■■■■■ ■■■■■ Ｈ Ｈ 燈 口縁
117 7白住９．２０３ 成川 甕 -

■■■■ ｑ■■■■■ Ｎ Ｎ 燈 胴部ツ 小さい
118 7白住９．１３ 成川 甕 一 - ー Ｈ Ｋ 鈍黄燈 底部
119 7白住９．１１０．１１５ 成川 壺 19.0 ■■■■■ 一 Ｈ Ｓ 淡黄 口縁，１／1２
120 7白住９．１２２ 成川 壺 Ｎ Ｈ 浅黄燈 胴部
121 7白住９．１０６ 成川 壺 _ ■■■■■ 一 Ｎ Ｎ 浅黄燈 底部，１／６
122 7白住9.113ほか 成川 高坏 22.4 - 1■■■■■ Ｍ Ｍ 榿 ○ ○ 坏部
123 7白住９．４０～4６．２３５ 成川 高坏 18.2 一 ■■■■■ Ｍ Ｍ 浅黄燈 ○ ○ 坏部
124 7白住９．９９ 成川 高坏 18.0 - - Ｍ Ｍ 燈 坏部，１／1０
125 7白住９．２０７ 成川 高坏 14.4 ４■■■■■ ー Ｍ Ｍ 鈍榿 ○ ○ 坏部，１／８
126 白住９ 成川 高坏 10.5 ■■■■■

一 Ｍ Ｍ 浅黄榿 ○ ○ 上半分
127 7白住９．２１７ 成川 高坏 _ - 一 Ｎ Ｎ 浅黄燈 坏部，１／５
128 7白住９．２２３．２２４ 成川 高坏 ■■■■■ ー _ Ｍ Ｍ 浅黄燈 ○ ○ 坏部
129 7白住９･３８･５０．５１ 成川 高坏 ー 13.1 Ｎ Ｈ・Ｎ 浅黄燈 脚，１／５
130 白住９ 成川 高坏 I■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ 1 ■ ■ ■ ■ ■ Ｍ M , N 浅黄 ○ ○ 脚
131 7白住９．２２．６１ 成川 高坏 ■■■■■ 一 - Ｍ H , N 黄榿 ○ 脚
132 7白住９･１９７･２２９ 成川 高坏 ■■■■■ ■■■■■ - Ｍ Ｎ ･Ｋ 榿 ○ 脚
133 7白住９．５７ 成川 高坏 _ - - Ｍ Ｎ 燈 ○ 脚
134 7白住９．１９６ 成川 高坏 ■■■■■ - - Ｍ Ｎ 鈍黄燈 ○ 脚
135 7白住９．１０５ 成川 高坏 -

■ ■ ■ ■ ■
■ ■ ■ ■ ■ Ｍ N , K 浅黄榿 ○ 脚，内面丹付着

136 7白住９．７ 成川 高坏 - ■ ■ ■ ■ ■ - Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 脚
137 7白住９．床面 成川 鉢 14.2 ■■■■■ - Ｈ Ｈ 鈍黄燈 上半分，１／1０
138 7白住９．１７８．２３９ 成川 鉢 4.2 5.3 3.5 Ｍ Ｎ 燈 ○
139 7白住９．２３０ 成川 増 - ■ ■ ■ ■ ■ 不明 不明 燈 不明 不明 完形
140 7白住９．１０．３７．２４７ 成川 増 10.0 - - Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 上半分，１／４
141 7白住９．１３５ 成川 財 ■■■■■ ー - Ｍ Ｈ ･Ｎ 明黄褐 ○ 下半分
142 7白住９．１６５ 須恵器 甕 ■■■■■ 一 一 灰
143 須恵器 坏 11.6 3.5 6.7 Ｎ Ｎ 灰
144 7白住９．５５．５６ 須恵器 ハソウ -

_
■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 灰 1／７

注記 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
145 7白住１０，１他多数 成川 甕 34.0 Ｈ Ｈ 黄榿
146 7白住1０，１２，１３，４８ 成川 甕 ■■■■■ -

- Ｈ Ｈ 浅黄燈 口縁～胴部
147 7白住1０，２６ 成川 甕 - ■ ■ ■ ■ ■

- Ｎ Ｎ 鈍褐 底部
148 7白住1０，１７，２２，２３，４１，５１ 成川 甕 _ ■ ■ ■ ■ ■ 11.0 Ｎ、Ｈ N , H 鈍黄燈 底部
149 7白住10,P6,10,12,28～30ほか 成川 高坏 20.7 一

ー Ｍ Ｍ 浅黄榿 ○ ○ 坏部
150 7白住１０,４０,P１ 成川 高坏 - ■ ■ ■ ■ ■ 13.0 Ｍ Ｎ ･ Ｋ 明黄褐 ○ 脚部
151 7白住1０，５０ 成川 高坏 - _ 12.7 N , M Ｋ 燈 脚部
152 7白住1０，１５，１６ 成川 高坏 - _ 13.2 Ｍ Ｎ ･Ｈ 明黄褐 ○ 脚部
153 7白住1０,４５ 成川 高坏 ■■■■■ 一 11.6 Ｍ Ｎ ･ Ｋ 鈍黄燈 ○ 脚部
154 7白住1０，２７ 成川 高坏 - 一 Ｍ Ｎ、Ｋ 明黄褐 ○ ○ 脚部
155 7白住1０，３ 成川 鉢 9.2 5.0 2.4 Ｍ 不明 浅黄燈 ○ 不明 完形
156 7白住１０，７白住10P１ 成川 財 6.6 10.4 4.6 Ｍ Ｎ 燈 ○
157 7白住1０，４８ 成川 増 - _ ■ ■ ■ ■ ■ Ｍ Ｎ 明赤褐 ○ 胴部，１／８

注記 形式 器
ご
ｒ
■
■
■
ロ
。

ｂ一●■５凸垂 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
158 7白住1１，７８ 成川 甕 33.2 _ ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 燈 口縁～胴部,1／８
159 7白住1１，３．６．１０．１２．１８ 成川 甕 29.5 - _ N , H Ｎ ･Ｈ 燈 口縁～胴部
160 7白住1１，１９４ 成川 甕 18.2 １４.０ 8.6 Ｎ Ｎ ･ Ｈ 燈 完形
161 7白住1１，１９４ 成川 甕 一 1■■■■■ - Ｎ Ｎ ･ Ｈ 燈 底部
162 7白住1１，１９４ 成川 壺 13.7 19.3 ー N , H N , H 燈 完形
163 7白11住159 成川 壺 15.0 22.5 - Ｎ ･ Ｈ N , H 燈
164 7白住1１，８４，８６，９５，１０７ 成川 壺 16.2 - ■ ■ ■ ■ ■ ＮｏＨ Ｎ 燈 ほぼ完形
165 7白住11,143,144他多数 成川 壺 ■■■■■ - ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 黄榿 頸部～胴部
166 7白住1１，１０２ 成川 壺 - ■ ■ ■ ■ ■ - Ｎ ･ Ｈ Ｎ 燈 胴部
167 7白住1１，３８ 成川 壷 ■■■■■

ー
■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 褐灰 頸部



第50図竪穴住居跡12･13号内出土遺物

第5３ 別図竪穴住居跡14号内出土遺物

竪穴住居跡15号内出土遺物

-１１１-

168 7白住11,56他多数 成川 高坏 21.0 - - Ｍ Ｍ 明赤褐 ○ ○ 坏部
169 7白住11,181,199,214,一括 成川 高坏 21.0 １■■■■■ ー Ｍ M , N 浅黄燈 ○ ○ 坏部
170 7白住1１，１５，３０，３５ 成川 高坏 21.0 - q■■■■■ Ｍ Ｍ 赤褐 ○ ○ 坏部
171 7白住1１，１３５ 成川 高坏 16.8 - - Ｎ Ｎ 灰白 ○ 坏部1／９
172 7白住1１，５８，５９，１０８ 成川 高坏 ■■■■■ - ■ ■ ■ ■ ■ Ｍ Ｍ 赤 ○ 坏部，１／４
173 7白住1１，９７ 成川 高坏 ■■■■■ ー 14.6 Ｍ Ｎ 明赤褐 ○ 脚部
174 7白住1１，１９４ 成川 高坏 ■■■■■ - 13.7 Ｍ N , H 灰緑 ○ 脚部
175 7白住1１，２１７ 成川 高坏 一

4■■■■■ 13.8 Ｍ Ｎ 灰緑 ○ 脚部
176 7白住1１,２０６ 成川 高坏 13.4 Ｍ Ｎ ･ Ｈ 燈 ○ 脚部
１７７ 7白住11,P-１,１ 成川 高坏 ■■■■■ - 13.8 Ｍ Ｎ 燈 ○ 脚部
178 7白住1１，２９ 成川 高坏 -

4■■■■■ Ｎ Ｎ 灰白 ○ 脚部
179 7白住1１，２２３ 成川 高坏 - 1■■■■■ 13.6 Ｍ Ｎ 黒褐 ○ 脚部,鹿の子文？
180 7白11住197 成川 鉢 10.6 3.9 Ｎ Ｎ 燈 ○ 小型の鉢
181 7白住1１，１９３．２２３ 成川 増 - - Ｍ Ｎ 浅黄 ○ 口縁
182 7白住11,一括 成川 財 1■■■■■ ■■■■■ 3.4 Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 底部，１／８
183 7白住１１･１４５･P５ 成川 増 1■■■■■ ■■■■■ 2.9 Ｍ Ｎ 浅黄 ○ 底部に線刻
184 7白住１１．１８８．１９０～192ほか 成川 甕 7.3 3.5 N , H Ｎ ･ Ｈ 榿 手づくね
185 7白住1１．１０１．１６６．１９４ 成川 壺 9.4 6.6 Ｎ Ｎ 鈍黄燈 手づくね
186 7白住1１．４０ 須恵器 甕 - - 平行 同心円 灰褐 胴部
187 7白住11一括 須恵器 甕 22.7 _ - Ｎ Ｎ 暗褐 1／1７
188 須恵器 壺 23.0 ■■■■■ - Ｎ Ｎ 暗褐 1／1８

注記 形式 器施
仏一令凸○４- 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考

189 7白住1２，３１ 成川 甕 ■ ■ ■ ■ ■ １■■■■■ Ｎ Ｎ 燈 底部
190 7白住1２，１７，４５ 成川 壷 - - ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 燈 頸部，１／６
191 7白住1２，２１ 成川 壷 ー - 7.2 Ｎ Ｎ 褐 底部
192 7白住1２，４７ 成川 高坏 一 一 - Ｍ Ｋ 燈 ○ ○ 脚部
193 7白住1２，４２ 成川 鉢 13.2 8.4 7.0 Ｎ Ｈ 灰黄褐 完形
194 7白住1２，３４ 成川 財 - 一 - Ｍ Ｎ 明黄褐 ○ ○ 口縁
195 7白住1３，４ 成川 甕 ４■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■

ー Ｈ 緑灰 胴部
196 7白住1３，２，３ 成川 壺 12.9 一 _ Ｎ Ｎ 榿 口縁，１／６

注記 形式 器■
Ｊ
″

』宅恥じ
Ｌ-ｅｑＵ幸一 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考

197 白14住６１．７４～76,土 成川 甕 39.6 ー
_ Ｈ Ｈ 燈 口縁～胴部,1/10

198 白14住６ 成川 甕 ■■■■■ - 11.0 Ｎ Ｎ 浅黄榿 脚部，１／７
199 白14住９ 成川 甕 ■■■■■ ■■■■■

- Ｈ Ｈ 鈍黄燈 胴部
200 白14住1７，１８ 2５ 成川 壺 ー Ｈ Ｎ ･ Ｈ 浅黄燈 胴部
201 白14住1７ 成川 壺 ■■■■■ - - Ｎ Ｎ 褐 胴部
202 7白住1４，４８ 成川 壺 毎一 ー

- Ｎ Ｎ 浅黄燈 底部ツ

203 白14住2１ 成川 壺 ■■■■■ ■■■■■ 9.2 Ｎ Ｎ 榿 底部，１／６
204 白14住1９ 成川 壷 ■■■■■ ■■■■■ 4.0 Ｎ Ｎ 明褐 底部
205 7白住14.15-25 成川 高坏 _ ■■■■■ 14.0 Ｍ H , K 鈍黄榿 ○ 脚部
206 7白住1４，５０，５１ 成川 高坏 一 ■■■■■ 13.0 Ｍ N , K 明黄榿 ○ 脚部
207 7白住1４，２０ 成川 高坏 - 一 ■■■■■ Ｍ N , K 灰緑 ○ 脚部
208 7白住1４，７９ 成川 鉢 17.0 8.1 Ｎ ･ Ｈ M , K 燈 完形
209 白14住士 成川 鉢 Ｈ Ｈ 燈 口縁
210 白14住５，４０，４１，４４，５８ほか 成川 増 １１．０ 13.3 6.5 Ｍ Ｍ ･ Ｈ 燈 ○ ○ 完形
211 7白住14内 須恵器 ハソウ ■■■■■ - Ｎ Ｎ 口縁，１／９
212 白14住5３ 石器 砥石 ■■■■■ ■■■■■ - 砂岩

注記 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
213 白A15住１ 成川 甕 21.4 ■■■■■ _ Ｈ Ｈ 燈
214 白A15住 成川 甕 ■ ■ ■ ■ ■ ■■■■■ 11.3 Ｎ Ｎ 榿 底部
215 白A15住 成川 甕 ■ ■ ■ ■ ■ ■■■■■

- Ｎ ･ Ｈ N , H 榿 底部
216 白A15住 成川 壷 16.8 -

■■■■■ Ｈ Ｎ 燈 口縁，１／６
217 白A15住 成川 壺 Ｎ、Ｈ Ｎ、Ｈ 燈 口縁
218 白A15住７ 成川 壺 ■ ■ ■ ■ ■ - - Ｎ Ｎ 榿 胴部
219 白A15住４ 成川 高坏 16.8 _ ■■■■■ N , H N , H , M 浅黄榿 ○ ○ 坏部
220 白A15住 成川 高坏 15.4 - - Ｍ Ｍ 燈 ○ ○ 坏部
221 白A15住 成川 高坏 ■ ■ ■ ■ ■ ■■■■■ 13.0 Ｍ N , K 浅黄 ○ 脚部
222 白A15住８ 成川 高坏 一 ■■■■■

- Ｍ Ｎ、Ｋ 浅黄燈 ○ 脚部
223 白A15住1１ 成川 財 - ■ ■ ■ ■ ■

- Ｎ ･ Ｍ Ｎ 燈 ○ 胴部1／８
224 白A15住 石器 砥石 ■ ■ ■ ■ ■ _ ■■■■■ 砂岩



’
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第糾図竪穴住居跡17号内出土遺物

｜
｜
’

-１１２-

’

注記 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
225 白A16住14,15他多数 成川 甕 24.4 25.6 10.4 Ｎ Ｎ 明赤褐 完形
226 白A16住 成川 甕 24.0 23.1 Ｍ Ｈ 燈 完形，１／４
227 白A16住２５．２６他多数 成川 甕 22.0 23.1 7.2 Ｎ・Ｈ N , H 明赤褐 完形

228 白A16住3５ 成川 甕 18.2 16.1 N , S H , K , S 燈 完形

229 白A16住6３ 成川 甕 一 ■ ■ ■ ■ ■ 12.0 Ｎ Ｎ 鈍褐 脚部

230 白A16住2８,３２ 成川 甕 - 1■■■■■ 9.6 Ｎ Ｎ 浅黄燈 下

231 白A16住 成川 甕 一 14.4 Ｎ Ｎ 燈 脚部，１／５
232 白A16住２ 成川 甕 28.0 1■■■■■ ■■■■■ Ｎ Ｎ 明黄褐 口縁～胴部
233 白A16住64,白A19住4他多数 成川 壺 30.0 - _ Ｎ Ｎ 赤褐 口縁～胴部

234 白A16住 成川 甕 25.8 ー - Ｎ ･Ｈ Ｎ 明赤褐 口縁～胴部
235 白A16住 成川 甕 -

ー 11.0 Ｎ Ｎ 明赤褐 脚部
236 白A16住 成川 甕 一 一 Ｎ Ｎ 燈 脚部
237 白A16住4０ 成川 甕 一 ー 10.5 Ｎ Ｎ 燈 脚部
238 白A16住4５ 成川 甕 _ ■■■■■ 12.0 Ｎ Ｎ 赤褐 脚部，１／４
239 白A16住 成川 甕 11.6 Ｈ Ｎ 明赤褐 脚部，１／４
240 白A16住 成川 甕 29.0 一 ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ ･ Ｈ Ｎ 明赤褐 口縁～胴部,1／９
241 白A16住 成川 甕 ー - 10.9 Ｎ Ｎ 燈 胴部～脚部
242 白A16住5４･５５ 成川 甕 - - 11.0 Ｎ Ｎ 鈍榿 下
243 白A16住 成川 壷 13.8 - _ Ｎ N , S 燈 口縁～胴部,1／４
244 白A16住 成川 壷 18.2 - - Ｎ N , S 鈍黄褐 口縁，１／８
245 白A16住 成川 壷 18.4 4■■■■■ _ N , H Ｎ 淡黄 口縁
246 白A16住 成川 壺 17.0 q■■■ ■ ｑ■■■■■ Ｎ N , S 明赤褐 口縁，１／1７
247 白A16住 成川 壺 19.4 I■ ■ ■ ■ - Ｎ Ｎ 明赤褐 口縁，１／４
248 白A16住 成川 壺 15.0 _ Ｎ Ｎ 緑黄 口縁，１／７
249 白A16住4４ 成川 壺 _ - ■■■■■ Ｈ Ｎ 榿 ほぼ完形
250 白A16住 成川 壺 - 4■■■■■ ー Ｈ H , S 燈 口縁～胴部
251 白A16住 成川 壺 13.8 ■■■■■ - N . H Ｎ 燈 口縁
252 白A16住 成川 壷 22.4 ■■■■■ - Ｎ Ｎ 浅黄燈 口縁～胴部
253 白A16住９ 成川 高坏 14.2 12.0 10.6 Ｎ、Ｍ Ｍ，Ｈ 浅黄榿 ○ ○ 完形
254 白A16住2,１１ 成川 高坏 21.0 - ■■■■■ Ｍ Ｍ 赤褐 ○ ○ 坏部
255 白A16住 成川 高坏 - １■■■■■ 13.0 Ｎ ･ Ｍ Ｈ 鈍褐 ○ 脚部，１／８
256 白A16住 成川 高坏 ■■■■■

■■■■■ 12.6 Ｍ Ｎ ･ Ｈ 明赤褐 ○ 脚部，１／４
257 白A16住７ 成川 高坏 12.1 Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 脚部,1/８
258 シラⅣ16住４３？ 成川 高坏 ■■■■■ ■■■■■ 11.6 Ｍ Ｎ ･ Ｋ 燈 ○ 脚部
259 白A16住 成川 高坏 一 ■■■■■ _ Ｍ Ｋ 明赤褐 ○ 脚部
260 白A16住 成川 高坏 一 - ■■■■■■ Ｍ N , K 浅黄燈 ○ 脚部
261 白A16住 成川 高坏 -

１■■■■■
一 Ｍ Ｎ 明赤褐 ○ 脚部

262 白16住10,白A16住３？ 成川 鉢 17.6 13.4 6.0 Ｎ Ｎ 黒褐 完形
263 白A16住5１,５７,６０,６１ 成川 鉢 20.6 13.8 8.2 Ｎ Ｎ 榿 完形
264 白A16住P１ 成川 鉢 16.4 - q■■■■■ Ｎ Ｎ 榿 ほぼ完形
265 白A16住５ 成川 鉢 13.6 6.1 Ｍ 不明 赤褐 ○ 不明 ほぼ完形
266 白A16住 成川 財 ■■■■■ - ■ ■ ■ ■ ■ Ｍ Ｎ 鈍赤褐 ○ 上
267 白Ⅳ16住1６ 成川 財 ー - Ｍ Ｎ，Ｈ 浅黄 ○
268 白A16住3８ 成川 財 一 - Ｍ Ｎ 燈 下
269 白A16住 成川 増 -

ー ｑ■■■■■ Ｎ Ｍ 赤褐 ○ 下
270 白A･16住１ 須恵器 杯 1１ ■ ■ ■ ■ ■

一 Ｎ Ｎ 灰

注記 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
271 白A17住 成川 甕 一 一 ■■■■■ Ｎ Ｎ 鈍黄燈 口縁～胴部
272 白A17住 成川 甕 一 - Ｎ Ｎ 燈 口縁～胴部
273 白A17住 成川 壺 17.4 _

ー Ｎ Ｎ 燈 ほぼ完形
274 白A17住 成川 壺 11.2 ー ■■■■■ Ｈ Ｈ 浅黄 口縁，１／７
275 白A17住 成川 高坏 一 一 ■■■■■ Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 脚部
276 白A17住 成川 鉢 14.0 5.5 - Ｎ Ｎ 赤褐 ほぼ完形

277 白A17住 成川 財 9.0 ー 1■■■■■ Ｍ Ｍ 燈 ○ ○ 口縁，１／６
278 白A17住 成川 財 一 _ - Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 胴部，１／８
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注記 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
279 白18住2，４ 成川 甕 30.0 27.0 9.6 Ｎ ･Ｈ Ｎ 浅黄榿 完形
280 白18住8９，１２３ 成川 甕 24.6 29.6 10.6 Ｎ N , S 燈 完形
281 白A18住１２７,１３６ 成川 甕 25.8 ー

_ Ｎ N , K 燈 口～胴，１／４
282 白18住168,172 成川 甕 19.9 13.2 Ｎ N , S 榿 完形
283 白18住4５ 成川 甕 31.0 ■■■■■ _ Ｎ Ｎ 燈 口～胴
284 白A18住 成川 甕 33.0 1■■■■■ ■■■■■ Ｎ Ｎ 鈍黄榿 口～胴
285 白A18住 成川 甕 25.0 - - N , H Ｎ ･ Ｈ 鈍榿 口～胴
286 白A18住 成川 甕 19.6 - - N , H N , H 鈍黄燈 口～胴，１／７
287 白A18住3３ 成川 甕 21.6 ■■■■■

■■■■■ Ｎ N , H 口～胴
288 白A18住6５ 成川 甕 33.6 ■■■■■ - N , H Ｎ ･Ｈ 燈 口～胴
289 白A18住柱７ 成川 甕 29.6 - - N , H Ｎ 浅黄 口～胴，１／７
290 白A18住8９ 成川 甕 25.0 １■■■■■ ■■■■■ Ｎ Ｎ 鈍赤褐 口～胴
291 白A18住149 成川 甕 24.0 一 ■■■■■ N , H Ｈ 鈍黄榿 口～胴，１／６
292 白A18住 成川 甕 _ - 5.2 Ｎ Ｎ 暗灰黄 手づくね,底部,1／７
295 白A18住5５ 成川 甕 10.7 Ｎ Ｎ 明赤褐 底部
296 白A18住 成川 甕 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 11.6 Ｎ ･ Ｈ Ｎ ･ Ｈ 燈 底部
297 白A18住 成川 甕 - - 11.4 N , H Ｎ 灰黄褐 底部
298 白A18住184,185 成川 甕 - - Ｎ Ｈ 鈍榿 底部
299 白A18住 成川 甕 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 9.8 N ,H ,S Ｎ 鈍赤褐 底部
300 白A18住 成川 甕 ■ ■ ■ ■ ■ - _ Ｎ Ｎ 明赤褐 手づくね，底部
301 白A18住39,47,126,132,137～139 成川 壺 14.0 30.9 q■■■■■ N , H N , S 榿 完形
302 白A18住1４０．１４１ 144～147 成川 壷 14.6 27.6 - Ｎ・Ｋ Ｋ 燈
303 白A18住115～1２０．１２２･１７３ 成川 壺 12.6 25.9 - N , H N , S 燈
304 白A18住133,134 成川 壷 11.0 21.1 N , H Ｎ 黒 完形
305 白A18住 成川 壷 18.0 - _ Ｎ Ｎ 黒 口縁
306 白A18住4３,５１ 成川 壺 11.5 - _ Ｎ Ｎ 赤褐 口縁
307 白A18住 成川 壺 17.0 ■ ■ ■ ■ ■ - Ｎ Ｎ 暗灰 口～胴，１／４
308 白A18住 成川 壺 12.4 ■ ■ ■ ■ ■ - Ｎ ､ Ｈ Ｎ ･ Ｈ 燈 口～胴，１／６
309 白A18住 成川 壺？ 13.4 - ■ ■ ■ ■ ■ Ｍ Ｍ 浅黄榿 ○ ○ 高坏か，１／2０
310 白A18住 成川 壺 15.0 一 ■ ■ ■ ■ ■ N , H Ｎ 黄褐 口縁
311 白18住1８，２０ 成川 壺 - ■ ■ ■ ■ ■ ー Ｎ Ｎ 褐榿 頚部～胴部
312 白A18住24～2６ 成川 壺 - - _ Ｈ Ｈ 鈍黄榿 肩～胴
313 白A18住８５･８８ほ力。 成川 壺 17.8 52.1 ー Ｈ Ｈ 燈
314 白A18住 成川 壺 1■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 N , H Ｎ ･ Ｈ 黒褐 肩部
315 白A18住 成川 壷 1■■■■■ - ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 燈 胴部
316 白A18住169 成川 壺 一 ■ ■ ■ ■ ■

_ Ｎ Ｎ 鈍榿 底部
317 白A18住6８ 成川 壺 - ■ ■ ■ ■ ■ ー Ｈ Ｎ 燈 底部
318 白A18住 成川 壺 9.2 ■ ■ ■ ■ ■ ー Ｍ Ｍ 榿 ○ ○ 口縁部，１／７
319 18住6３ 成川 高坏 18.8 16.5 15.7 Ｍ N ,M , K 榿 ○ ○ 完形
320 白18住4８ 成川 高坏 21.8 Ⅱ■■■■ - Ｍ Ｍ 浅黄榿 ○ ○ 坏部
321 白18住1３ 成川 高坏 20.8 - Ｍ Ｍ 浅黄燈 ○ ○ 坏部
322 白A18住4６ 成川 高坏 20.6 - Ｍ Ｍ 燈 ○ ○ 坏部，１／５
323 白A18住6０,７４ 成川 高坏 20.0 - ■ ■ ■ ■ ■ Ｍ Ｍ 浅黄燈 ○ ○ 坏部
324 白A18住９ 成川 高坏 18.6 _

■ ■ ■ ■ ■ N , M Ｎ 浅黄燈 ○ ○ 坏部
325 白A18住 成川 高坏 15.4 ■ ■ ■ ■ ■ 一 Ｍ Ｍ 浅黄榿 ○ ○ 坏部
326 白A18住30 成川 高坏 14.0 ■ ■ ■ ■ ■ - Ｍ Ｍ 燈 ○ ○ 坏部，１／５
327 白A18住 成川 高坏 12.8 - ■ ■ ■ ■ ■ Ｍ Ｍ 燈 ○ ○ 坏部，１／９
328 白A18住 成川 高坏 一 _ _ Ｍ Ｍ 浅黄榿 ○ ○ 坏部の底部
329 白A18住2１ 成川 高坏 ■■■■■ １■■■■■ ■■■■■ Ｍ Ｍ 燈 ○ ○ 坏部の底部
330 白A18住7５ 成川 高坏 15.0 Ｍ Ｎ 鈍黄燈 脚部,1 /20
331 白18住124 成川 高坏 - - 13.4 Ｎ ･ Ｍ Ｎ ･ Ｋ 浅黄榿 ○ 脚部
332 白A18住143 成川 高坏 ■■■■■ _ 14.4 Ｍ Ｎ ･ Ｋ 浅黄 ○ 脚部，１／６
333 白A18住160 成川 高坏 ■■■■■ - 13.2 Ｍ N , K 鈍黄榿 ○ 脚部
334 白18住一括 成川 高坏 ■■■■■ - 12.0 Ｍ Ｎ、Ｋ 榿 ○ 脚部，１／６
335 白A18住2２ 成川 高坏 ■■■■■ - 11.6 Ｍ Ｎ ･ Ｈ 燈 ○ 脚部
336 白18住7８ 成川 高坏 ■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ 11.6 N , M Ｎ 浅黄榿 ○ 脚部
337 白A18住 成川 高坏 - Ｑ■■■■ ー Ｍ Ｋ 赤 ○ 脚部
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338 18住2２ 成川 鉢 17.1 11.6 _ N , H N , H 鈍黄燈 完形
339 白A18住 成川 鉢？ 15.6 一 - Ｎ Ｎ 灰緑 口縁，１／５
340 白A18住5３ 成川 鉢 16.6 8.1 Ｎ Ｎ 榿 完形
341 白18住3５ 成川 鉢 15.2 7.3 1■■■■■ Ｍ Ｍ 浅黄榿 ○ ○
342 白18住1７ 成川 鉢 15.0 - Ｍ Ｍ 鈍黄燈 ○ ○
343 白A18住 成川 鉢 14.8 - - Ｈ Ｈ 鈍黄燈 口縁，１／８
344 白A18住 成川 鉢 11.8 ー - Ｍ Ｍ 浅黄燈 ○ ○ ほぼ完形，１／４
345 白A18住 成川 鉢 15.8 ■■■■■ ■■■■■ Ｎ N , H 黄灰 口縁1／４
346 白18住181 成川 鉢 10.6 6.3 2.5 Ｍ Ｍ 浅黄燈 ○ ○
347 白A18住 成川 鉢 10.4 5.1 3.2 Ｍ Ｍ 浅黄燈 ○ ○ 完形，１／８
348 白A18住5０ 成川 鉢 ■■■■■

- １■■■■■ Ｍ Ｎ 鈍黄燈 底部
349 白A18住 成川 鉢 ■■■■■ - ■■■■■ Ｎ ･ Ｍ Ｎ 樟 ○ 底部
350 白A18住 成川 鉢 - 一 N , M N , M 燈 ○ ○ 底部，１／４
351 白A18住 成川 鉢 ■■■■■ ■■■■■ 6.6 Ｎ ･ Ｍ Ｎ 燈 ○ ○ 底部，１／４
352 白A18住 成川 鉢 ■■■■■

■■■■■ Ｎ Ｎ 灰黄 底部
353 白A18住 成川 鉢 ■■■■■ ■■■■■ 8.2 N , S Ｎ 鈍黄 底部
354 白18住161 成川 増 13.2 17.4 Ｍ Ｎ 燈 完形
355 白1８住1２ 成川 増 10.8 13.9 6.0 Ｍ Ｈ 燈 ○
356 18住184 成川 増 10.3 Ｍ N , M 燈 ○ ○
357 白A18住 成川 増 10.8 ■■■■■■ - Ｎ Ｎ 榿 ○ 口縁，１／８
358 白A18住 成川 増 10.6 - - Ｍ Ｎ 榿 ○ 口縁，１／８
359 白A18住 成川 増 7.2 一 - Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 口縁
360 白A18住106,107,108,179 成川 増 ■■■■■

■ ■ ■ ■ ■
- Ｍ Ｎ ･ Ｍ 浅黄燈 ○

361 18住101 成川 財 1■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ 3.8 Ｍ Ｎ 浅黄 ○
362 白A18住 成川 財 一 ■ ■ ■ ■ ■ _ Ｎ Ｎ 浅黄燈 ○ 上部，１／４
363 白A18住 成川 増 一 ■ ■ ■ ■ ■ 一 Ｍ Ｎ 榿 ○ 上部，１／５
364 白A18住 成川 増 一 - Ｍ N . H 鈍榿 ○ 上部，１／1１
365 白A18住157 成川 増 ■ ■ ■ ■ ■ 一 ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ ･ Ｍ Ｎ 鈍赤褐 ○ 上部，１／６
366 白A18住110 成川 財 -

1■■■■■
■ ■ ■ ■ ■ Ｍ Ｎ 燈 ○ 上部，１／９

367 白A18住153 成川 増 _ - ■ ■ ■ ■ ■ Ｍ N , H 榿 ○ 上部，１／８
368 白A18住175 成川 端 - - 4.6 Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 頚部～胴部
369 白A18住1４ 成川 増 _ 一 N , M Ｈ 榿 ○ 下半分
370 白A18住4４ 成川 増 - ■ ■ ■ ■ ■ - Ｍ Ｎ 燈 ○ 下部，１／４
371 白A18住 成川 増 - q■■■ ■ 3.1 Ｍ Ｈ 浅黄燈 ○ 下部，１／５
372 白A18住6１,７０ 成川 ハソウ _

■■■■■ 4.0 Ｎ Ｎ 浅黄燈 ほぼ完形
373 白A18住 成川 ハソウ - ー Ｍ Ｎ ･ Ｈ 燈 ○ 上部，１／６
374 白A･１８住 成川 不明 - 2.9 一 Ｍ Ｍ 浅黄 ○ ○ 手づくね
375 白A18住156 須恵器 甕 _ 一 ■■■■■ Ｎ Ｎ 黒褐 胴部
376 鉄製品 鋤鍬先 Ｕ字型

注記 形式 器 重 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
377 白A19住６,３２他 成川 甕 30.0 1■■■■■

ー Ｎ ･ Ｈ Ｎ 明赤 口縁～胴部
378 白A19住3３ 成川 甕 一 - 10.2 Ｎ Ｎ 明黄褐 脚部
379 白19住 成川 甕 - ■■■■■ - Ｎ Ｎ 明赤灰 底部
380 白A19住 成川 甕 - - ー Ｈ Ｈ 鈍榿 口縁，二重突帯
381 白19住5９ 成川 壺 13.0 ■■■■■ - N , H N , H 鈍黄燈 口縁，１／2４
382 白A19住 成川 壷 - 一 _ Ｎ Ｎ 褐 頚部
383 白A19住7４ 成川 壺 一 - 一 Ｎ Ｎ 褐 胴部～底部
384 白A19住1５ 成川 壺 - ■■■■■ - Ｎ Ｎ 褐 底部，１／５
385 白A19住 成川？ 壷 一

一 8.6 Ｎ Ｎ 鈍黄燈 底部,１/1０
386 白A19住 成川 高坏 一 ■■■■■ - Ｍ Ｍ 浅黄燈 ○ ○ 坏部
387 白A19住4９ 成川 高坏 -

■■■■■ 13.0 Ｍ N , K 燈 ○ 脚部
388 白A19住2２ 成川 高坏 _ - 14.0 Ｍ N , H 赤褐 ○ 脚部，１／４
389 白A19住8,３１ 成川 高坏 13.6 Ｍ Ｎ・Ｋ 赤褐 ○ 脚部，１／３
390 白A19住 成川 増 _ ー ■■■■■ Ｍ Ｎ 榿 ○ 胴部，１／５
391 白19住3０ 成川 増 14.0 - - Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 口縁，１／８
392 白A19住1７ 成川 鉗 ｡■■■■ 一 4.6 Ｎ ･ Ｍ N , H 浅黄燈 ○ 下
393 白A19住 須恵器 甕 4■■■■ _ 1 ■ ■ ■ ■ ■ 平行 Ｎ 灰
394 白A19住6４ 須恵器 坏蓋 ■■■■■ ■■■■■ - Ｎ Ｎ 灰 1／６
395 白A19住1２ 須恵器 坏蓋 一 - ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 灰 外面黒褐色,1／９
396 白A19住 須恵器 高坏 一 一 ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 灰白 三角透かし
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注記 遺構 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
397 白A18住5４,５７ 18住 成川 高坏 20.6 一 ■■■■■ Ｍ Ｍ 明赤褐 キザミ目付
398 SIBB7P66 P6６ 成川 高坏 ■■■■■ ■■■■■ 1■■■■■ 不明 Ｍ 浅黄榿 不明 ○ キザミ目付
399 白A18住 18住 成川 高坏 - - _ Ｍ 不明 浅黄榿 ○ 不明 キザミ目付
400 白先トレ内ⅡB,C 成川 高坏 - - - Ｍ 不明 明赤褐 ○ 不明 キザミ目付

注記 遺構 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
401 SIB・Ｂ-３住５･１７７５ 5住 成川 高坏 ■ ■ ■ ■ ■ - １２．３ Ｍ N , K 燈 ○ 脚部
402 7白住1１，２１８ 11住 成川 高坏 ■ ■ ■ ■ ■ ｑ■■■■■ 13.6 Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 脚部
403 白14住1６ 14住 成川 高坏 一 １■■■■■ 13.1 Ｍ N , K 浅黄燈 ○ 脚部
404 白18住6９ 18住 成川 高坏 I■■■ ■ １■■■■■ 13.8 Ｍ Ｎ ･ Ｋ 榿 ○ 脚部
405 7白住1０，１４ 10住 成川 高坏 ■ ■ ■ ■ ■ - ■■■■■ Ｍ N , K 浅黄燈 ○ 脚部
406 7白住9，４９ 9住 成川 高坏 ー ■■■■■ - Ｍ N , M 燈 ○ ○ 坏部
407 白A18住柱７ 18住 成川 高坏 1■■■■■ - 14.8 Ｍ N , K 浅黄燈 ○ ○ 脚部，１／1１
408 S肥．B-８．９住３．１１９７ 3住 成川 高坏 1■■■■■ 一 14.7 Ｍ Ｎ 浅黄榿 ○ 脚部，１／８
409 白ＡⅡ 成川 蓋？ - Ｍ Ｎ 燈 ○ つまみ？

注記 形式 器種 口径 器高 底径 調整外 調整内 色調 丹外 丹内 備考
410 白ミゾ8na309 成川 甕 30.6 I■■■■■ - Ｎ Ｎ 燈 口～胴
411 7白ミゾ８ 成川 甕 20.6 ー _ Ｎ N , K 榿 口～胴
412 注記なし 成川 甕 - 一 - N , H Ｎ 燈 口縁
413 6白B11,Ib 成川 甕 ■■■■■ 一 Ｈ Ｎ 榿 胴～底部
414 8白ミゾ８ 成川 甕 ー 』■■■■■ Ｈ Ｈ 燈 底部
415 白AB２0 成川 甕 -

- Ｎ ･ Ｈ Ｎ ･ Ｈ 燈 底部
416 8白 古墳 甕 20.6 Ｉ■■■■■ - Ｈ Ｎ ･ Ｈ 浅黄燈 口～胴，在地系ではない
417 8白 成川 壺 9.3 - - Ｎ Ｎ 榿 口～胴
418 表採 成川 壺 14.2 4■■■■ - Ｎ ･ Ｈ Ｎ 燈 口縁
419 白AB２0 成川 壷 - - Ｎ Ｎ 浅黄燈 底部
420 7白C１ミゾ8,１５,４３,８８ 成川 壷 -

■ ■ ■ ■ ■ - Ｎ Ｎ 燈 肩部，幅広
421 8白ＢⅡ 成川 壺 一

- Ｍ Ｍ 燈 ○ ○ 口縁，１／７
422 白ミゾ8na291 成川 高坏 19.8 - ー Ｍ N , M 浅黄燈 ○ ○ 坏部
423 白ＡⅡ 成川 高坏 15.6 一 一 Ｎ Ｎ 鈍黄燈 坏部
424 白AC20 成川 高坏 12.9 一 - Ｍ Ｍ 浅黄燈 ○ ○ 坏部
425 白浄化そうⅡ 成川 高坏 13.4 _ ■■■■■ Ｍ Ｍ 黄榿 ○ ○ 坏部
426 白ＡⅡ 成川 高坏 13.2 ■■■■■ - Ｍ Ｍ 浅黄燈 ○ ○ 坏部
427 白ＡⅡ 成川 高坏 １■■■■■

_ 13.6 Ｎ・Ｍ N , H 明黄褐 脚部
428 白Ａ表 成川 高坏 - 一 13.2 Ｍ Ｎ 明赤褐 脚部
429 7白C1ミゾ8,９２ 成川 高坏 ■■■■■ ー 11.6 Ｍ Ｎ 浅黄榿 ○ 脚部
430 6白A７n671 成川 高坏 ■■■■■ - ■■■■■ Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ ○ 脚部
431 白Ａ溝１ 成川 高坏 _ 4■■■■ - Ｍ Ｎ 燈 ○ 脚部
432 8白Ａ表層一括 成川 高坏 - - - Ｍ Ｈ 燈 ○ 脚部
433 白ＢⅡ 成川 鉢 4.6 Ｍ Ｍ 燈 ○ 完形
434 白ＢⅡ 成川 鉢 ー Ｍ Ｍ 浅黄燈 ○ 完形，１／８
435 白 成川 鉢 16.6 ー

- Ｎ Ｎ 燈 1／1１
436 成川 鉢 9.7 ■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 燈 1／９
437 白AB２0１ 成川 鉢 - - 5.5 Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 底部
438 8白 成川 鉢 ー - 8.1 N , M Ｎ 燈 ○ 底部
439 白AC20 成川 鉢 4■■■■■ - 7.8 Ｎ Ｈ 榿 底部
440 8白ＢⅡ 成川 財 4■■■■■ _ Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 下
441 8白ＢⅡ 成川 財 一 Ｍ Ｎ 浅黄燈 ○ 下
442 8白ＢⅡ 成川 土甘 ■■■■■ _ Ｍ Ｎ ･ Ｋ 浅黄燈 ○ 下
443 SIBC3m1526 成川 財 一 ■ ■ ■ ■ ■ Ｍ Ｎ 燈 ○ 下
444 STRR８n４９２ 成川 財 1■■■■■ ー - Ｍ Ｎ 榿 ○ 下部
445 白Ａ溝１ 成川 財 q■■■■■ 一 - Ｍ Ｎ 燈 ○ 体部，１／８
446 8白ＢⅡ 成川 鉢 4.7 2.0 Ｎ Ｎ 鈍黄燈 手づくね，完形，１／４
447 8白ＢⅡ 成川 鉢 4.0 ３０ ■■■■■ Ｎ Ｎ 浅黄 手づくね，完形
448 白ＢⅡ 成川 甕 4.8 １■■■■■ 1■■■■■ Ｎ Ｎ 燈 手づくね,口～胴,1／５
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449 白BP59 成川 甕 一 ー Ｎ Ｎ 鈍黄 手づくね，底部
450 8白ＢⅡ一括 古墳 士玉 径 孔径 褐
451 白Ａ溝１ 須恵器 杯蓋 1４０ ■■■■■

■■■■■ Ｎ Ｎ 灰 外面黒褐色釉，１／８
452 須恵器 杯蓋 ■■■■■

■■■■■ - Ｎ Ｎ 灰 外面黒褐色釉
453 SIBB８n 須恵器 杯蓋 - ■■■■■■ ■■■■■ Ｎ Ｎ 灰
454 白 須恵器 杯 11.5 - 1■■■■■ Ｎ Ｎ 灰 口縁，１／９
455 白ＢⅡ 須恵器 杯 10.8 ■■■■■ - Ｎ Ｎ 灰 口縁，受有，１／５
456 白Ｂ 須恵器 杯 12.6 - Ｎ Ｎ 灰 口縁，受有
457 白ミゾ9，３１７ 須恵器 ハソウ 9.2 一 - Ｎ Ｎ 灰 口縁，１／７
458 白B7n 須恵器 ハソウ ■■■■■ ー ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 灰 底部，１／８
459 白ＡＢ？１８ⅡＣ 須恵器 壺 15.4 -

- Ｎ Ｎ 灰 口縁，櫛描波状文
460 白BP58 須恵器 壷 ー

■■■■■ 1■■■■ Ｎ Ｎ 灰 肩部
461 白Ａ・C２0 須恵器 壷 _ ■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 灰白
462 7白ミゾ9，４０７ 須恵器 高坏 ■■■■■ - - Ｎ Ｎ 灰 脚部
463 白AC1９ 須恵器 高坏 13.3 - - Ｎ Ｎ 黄灰 櫛描波状文,口縁,1／1１
464 白ＢⅡ 須恵器 甕 29.0 １■■■■■ - Ｎ Ｎ 暗青灰 外面黒褐色釉，口縁
465 白AC2０ 須恵器 甕 25.6 Ｎ Ｎ 暗青灰 外面黒褐色釉，１／1２
466 SIBB4m2316 須恵器 甕 ■■■■ - - 平行 同心円 灰 外面黒褐色釉，胴部
467 白Ａ溝１ 須恵器 甕 - - - 平行 同心円 灰 外面黒褐色釉，胴部

注記 形式 器種 口径 器高 底径 高台径 調整外 調整内 色調 備考
468 SIBA4n 土師器 坏 ■■■■■ ■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 燈 底部
469 白AAB5n 土師器 ？

ゆ

1■■■■■ ■■■■■ q ■ ■ ■ ■ ■ Ｎ Ｎ 榿 口縁～底部，１／５
470 SIBA4n７２２ 土師器 甕 20.4 - ー ー Ｎ Ｎ 燈 口縁
471 白ＢⅡ 須恵器 高坏 - ■■■■■ - - Ｎ Ｎ 灰 坏部，１／４
472 白ＢⅡ 須恵器 碗 ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ Ｎ Ｎ 灰 破片
473 注記なし 須恵器 甕 - - - 一 平行 同心円 灰
474 SIBB４･１硬土溝4土手 須恵器 甕 q■■■■

一 ー ー 平行 条痕 榿 胴部
475 表採 須恵器 壷 ■■■■■ - 10.5 - 平行 Ｎ 灰白
476 白AC2０ 須恵器 壷 18.5 ー - ー 平行 Ｎ 口縁，１／９

注記 遺構 形式 器 咄《ｂ居り二

ｂ→■■Ｕ凸一 口径 器高 底径 高台径 色調 備考
477 白C6号士坑 土墳墓8号 白磁 菊Ⅱ 9.8 2.6 一 4.7 16C,完形
478 土墳墓4号 古銭 嘉祐元寶 径 2.4 - _

479 土壌墓5号 古銭 開元通寶 径 2.5 4■■■■■
-

480 士墳墓12号 古銭 開元通寶 ■ ■ ■ ■ ■ - 1■■■■■ -

481 SITB4ミゾ４ 古道 土師器 小皿 1.3 6.3 ■■■■■ 浅黄燈
482 SIBAB4溝４ 古道 瓦質土器 羽釡 22.5 ■ ■ ■ ■ ■ - ー 灰白 口縁，１／７
483 6白溝４１ 古道 土師器 壷 - - 5.0 ■■■■■ 灰白 底部
484 6白溝4１ 古道 陶器 瓶子 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ - ー 緑灰 肩部，瀬戸
485 7白ミゾ７ 2１ 溝状遺構３ 土師器 坏 12.2 3.1 - 浅黄燈

注記 形式 器種 口径 器高 底径 高台径 色調 備考
486 白ＢⅡ 土師器 坏 13.5 8.1 ■ ■ ■ ■ ■ 明榿 糸切，完形
487 白A18住 土師器 坏 14.4 10.2 - 淡黄 糸切，完形
488 白ＢⅡ 土師器 坏 3.1 12.6 一 燈 糸切，完形
489 白ＡⅡ 土師器 坏 12.5 一 燈 糸切，完形
490 白Ａ 土師器 坏 12.1 3.2 8.6 - 浅黄燈 糸切
491 白車庫P７ 土師器 坏 10.9 2.9 7.4 ■ ■ ■ ■ ■ 灰白 糸切，完形
492 白A18住柱２ 土師器 坏 13.4 2.7 8.8 浅黄燈 糸切，完形，１／７
493 白A18住柱２ 土師器 坏 12.8 2.5 9.0 ■ ■ ■ ■ ■ 浅黄燈 糸切，完形
494 白A18住柱２ 土師器 小Ⅲ 1.4 8.0 ■ ■ ■ ■ ■ 浅黄榿 糸切，完形
495 6白C61b536 土師器 小Ⅱ 9,2 1.2 6.0 ー 浅黄燈 糸切，完形，１／４
496 6白B７n412 土師器 小皿 1.4 5.6 ■ ■ ■ ■ ■ 浅黄榿 糸切，完形
497 白B1３Cm 土師器 小Ⅲ 1.3 6.6 ■ ■ ■ ■ ■ 燈 糸切，完形
498 白A18住柱２ 土師器 小Ⅱ 1.2 6.3 ｑ■■■■ 浅黄燈 糸切，完形
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499 白A18住 土師器 小Ⅱ 1.5 6.6 - 鈍黄燈 糸切，完形
500 白ＢⅡ 土師器 小皿 1.5 6.3 _ 榿 糸切，完形
501 白 土師器 小皿 8.2 1.5 一 鈍榿 糸切，完形
502 白B13Cm 土師器 小Ⅲ 1.3 ー 浅黄燈 糸切，完形
503 8白ＢⅡ 土師器 小皿 1.5 - 燈 糸切，完形
504 白Ａ 土師器 小皿 7.7 1.1 6.2 一 燈 糸切，完形
505 白ＡⅡ 土師器 小Ⅲ 7.6 1.3 ■■■■■ 鈍黄燈 糸切
506 SIBB7nbl792 土師器 小Ⅱ 7.6 1.2 6.6 ■■■■■ 浅黄 糸切，１／４
507 SIBB８nbl952 土師器 小Ⅲ 7.6 1.1 浅黄榿 糸切
508 白ＡⅡ 陶器 鉢 23.0 一 一 4■■■■ 黄灰 東播，口縁
509 白ＢⅡ 陶器 握鉢 24.0 _ _ ■■■■■ 鈍黄榿 東播，口縁，１／９
510 7白C1Ⅱ層147 陶器 甕 ■■■■■ ー 一 ■■■■■ 灰白 樺万丈
511 白A17住 陶器 提鉢 ■ ■ ■ ■ ■ １■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 灰白 口縁，樺万丈
512 注記なし 陶器 甕 28.4 １■■■■■ ■■■■■ - 明黄褐 樺万丈
513 SIBB8Ⅱ一括 陶器 握鉢 26.6 9.7 10.0 _ 単Ｊｂｂｂ 樺万丈，１／８
514 白Ａ 陶器 播鉢 32.0 ■■■■■ 1■■■■■ ■■■■ 暗褐 備前，１／1２
515 白14住内 陶器 提鉢 ■■■■■■■■■ 13.5 一 黒褐 備前，底部1/６
516 注記なし 陶器 甕 ■ ■ ■ ■ ■ Ⅱ■■■■■ ■■■■■ - 榿 常滑，頸部
517 白AB２0 陶器 甕 - - ■■■■■■

■■■■■ 赤褐 常滑，口縁
518 白CP15 陶器 壺 1■■■■■ ■■■■■ 1■■■■■ ー 赤，緑 中国南方産
519 6白B9P不明 土師器 坏 ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ー 浅黄榿 円盤状土製品
520 SIBB9n３１ 青磁 碗 17.0 - 一 - 龍泉Ⅱ類，口縁
521 B A n 青磁 碗 17.4 1■■■■■ - q ■ ■ ■ ■ 龍泉Ⅱ類，口縁～体部
522 白A18住 青磁 碗 - ■■■■■ -

■ ■ ■ ■ ■ 龍泉Ⅱ類，口縁
523 白A18住 青磁 碗 一 - 一 龍泉Ⅱ類，口縁
524 6白B7n172 青磁 碗 14.0 6.3 ■ ■ ■ ■ ■ 3.6 龍泉Ⅲ類，完形,1/1２
525 白ＢⅡ 青磁 碗 15.0 q■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 龍泉Ⅲ類，口縁
526 SIBB7n２２６ 青磁 碗 ｑ■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ １■■■■■ ー 龍泉Ⅲ類
527 6白B７n378 青磁 碗 -

- - 龍泉Ⅲ類，底部
528 SIBB9m8１ 青磁 碗 10.4 - _ 1■■■■ 龍泉Ⅲ類，１／７
529 SIBB5P33 青磁 碗 -

■ ■ ■ ■ ■ - ■■■■■ 龍泉C類
530 6白BC91b 青磁 碗 ー 一 一 一 龍泉C類，口縁
531 青磁 杯 12.4 4.1 ■■■■■ 龍泉Ⅲ類，双魚文
532 SIBB7P39 青磁 杯 14.4 - 一 龍泉Ⅲ類
533 SIBA71１０７ 青磁 杯 12.4 ー - ■■■■■ 龍泉Ⅲ類口縁，１／1２
534 SIB1275 青磁 盤 19.8 _ ■■■■■ _ 龍泉，口縁，１／1４
535 C-８Bnb 白磁 碗 11.4 q■■■■ ー - Ⅸ類，口禿
536 SIB３．４P8５ 白磁 Ⅲ 10.6 1■■■■■ -

_ Ⅸ類，口禿，１／７
537 SIBB7P68 白磁 Ⅱ - ｑ■■■■■ 一 Ⅸ類，口禿，１／８
538 SIB３．４表採 白磁 Ⅲ - - _ Ⅸ類，底部，１／４
539 6白A９1bn 白磁 Ⅲ -

■ ■ ■ ■ ■ - D群，底部
540 SIBB7n373,1655,P6３ 青白磁 合子 9.4 - 4.8
541 白B4P1 白磁 Ⅱ 13.4 ■ ■ ■ ■ ■ 6.7 朝鮮白磁,１６C
542 白AC20 青磁 碗 - １■■■■■ - 円盤状士製品
543 白AC20 青磁 碗 _ ー - 円盤状土製品
544 白AC18n 青磁 碗 - - _ ■■■■■ 円盤状土製品
545 白 白磁 碗 ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ■■■■■ ■■■■■ 円盤状土製品
546 SIBB8n３０３ 滑石 石鍋 - １■■■■■ ■■■■■ 。■■■■ 口縁
547 ピットカB８埋士 滑石 石鍋 - - 17.2 _ 底部
548 十製品 羽口 長軸 16.3 一 ■■■■■ 燈 内孔径2.6～5.6

注記 形式 器種 口径 器高 底径 色調 その他
549 SIBA4Ⅱ一括 薩摩焼 土瓶 I■■■ ■ ■ - ■■■■■ 褐 巻口
550 古銭 寛永通寶 背面「小」力。

551 白ＡⅡ 土師器 土錘 長さ 4.2 幅 2.1 孔径
552 白B６n213 石器 砥石 ■■■■■ ー 1■■■■■ 凝灰岩質頁岩
553 白先トレ内ⅡB,C 軽石 ■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■■■



であることを示唆する。ところで，９世紀以降中世に至
る時期の西日本において，ヤコウガイは螺細の素材であ
り，その要所はまさに体層部分であった。以上を踏ま
えると，本出土品も螺細の素材であった可能性が高い。
しかし，それならばなぜその廃材を墓に入れたり，ピッ
ト内に放置したりしたのか，疑問がのこる。
ヤコウガイは屋久島以南に生息する熱帯海域の貝であ
り，中世の日本において高い商品価値をもっていた。し
たがってこれらが白糸原遺跡に意識的に持ちこまれたも
のであることは疑いない。その出土状況に現在説明でき
ない部分を残すものの，白糸原遺跡のヤコウガイは，加
工工程を示す貝殻が消費地側でまとまって出土した初め
ての事例として，たいへん貴重である。

１０白糸原遺跡出土のヤコウガイ
熊本大学木下尚子

白糸原遺跡では，１基の墓，３基のピットと包含層か
ら合計６個体以上のヤコウガイ肋rbo(L""α"cαノ
加""or""(Linnaeus)が検出された。これらはいずれも
破片で，完全な個体は無い。それぞれの貝殻の残存部位
を，現生ヤコウガイに対応させて示すと第111図のよう
になる（貝殻部位の名称は第110図を参照されたい)。こ
れらを整理したのが第１表である。
出土したヤコウガイは，第１表，第111図からも明ら

かなようにいずれも体層（縫帯部を除く，以下同じ）を
欠いている｡No.1には体層部分を帯状に割り取った加
工痕が認められ，本遺跡出士品が体層を除いた後の廃材

’

第１表．白糸原遺跡出土のヤコウガイ一覧

(※１番号は第111図・巻頭カラー図版に対応、※２○は残存することを示す、※３縫帯部を除く）

①一三曇
①殻頂

②螺肋

③縫合

④謄孔

⑤縫帯

⑥謄盤（膳索とも）

⑦軸唇

⑧内唇

⑨体層

⑩螺塔

④
⑩

⑧ §、

⑥

⑦

菱、
一

篝 ～

各部の名称は、以下の２冊に拠った。
奥谷喬司編2000『日本近海産貝類図鑑』
東海大学出版会
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１

２

３B５区士曠墓24号
③
③
①

坑
坑
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土
土
土

区
区
区

８

８

５

Ｂ

Ｂ

Ｃ

４

５

６

７B６区２層
８B６区土坑②

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

484
371
122
212
143

１１
２８
１１

体層が割りとられている。老成貝。
一部二次的に破損。表層剥落。

螺塔の破損は二次的。縫帯は細片。
大型の老成貝。
表層残存。
軸唇末端の細片。表層剥落。
軸唇端部。表層剥落。
表層剥落。



姿
議

８

第111図ヤコウガイ残存部位模式図（網かけ部分番号は第１表に対応する）

-１１９-

急 １



Vb類は，出土量が少なく器形等の詳細は不明。
Ⅵ類は，前期の範嬬に含まれる。器形は丸底を呈し，

底部の最突起部を中心として蜘蛛の巣状の条痕文が施さ
れる。内面には，丁寧なナデ調整が施される。「曽畑式
土器」である。

第Ⅳ章調査のまとめ

第１節縄文時代
（１）遺構
草創期の遺構として，落とし穴を１基検出した。掘り

込み面がⅦａ層（通称：チョコ層）上面であることと薩
摩火山灰のパミスを含むＶ層類似の埋土であることから
所属時期を認定した。上面観は楕円形を呈している。床
面から逆茂木の痕跡である可能性を有するピットを検出
しているが，調査期間の制約のために横からのスライス
を行っておらず，形状にやや不安が残る。
鹿児島県内での落とし穴の検出例は現在のところ旧石

器時代（細石刃文化期）が最も古く，大久保（１基)，鹿
村ケ迫（２基)，老ノ原（１基)，竹ノ山B(2基),山ノ
上B(1基) ,仁田尾(16基) ,根木原(12基）などで検
出されている。
草創期の落とし穴の類例としては前原和田（２基)，烏
山（１基)，桐木（１基)，小中原（２基)，中尾（２基）
などがあり，後期旧石器時代から草創期とされているも
のに鹿児島大学構内桜ケ丘団地（３基)，志風頭（２基）
がある。詳細は（前迫ほか2004)を参照されたい。
（２）遺物
早期(I類～Ｖ類）から前期（Ⅵ類）にかけての土器

が少量出土している。Ｖ類土器以外は，出土量が少なく，
小片のため詳細な分類はできなかった。
Ｉ類は，横位を基本とする貝殻条痕に，斜位の条痕が

施されており，二重施文の構成となっている。「前平式
土器」の範晴に属すると考えられ，黒川忠弘の「志風頭
タイプ」に近い。
Ⅱ類は，器形は口縁部が外反する。口唇部にキザミ目

を施し，口縁部に貝殻刺突文が斜位に施される。内面は
丁寧なナデ調整が施きれる。「石坂式土器」である。
Ⅲ類は，羽状を基本とする施文が施されているものが

多い。「下剥峯式土器」に近いと思われる。
Ⅳ類は，円筒形を呈する。口縁部がやや内湾する。口

縁部に５条の横位の流水文を施し，胴部には縦位の流水
文を施す。口唇部と内面には，非常に丁寧なナデ調整が
施される。「桑ノ丸式土器」である。
Ｖ類は，押型文土器で楕円押型文(Va類）と山形押

型文(Vb類）が出土している。
Va類土器は，やや上げ底ぎみの平底を呈しており，

口縁部内面から外面全面に楕円押型文が施されるが，外
面の一部で押型文をスリ消すナデ調整が施されている。
Va類のうち,8･9．10．13．14は，同一の原体が

使用されており，約12mおきに同一のパターンが確認さ
れることから，直径約3.8mの原体を使用していること
が判明した。

第２節弥生時代
（１）遺物
弥生時代の遺物は，ごく少量の出土である。甕の口縁

部の特徴から，中期前半～後期にかけてのものであると
考えられる。

第３節古墳時代
本遺跡の主体を占める時代は古墳時代と中世である。
（１）遺構
竪穴住居跡を19基検出している。床面に柱穴が多数検
出きれ，中世のピットと区別できないものもあったが，
床面からの掘り込みが深いものを選ぶと,四本柱(３．９．
10．11･14．18号）と二本柱(2．５．6･7号）が
確認できた。平面プランが拡大された改築の痕跡（９．
１１号）もみられた。
（２）遺物・土器
本遺跡出土の土器は，南九州の古墳時代に使用された
いわゆる成川式土器と呼ばれるものである。編年上の位
置については
１甕の口縁部がほぼまつすぐにのびるものと，やや内
湾するものがみられる。
２甕の脚部内面形態が，平坦に調整されるものと，下
方に膨らむものがある。
３高坏・増に丹塗りされているものが多い。
４小型の壺の口縁部がほぼ直立し，丸底で肩部が張っ
ている。
以上のことから，中村直子の辻堂原式期後半から笹貫
式期に該当すると思われる。
器種構成は，甕・壷・高坏・鉢・端・ハソウ・手づく
ねからなる。
甕は，口縁部がまっすぐ伸びるものと，やや内湾する
ものがあり，脚台内面天井部も下方に膨らむものと平坦
に調整されるものがあることから，やや時期差が想定さ
れるが，同一遺構内からも出土していることから大きな
開きはないと思われる。
壷は，大型で頸部に幅広の突帯を有するものと，小型
で突帯を有さないものの２種類がある。使用目的が異
なっていたと考えられる。
高坏は，丹塗りが施されているものが多く，また出土

点数も多い。個体数の概要を把握するため脚部の円筒部
分（１／２以上残存しているものがほとんどである）の
点数を未掲載遺物も含めて数えたところ，丹塗り193点，
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の変化か食形態の変化が考えられる｡」としている。
いずれも，高坏が日常的に食器として使用されていると
考えている。
本遺跡についてみると，いくつかの点で，丹塗りが施
された高坏は日常的に使用されていたと考えられる。そ
の理由について述べてみたい。
【高坏の使用痕】
高坏の観察をしているうちに，杯部においては外面と

比較して内面の器壁が擦れていたり，剥落が多くみられ
たりすることに気がついた。掲載遺物のうち内外面が比
較できる43点について，その頻度を調べたところ，２８点
にその傾向がみられた（約65％)。外面のほうが擦れて
いたり，剥落が多いという遺物はみられなかった。
これについては，製作上の理由（ミガキが甘いなど）

から内面の器壁がもろいという可能性もあるが，使用と
洗浄（水を使わない場合もありうる）によって内面に残
されたいわゆる使用痕のようなものである可能性が指摘
できる。なぜならば，食物を入れるのは当然，内面であ
るし，洗浄する際に汚れている内面を中心にこするであ
ろうことも容易に予測できるからである。
祭祀が毎日行われていた可能性も考えられるが，高坏
は丹塗りや器壁が剥げるほど日常的に使用されていた可
能性も考えられる。
また，脚部の接地面に輪状に残る摺り跡も頻繁に小移

動して使用されたことを意味していると思われる。
土器の使用痕ついては，高坏は丹塗りが施されている
ために容易に観察できたが，鉢や，甕（被熱のためまっ
たく同じではないが）についても同様であることが予測
される。
【出土量の多さ】
本遺跡においては古墳時代の包含層（Ⅱ層）がほとん
ど削平されていることと竪穴住居跡の残存状況も平均で
深さ約21Cmを残すのみであることから，残された遺物量
は本来の遺物量に比べて相当少なくなっていることが予
想される。
それにもかかわらず，前述のように本遺跡の高坏の出

土点数は209点が数えられた。高坏の脚部の円筒部分は，
残存率が高いことから，この点数はある程度，個体数を
反映していると考えられる。
本遺跡には焼失住居はみられないから，住居内の出土

遺物はその出土状況からみて住居の廃絶後に廃棄された
ものである。その期間を特定することは不可能であるが，
平均の深さ約21cmが埋まる期間であり，それほど長期間
ではないと思われる。遺構外出土遺物は全体の３割程度
を占めているが，これはほとんど残存していない包含層
などから出土しているものであるから，’9基の竪穴住居
跡内に21cmの深さまで遺物が廃棄される期間内には，実
際にはもっと多くの高坏が周辺にも廃棄されていたと考

丹塗りなし16点の計209点であった。
鉢は，脚台がつく大型のものと，丹塗りが施されるこ
とがある小型のものが出士している。大型の鉢は，スス
が付着することがあることから，甕として使用されるこ
とがあったと思われる。小型の鉢は，食器として使用さ
れたものであろう。
財は，底部は平底で，胴部が張り出して稜を有してい
る。丹塗りされているものが多い。
ハソウは，出土数が少ない。単孔が穿たれている部分

がみられないものは，端として扱っているためとも考え
られるが，単孔がみられると気付いた遺物は全て掲載し
た。出土数自体が少ないのであろう。丹塗りされ，財と
同様に胴部に稜を有するものと，丹塗りが施されず胴部
は張るものの，なだらかなものがみられる。
手づくねは，粗製が多い。器種は甕・壺・鉢などであ
る。外面は丹塗りで，内面に鹿の子文を丹塗りした鉢が
１点出土している。焼成が還元で，くすんだ色調を呈し
ており，鹿の子文と関連を有する可能性がある。
（３）高坏について
高坏については，日本の他地域では弥生時代から増加

する傾向がみられる。南九州においては，高坏が盛行す
るのは，本遺跡が属すると考えられる古墳時代の後半で
あり，丹塗りが施されるという特徴を有する。この丹塗
りの高坏の用途について考えてみたい。
高坏については，祭祀用の土器であるとする説と，日

常的に使用する土器であるという説の二つがあるようで
ある。
祭祀用に使用されたことは，弥生時代の北部九州で特
定の墓に赤く彩色された高坏を含む土器群が供献される
ことなどから確実である。
それでは，日常的に使用されたとする説はどうであろ
うか。
南九州においては他地域と比較して高坏が盛行し始め
る時期が異なるので，弥生時代の高坏も含めてみていき
たい。
池畑耕一は，弥生時代の高坏について「高坏形土器は
稲の導入とともに食器として登場し，５世紀になって供
献用にその用途を変えるまでは，食器としての用途をも
ちつづけたものと思える｡」とし，高坏形土器と稲作の
ひろがりに密接な関係があることを指摘している。
さらに丹塗りについては，「丹塗りは従来いわれてき

たような祭祀的要素を持つものではなく，実用的要素の
強いものと思える｡」とし，南九州の古墳時代にあらわ
れる丹塗りの高坏についても実用品であるという考えを
示している。
清水真一は山陰地方の古墳時代について「高坏は，こ
の時期（布留式土器併行期）に入って急激に増加する。
…中略…この時期の器種比率は20～30％あり，食生活
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えてよいであろう。
したがって，本遺跡に残された高坏は竪穴住居跡１基

が21cm埋まる期間に11点以上と考えられる。祭祀用とす
るには点数が多いのではないだろうか。
以上述べてきたように，使用痕と出土量の多さから，
本遺跡出土の高坏は日常的な使用が想定できる。
（４）高坏の成形法
本遺跡では高坏の成形法を示す資料が何点か出土して
いる。
坏部と脚部の接合に関するものは接合痕のわかる高坏
（397～400)として掲載した。これらは，脚部の上部
を円形に平坦につくり，その周囲と上面に接合力を高め
るためにキザミ目を施すものである。坏部は底抜けか，
底が薄く作られたと考えられる。
脚部については，中空部に①しぼり痕がみられるもの
と，②縦位のスジが何本もみられるものがある。
①は板状の粘土を巻いて成形したものである。
②はへう状の工具のケズリ痕であり，円錐台を呈する粘
土をへう状工具でくり抜き，接地面をひろげて成形した
ものである。
四元誠（琴鳴窯）が実際に製作してみせてくれたが，

②は①より製作が容易である。
（５）線刻が施された遺物
主として高坏に線刻が施されるものがみられた。

（２）遺物
青磁・白磁をはじめ，国内外産の陶器等が出士した。
そのうちで，注目されるものを紹介する。
双魚文が見込みに貼付された青磁坏（531）が出土し
ている。龍泉窯系のⅢ-4･b類（太宰府編年）である。
また，県内では出土例が少ない'6世紀の朝鮮白磁のⅢ
（541）が出土している。
本遺跡は，東シナ海に注ぐ万之瀬川の河口から約3km
上流に位置し，中世の中国陶磁器を大量に出土した持躰
松遺跡からは約1km下流にあたる。中世においてこの地
域が果たしていた交易上の位置を示唆する遺物である。

引用・参考文献
池畑耕一「弥生時代における高坏形土器の用途について」

「瀬戸内考研連絡誌No.6」瀬戸内考古学研究所1977
牛ノ潰修ほか「旧石器から縄文へ-遺構と空間利用一」

『日本考古学協会2000年度鹿児島大会資料集第２
集』
日本考古学協会2000年度鹿児島大会実行委員会
200O

小畑弘己「出士銭貨にみる中世九州・沖縄の銭貨流通」
『文学部論叢第57号』熊本大学文学会1997

黒川忠弘「南九州貝殻文系土器Ｉ～鹿児島県～」
南九州縄文研究会2002

黒川忠広，桑波田武志「竹ノ山A･B遺跡」
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書
（29）２００１

酒井龍一「弥生の世界」『歴史発掘６』講談社1997
清水真一「弥生土器から士師器へ」

『季刊考古学』第19号雄山閣1987
角南総一郎「｢円錐塊充填法」に関する予察-永野原遺跡出土

資料を中心として-」『永野原遺跡」高山町教育委
員会2000

戸崎勝洋ほか「松之尾遺跡」枕崎市教育委員会1981
外山和夫「弥生土器の形と用途」

『季刊考古学』第19号雄山閣1987
中村直子「成川式土器再考」『鹿大考古第６号」

鹿児島大学法文学部考古学研究室1987
前迫亮一ほか「九州における縄文時代のおとし穴状遣構」

第14回九州縄文研究会鹿児島県大会
発表要旨・資料集2004

森田勉・横田賢次郎「大宰府出士の輸入中国陶磁器について
-型式分類と編年を中心として-」

『研究論集４』九州歴史資料館1978
太宰府市教育委員会「大宰府条坊跡XV-陶磁器分類編一」

太宰府市の文化財第49集2000

第 ４ 節古代
古代については，遺構は検出されず，遺物の出土量も
少量である。本遺跡の周辺には阿多の郡衙跡である可能
性が指摘されている小中原遺跡が所在している。本遺跡
においても引き続き生活が営まれた可能性はあるが，包
含層が残存していないためであろう。１

第 ５ 節 中 世
本遺跡で，古代と並んで主体を占める時代である。
（１）土壌墓と夜光貝入り土坑
土壌墓を24基検出した。
土墳墓の時期については，発掘調査時の認定は時期不

詳（１次調査）や近世（４次調査）とされていた。出土
遺物の検討の結果，中世末～近世初頭とした。古銭が出
土した３基の土壌墓では，それぞれ１点ずつしか出土し
ていない点，開元通寶（２点）・嘉祐元寶（１点）が出
士し，寛永通寳が出土していない点，１５～16世紀の白磁
の菊Ⅱが出土している点などが根拠である。
この士擴墓のうち１基から夜光貝が出土している。ま

た，周辺の小型の土坑３基からも夜光貝が出土しており
注目きれる。木下尚子によると素材としての夜光貝の九
州本島での検出例は，鹿児島県枕崎市「松之尾遺跡」に
ついで２例目となる。
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あ と が き

白糸原遺跡の報告書を作成するにあたっては，力量の不足を感じさせられた。しかしな
がら，遺跡から勉強させてもらったことに感謝したい。

夜光貝について玉稿をいただいた木下尚子先生には，貴重な時間を割いていただいき感

謝しております。
そして，今回も執筆者の不勉強を正してくれた池畑耕一，中村耕治，宮田栄二，中村和

美ほか諸先輩・同僚の方々に感謝したい。また，写場のスタッフには毎回感謝している。

最後に，整理作業をがんばってくれた中村ひろみ，辻田由美の両氏に感謝してあとがき

としたい。
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